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第 3章  I区の調査

土坑 2・ 3(第45図、写真図版45)

IB区で 5a層 を 5 cm程度掘削 した時点で検出した。土坑 3は建物21の西側に位置し、平面円形

で規模は約1.5× 1.3mで ある。時期を判断できる遺物は出土 していない。

土坑15。 16(第 97図、写真図版64)

IC区西の土坑 6東側で検出した。土坑15は溝 9と 重複し、土坑内で ドングリが出土 した。土坑

16は床面に植物の繊維が薄 く堆積 していた。土坑 6南側の状況と類似 し、同様の遺構と推測される。

溝 3・ 4(写真図版64・ 65)

IB区東側の 8層上面で検出した。遺構内には礫が堆積 し、遺物は出土 していない。

集石 3(第 98図、写真図版65)

IB区の 8層上面で検出した。東側の並びは集石 2の北側と並行 し、西側は集積 2の南側の延長

上に位置する。遺物は須恵器の高郭 (602)と 甕 (603)が出土 している。

第79表  I区集石 3出土遺物観察表

物
号

遺
番

lF図

番号
写真
番号

種別 器 種 酬闘
層位

寸 法 (cm)
形態・ 文様の特徴 調 整 胎 土 色 調 備考

国径 底 繹 器 高

須恵器 高雰
集石3

脚部に沈線を廻らせ、
透孔を2ヶ 所設ける

内 :回 転ナテ

外 :回 転ナテ

内
外

白色 (N7/,

白色(N7/)～ 灰色(N4/)

須恵器 甕 Ｈ．‐‐期
内 :Fal心 円文オサエ

外 :力 ■メ
径2 mm以 下の

砂粒含む

内 :灰色(N6/)
外 :褐 灰色 (10YR5/1)～
灰白色 (25Y3/1)

土坑 15

ス、ヽ

一ｙ

　

　

‐

第97図

―
I区  土坑 15。 16(S=1/30)
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』
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I区 集石 3(S=1/60)



第 1節  IA～ IC区の調査

石器 (第99図 )

IB区で二次加工のある玉髄製の薄片

604と 黒曜石の石核605が出土 した。今回の

調査では縄文土器は出上 していないが、周

辺に縄文時代の遺跡が存在する可能性が考

えられる。 9   1:2   ,Cm

第99図  I区 石器 (S=1/2)

木製品 (第 100。 101図 )

3・ 5層を中心に木製品が出土 している。曲げ物や箱の部品と思われる板材が多 く、詳 しい時期

は不明だが基本的に中世以降のものと思われる。606～612は表面に赤色又は黒色の漆が塗 られた

椀 。容器などである。627は 火きり臼の先端をヘラ状に再加工 した後、さらに細か く割 ったもので

ある。631は 土坑 8で出土 した木製品で箸の可能性がある。632は H■で出上 した木簡で、片面に墨

書があるが判読できなかった。

q珍 0 潔

６０５

第80表  I区出土石器観察表

遺物
番号

図
号

挿
番

写真
番号

種別 器種
出土地点
G∫/遺構

層位
十 (cm,

形態 。文様の特徴 色調 備考岳 さ 厚 さ 重 さ

石 器 剥片 HH 3 二次加工あり 黄褐色 (10YR5/6) 玉髄製

石器 石核 16 1078 黒色 (N15/) 黒曜石

第81表  王区出土木製品観察表

物
号

遺
番

図
号

挿
番

写真
番号

種別 品 目
出土地点
Gr/遺 構

層 位 樹種 保存処理 備 考
長 さ 厚 さ 高 さ

呪符木簡 P377

下駄 土坑 1 3

物
号

遺
番

図
号

膵
番

真
号

写
番 種別 品 目

出土地点
Gr/遺構 層 位

寸  法 (cm)
樹種 保存処理 備 考長 さ 唱 )早 さ 高 さ

1 容器 G■ 1 3 ケヤキ ○ 漆塗 り
1 食事具 椀 5 トチノキ ○ 漆塗 り
1 食事具 椀 5 ブ ナ ○

1 板 I■ 0 3 ス ギ ○

1 容器 G■4 5 ス ギ ○ か塗り
1 板 110 3 ス ギ ○ 漆塗 り
1 板 3 ス ギ ○ 漆塗 り

613 10 容器 I-10 3 ス ギ ○

10 容器 I-11 4 ヒノキ ○

1 板 34 ス ギ ○

0 板 G■ 2 5 160 07 ス キ ○

0 容 器 147 27 ス ギ O
0 板 3 126 59 ○

ユ 97 ス ギ ○

板 H■ 1 3 114 ス ギ ○

雑具 柄 H■4 5 17 スギ ○

板 H■ 1 3 ス ギ ○
‐‐ ０

，

‐ ‐２ 雑具 柄 G■ 3 5 118 カ ヤ ○

2 下 駄 G■3 5 ○

1 容器 G■ 3 5 91 ス ギ ○

l■手 5 17 ヒノキ O
[11 火きり臼 H■ 1 6 10 ス ギ 〇

板 3 179 12 ヒノキ ○

101

‐・ ０
。

・‐ ２ 板 G■ 1 5 ス ギ ○

G■ 4 5 15 ンイ属 ○

箸 土坑8 _葉マツ ○

木簡 H■ 1 3 ス ギ O

-142-
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第 1節  IA～ IC区の調査

盆
|

イ

ー

Cm

第101図  I区 木製品② (S=1/4、 6321よ 1/3)

金属器 (第 102図 )

633～635は IC区西のF15～ G15グ リッドで出土 したもので、鉄鍋の破片と判断 した。 I区では

数少ない調理具である。釘640は 頭に近い部分が直角に近い角度で屈曲 し、この部分は角がつぶれ

ている。引き抜かれた釘かもしれない。641・ 642は意図的に折 り曲げられて廃棄されたものと考え

られる。646は椀形鍛冶滓で、 IA～ IC区で鍛冶炉は検出されなかったが付近で小鍛冶が行われ

ていたと推測される。

第82表  I区出上金属器観察表
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日
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‐回

ｗ聾

一

遣物
番号

挿図
番号

真
号

写
番 種別 器種 呻幹

層 位
寸 法 (cll)

備考長 さ 厚 さ

鍋 5

鉄鍋 G15 5 鋳造品

鉄鍋 G15 5 71 鋳造品

小柄等の刃

こうがい G15 5 02～04

釘 E17 5

釘 G15 5

640 釘

5

G14 5

102 価 ? H10 5

644 P797

3 06X05

椀形鍛冶津 F-18 5 6 重 さ19494g、 メタル度 と、磁着度 8

H10 熙寧元資

113 Gll 7 永築通費
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平

安
時

代
後

半
以

降
の
遺

物
数

量
表

①

種
 

別
器

種
分
類
・

特
徴

IA
IB
(5
a層

)
IC
(5
b層

)

合
計

H9
G1
0

H1
0

Gl
l

Hl
l

G1
2

H1
2

不
明

G1
2

F1
3

G1
3

H1
3

F1
4

G1
4

H1
4

E1
5

F1
5

G1
5

E1
6

F1
6

G1
6

E1
7

F1
7

G1
7

F1
8

不
明

中
世
土

師
器

雰
底
部

糸
切

り
2

5
6

4
1

1
6

1
7

65
6

高
台
付

6
8

1
1

1
1

7
4

17
11

1
2

6
7

2
21

4
4

口
縁
・
体
部

の
み

2
2

4
5

孔
7

内
面

黒
色

1
1

と
l

4

皿
底
部
糸

切
り

3
1

1
3

5
4

3
5

9
5

2
2

3
3

3

高
台
付

1
1

l

柱
状

高
台
付

1
1

京
都
系

ユ
1

口
縁
・
体
部
の
み

2
ユ

1
1

3
1

l
1

1
1

界
か

皿
底
部

糸
切

り
2

11
3

柱
状
高

台
付

1
1

1
2

l
2

3
4

4
6

5
1

3
5

1

鉢
・
悟
鉢

1
1

1
3

1
3

鍋
1

ユ
2

1
1

不
明

1
1

2
1

1
1

l
〕

6
1

2
2

1
4

中
世

須
恵

器
壷
・

甕
1

1
2

l
1

2
1

4
1

ユ
1

1
4

鉢
・
信
鉢

内
面

ナ
デ

1
1

1
2

5

内
面

ハ
ケ

メ
1

4
1

l
2

1
1

11

奄
器
系
陶
器

重
・

甕
2

1
9

l
2

4

鉢
・
橋
鉢

3
5

瀬
戸
・

美
濃

碗
灰

釉
1

1
2

瓶
・

鉢
灰

rB
1

ユ
2

備
前

系
壷

・
甕

悟
鉢

1
1

肥
前

系
陶

器
皿

内
面
に
胎
土
目

,砂
目

そ
の
他

1
1

不
明
陶
器

3

不
明
磁

器

〈 ロ
計

1
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2

0
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7
l

1
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I区
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後
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以
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量
表

②

種
】
可

器
種

分
類
・

特
徴

IA
IB

(3
a

4層
)

IA
IB
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・

7層
)

合
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H9
G1
0

H1
0

Gl
l
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2

H1
2

不
明

H9
G1
0
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Gl
l
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H1
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不
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中
世
土

師
器

雰
底
部

糸
切

り
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4
2

3
2

1
7

8
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5
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高
台
付

1
4

2
3

3
2

3
2

3
と

3
4

1

口
縁
・
体
部
の
み

l
9

2
4

5
1

7
1

2
6

3
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4

日
縁・
体
部
の
み

(赤
塗
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1
1

内
面

黒
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l
1

皿
底
部

糸
切

り
7

2
1

6
3

3
1

3

付
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1

ユ

柱
状
高

台
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京
都

系

日
縁
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郭
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底
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台
付
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l
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中
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種
 

房
」

器
種

分
類
・
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徴

IA
IB
(3
a-
5a
,雪

)
IC
(5
b層

)

合
計

H9
G1
0

H1
0

Gl
l

Hl
l

G1
2

H1
2

不
明

F1
2

G1
2

F1
3

G1
3

H1
3

G1
4

H1
4

E1
5

F1
5

G1
5

F1
6

G1
6

E1
7

F1
7

G1
7

F1
8

不
明

白
磁

碗
太
宰
府
 

Ⅱ
類

l
1

1
1

4

太
宰
府
 
Ⅳ
類

l
1

1
1

1
1

1
2

2
1

3
1

3
3

8

大
宰
府
 V
類

ユ
1

1
2

1
1

7

大
宰
府
 
Ⅷ
類

1
1

1
1

l
1

6

大
学
府
Ⅳ
～
Ⅷ
類

(体
部

)
1

1
1

l
2

1
3

2
t

3
3

2

大
宰
府
Ⅳ
～
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部
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1
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府
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1
2

太
宰
府
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l

皿
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Ⅸ
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0
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第 3章  I区の調査

第 2節  ID区の調査

(1)調 査 の経 過

平成14年 5月 に、 ID区の調査に着手 した。標高6.5mで、青木遺跡調査対象地で最 も北に位置

しており、調査前は水田もしくは畑など耕作地として利用されていた。調査は耕作地の下というこ

ともあり湧水が多 く、調査区の周囲に排水のための溝・溜めマスを掘 り水中ポンプで24時間排水 し

ながら行った。平成13年度の調査 (IA・ BoC区 及びⅡ区)で、中世の遺構を確認 しており、中

世の遺構の調査から始めた。遺構面は近世初め (第 1遺構面)と 中世前半以降 (第 2遺構面)の 2

面検出した。第 1遺構面は標高約5,8m付近で、細かいレキを含む層 (第 5層)の上面で、掘立柱

建物 1棟、集石遺構 2か所、溝状遺構 1、 石組み土坑 1、 井戸 1等を確認 した。また、この時期も

しくはそれ以前に構成された加工段を 3か所確認 した。第 2遺構面では、青灰色粘質土 (第 6層 )

の上面で、掘立柱建物等13棟、土坑10と およそ600に 及ぶ柱穴を確認 した。また柱穴からは150本近

くの柱根を確認 した。調査区中央には調査区北から南へと流れていた自然河道を確認 した。この河

道の堆積はレキ層であり、また時期は第 2遺構面の集落が形成される前と考えている。以上の調査

を平成14年 8月 まで行った。また同時に中世調査面下に トレンチ調査を行い、古代の包含層及び弥

生時代の遺物、そして弥生時代と思われる人骨の (脚部)を確認 した。 (こ の人骨は、近畿式の銅

鐸飾 り耳部分を伴う弥生時代の墓の主体部であることをこの後の調査で確認 した。)

ID区土層の基本層序は第104図 のとおりである。調査区北壁の上層で、第 1層は耕作上である。

第 4層 は近世初め頃と考えている遣物包含層である。第 5層 は中世前半から後半にかけての遺物包

含層である。第 6層 は基本的には密度の細かい粘質土層である。以下標高およそ4.5m付近に古代

の包含層、標高4.Om付近に弥生時代の包含層を確認 している。

=66//。

第103図  ID区 遺構配置図 (S=1/400)

m

-149-



第 2節  ID区の調査

A′ 7血

7.Om

7.Om

7.Om

A 7.Om

1茶色土 (耕作土)

2黄茶色土

3明青灰色砂質土

4灰 褐色粘質土

5暗茶褐色レキ層

6青灰色粘質土

第104図  ID区 土層図 (S=1/60)
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P190_ 5.5mE′

P120 5.5mF′

5.5m
_G′

第105図  ID区 柱列16・ 建物23(S=1/60)
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第106図  ID区 柱列17(S=1/60)

(2)第 2遺構面 の遺構 と遺物

柱列16・ 掘立柱建物23(第 105図 )

調査区の東側中央に位置する。柱列16は 2間 (6.00m)である。すべての柱穴から住を検出し

た。掘立柱建物23は 桁行き2間 (7.24m)、 梁行き 1間 (3.80m)で ある。柱列16は掘立柱建物23

に伴う塀もしくは土庇の可能性も考えられる。

柱列17(第 106図 )

調査区の東側中央に位置する。東西 2間 (3.90m)、 南北は検出した全ての柱穴は5間 (8.25m)

である。軸は掘立柱建物23と 一致している。
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規 模
梁 行 き 桁 行 き

(3) 間

主 軸 N - 75°  一 W

穴

番  号 P089 P088 Plll P187 P P P P P P

平面規模
(cHl)

40× 36 24× 18 26× 25 31× 23

用
①

上面 548 552

下面 526

柱間距離(cm)

P089-
P088

P088-
Pl■

P■ 1-
P187

柱

痕

番  号 柱003 柱002 柱001 柱070 5 6 7 8 9

規模
(clll)

長

幅 8 16 17

第 3章  I区の調査

第84表  I区 柱列16 計測表

第85表  I区 建物23 計測表

第86表  I区 建物17 計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

(2)間 (3)間

主 軸 N-75° 一 パヽ「

穴

番  号 P091 P190 P123 P264 P209 P225 P195 P273

平面規模
(cm)

43× 43 16× 14 47× 36 113× 62 30× 30 34× 14 30× 26 28× 22 72× 40 112× 78

編
⑪

上 面 547 550 552 544

下面 (535) (532)

柱間距離(cn)

P091-
P092

P092-
P120

P120-
P190

P190-
P123

P123-
P264

P209-
P225

P225-
P195

P195-
P273

P273-
P091

P120-
P225

125

P 190-
P209

380

柱

痕

番  号 柱105 柱108 柱005 4 5 6 7 8 9

鰈
⑪

長

幅 tl

規 模
梁 行 き 桁 行 き

(2)間 (5)間

主 軸 N ―
0_ w

穴

番  号 P176 P136 P184 P294 P291 P P

平面規模
(cm)

32× 30 30× 27 46× 29 43× 25 28× 24 26× 26 27× 23 41× 30

朧
①

上面 555

下面 525

住間距雛 (clll)

P176-
P136

P136-
P158

P158-
P154

一

４

Ｐ‐

Ｐ

P184-
P294

P294-
P291

P291-
P236

柱
　
痕

番  号 柱107 柱07ユ たと073 柱056 5 6 7 8 9

雛
⑪

長

幅 7 9
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第 2節l iめ幽 調査

L
P4481P473

_ぼ爵

!   ■る0  学m

ID区麗学確4(S‐ 1かの

I庭 鋤 24計劇表

ゴ

鶏
―――
―――
＝
＝
＝
酬

！
・―

伸

一出

け|    だ町

D―      鞘

第1.07園

1線

P448        P410

P479    _P563  P51

2聞 1蘭
Nと 1■辞 ―W

22Xla 42XS2 2CX 2S laX14 髄 X25 26X18

こ馳 6.57 る.6Cl 患.5・7 0.64 &al

ti鶴 攀 工確 む:48 i201 5.35

一螂 130 130 33S 1 23 0 30

編立柱建物24.(第10刺

調査区のほぼ中央に位置する。桁行き1間 徹35m)、1梁行き2聞 ⑫れm)である。

織列189子1晴図)

調査区の北東,こ位置する。誡―ヒ2間 C3.側m)、 東西4聞 ω郷範)であるィ。

柱列10(第109醐

調査区の中央に位置す税―南北]1聞 G.00m)である。



1撃睡娼91に襲 菫-1 華鶴歯

C09/1■e)8鱒口II ldgO士簑

ヤ囃'叡斑ゴ081d       ttrd.           09農f                 ttdi

4i輛

千

H―

「霞

募罐範歯i 簿8顛



需ヨ筆 ID区輯

第1090

第894

ID区柱刻10.(S‐ 1/609

■区 構剥191計則表

FHq 〕 聞

N―関市
°―W

50嗽遡 4aX41 6GX44 40米畿

Oi70 a鶴 461 証う

“ユ22 工1金 5_40 帥

鬱la 150 240

緯列20●縮立権建物妬 鱒 1110図)

調査駒 北棄に位置する。柱列20は南北8聞 α004)である。掘立柱建物は桁行き2聞 ∝00

4X梁行きく&45mJである。
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第110図  ID区 柱列20・ 建物25(S=1/60)
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第 2節  ID区の調査

第90表  I区 柱列20 計測表

第91表  I区 建物25 計測表

規  模
梁 行 き 桁 行 き

間 3 間

主  軸 N-22° 一W

穴

番 号 P181 P049 P051 P175 P P P P P

乎路拝 41× 34 24× 22 32× 22 28× 24

‐標高ω
上面 566

而 (547)

柱聞隠離(cm) '18■

―
IP1049‐

P049二
P051

P051-
P175

規● 模

‐
梁・ 行 き 桁 行 'き

3間 (2)間
主|― 1軸 N-68° 一E

穴

番■ 号 P020 P038 P041 P046 P134 ,P130 P034 P220 P029 ,026

ド即擦 26× 19 23× 22 (100× 60) 27× 26 26× 24 28× 26 85× 69 77× 56

鵜・ω
上面 567

下面 552

1番 I●号 P025 P0241 P021 ・P032 P038 P035- Ｐ

，
P P P

平面規模
il(cttJ  (

26× 24 30× 30 22× 18 19× 16 25× 21 20× 18

簡
止函 554 553 554 557 555

下面 541 527 540 545

注簡臨離饉 )

甲締
P038■ |

P041 ・
P046-

'134-

P134=
I P180

P130■
P034

一
釣

幽
Ｐ２

Ｐ

Ｐ

P22,下
|'P029

一

６

”
磁

ＰＯ

Ｐ
P026T
I,025

・P025=
IP024

,024■ .

|'021 '021-
―

'020

・ P021●
I P032 P032■

P0461
PO%■

'033 叫・Ｗ405

柱
・
度

番 _号 柱104 2 7

鰈
ω

・長

1幅
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第111国 ID区桂劇郷 (S‐ 1/609

継劇21悌111図 )

調査区の申央に位置する。東西 2 FFal C3.∞ �)、 南北3間 1徹躙m〕 である。

撮立醐 節 (筆

“

理 )

調査区|の東側中央―に位置する。1桁行き鬱1聞 ⑬?m)、 梁行き

'iFHE徹

益n)である9
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894表 I区 建物解 尉測表

1関 2  樫琺

N■翌 すЁ

20X17 |ヱ

'11,       (                    (ltrl)          i

20X18 鉛 X賜 粋 醐 蜘

熙 う離 駐鶴 gi58 勇筆 4解 !

5ila もi踏 岳

“

趣,42 駐20

210 les 190 210 19d 196 240

鶏2筆 と0曲螂撥

麟 勘 2710第1蠅動

調査区の中央に1位置す輻。袴行き2聞 ①騨ぬ)、 築行き靱:斡m)である。主軸藤勒
器と‐致:し、平面的強毯重なっている.。

競立接建効鉛 帥 I韓聡

報套区の中央に位置する。梁行き2間 儀おOn■ D、 掩菊選露FHE鶴!船m)で島るg

籍

“

表 r区 1建物船 討灘表

2簡 C2D簡
とゞで 二E

41X87 40又 鶴 T4挙 観| 31碁 29 鶏 ※-21 40X3 望 X野 20紫 14

銹 2 航颯 腕 縣 4 壱貰隠 麟 趣J80 翔

餞 瓢 a14 磯倒 盟 罐 う,翻 一躙一鼠

蠅
，
，
・４

435 一卿 錮 襲 205 210 2X0

一 162-
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第 2節  ID区の調査

妙挙

い協】）ス　　」
6.Om
一

B′

1暗褐色粘質土

2暗灰褐色粘質土

3暗灰褐色砂質土

4黒 褐色粘質土

5茶褐色粘質土

6茶褐色粘質土

7黒色粘質土

9        1i30        1m

第115図  ID区土坑17(S=1/30)

土坑17(第 115図 )

調査区の中央やや西よりに位置 しており、平面円形、断面皿状の浅い土坑である。直径約2.3m、

深さ約30cmで注目状に北側に広がっており、この部分を中心に直径10～ 50clnの 自然石を検出した。

土層はほぼ水平に 4層である。

出土遺物は第116図のとおりで、649～651は 中世須恵器の甕で649、 650は外面格子タタキ、内面

ハケロ、頸部付近に縦方向のハケメ調整が施されている。 (甕 E類)652～ 6541ま 中世須恵器の鉢で

ある。653は内面ハケロで口縁部は玉縁状に肥厚 している。 (鉢 Z類)655～ 658は 土師質土器であ

る。655は郭、656、 657は皿、658は高台付郭である。656は 器壁が薄 く、底部から内湾気味に立ち

上がるが、口縁端部は内湾せず、直線的に立ち上がる。 (皿Ⅵ類)659は砥石、6601ま 鉄器で器種は

不明で土坑の底から出土 しており、表面は赤色を呈 していた。661、 662は木製品である。

―-164-―



第 3章  I区の調査

離選攀撃 一̈
乏4

オー

0     1i3    二PCm

0_1:2  写Cm

第116図  lD区 土坑17出土遺物

第96表

(S=1/3、 660は S=1/2、

ID区遺物観察表

|

|

l   Ⅲ

甲   1:4   19Cm

661・ 662は S=1/4)

． 　

６６‐

尽
Ｎ
Ｎ
Ｎ
彎

図

号

挿

番
実測
番号

写真
番号

出土地点
Gr/遣 構

層位 種 別 器 種
司
‐
法 (cmi

形態・文様の特徴 調 整 胎土 色調 備考
日経 底 径 器 高

139
土坑 17

甲
夕百吏

甕 饗E類
内 iハケロ後ナデ
外 iハケロ、格子ロタタキ

密紋粒子の石英を含む
灰t(10Y4/1)

内 :灰 白色 (25Y8/1)
外 :灰 白色 (25Y8/1)

1062
「

土坑 17
中  世
須恵器

密 甕E類 内 :′ サ国後ナデ?

外「ハケ自、慇子ロタタ■
密  微粒子の石英
を含む 界1羅椙誕チ3

139
ト 土坑17

甲  世
須吏器 径 変E類 内 :ハ ケロ

外 :格子ロタクキ
密 微粒子の石英、
白色粒子を含む

内 :灰白色 (25Y8/1)
外 :灰色 (5Y5/1)

祀
ト 土坑 17

中 世
須恵器

鉢 環1否共指頭圧痕
密 微粒子の石英
を含む

内 i灰 色 (5Y6/1)
外 :灰色 (5Y6/1)

反転実測

醐
上 土坑17

甲  世
箱 薫 累 鉢 itZ類

内:ナデ?′ サロ
タト:ナデ? □よ部i隣ナデ

径lmm弱 の黒雲母、
石英を含む

内 :9tい 橙色(25yR6/4)
外 :鈍い情色(5YR7/3)

13V
ト 土坑 17

世
哭曹

中
箱 鉢

断面に黒色物質付 内 :横ナデ?
外 :横ナデ?

微粒子の石英を含
む

内 :暗灰色(N3/)
外 :暗灰色(N3/)

1038
‐３９
上 土坑 17

H,多雪
怨 邪

内外面の一部に黒
色物質付者

内1回転ナデ
クト!回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の石英
を多く含む

内!仄黄将色(10ゞ RS12)～黒椙色(2i!〕 ′D
外:鈍い黄脇色(10YRF/2)

1002
渕
ト 土坑 17 4

質
器 皿 17 皿Ⅳ類

内:回転ナデ
/7・ :回転ナデ 回転糸切り

後粒子の石笑を含む景|

母、長る、石笑を多く含む 舟:鍬盤腕¥畳膀;

139
ト 土坑 17

H巾 岳冬
鶏

皿 (41) 17 Bn Ⅳ類内面全体
に_m色物質付音

内i回転ナデ
・li回転ナテ 回転糸切,

密 撤it子の生雪LJ、 石芙を
含む 鈍い情色(,SYR7/1)

内i黒色(hY2/D
・li鈍い0色 (F SIRT湘 )～黒色(10WRツ 1)

反転実測

13υ
土坑 17 6

」こH叩 士主 一局

付
内 i不明
外 :同 嘘ナデ ?

径lmm弱 の金雲母、
長石、石英を含む 環:悟辰駁粥¥馳冗

反転実測
審托か激し(

図

号

挿

番
測
号

実
番

古
果
口
巧

写
番

出土地点
Gr/遺構

層位 種別
さ

ｍ
＞

長

くｃ

幅

帥
隣
ｍ

塾
０

備考

139上 土坑 17 砥石

図
号

挿
番

測
号

実
番

真
号

写
番

出土地点
Gr/遺構

層位 種別
寸法 (cm)

形態 。文様の特徴 備考
辱 き 厚 さ

土坑 17 (535) (055)
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TF図
番号

実測
番号

写真
番号

出土
地点

種別 層位
寸法 (cm,

樹種 備考
長 厚

Vヽ46 141下 土坑 17 07

Vヽ45 141下 土坑 17 07

第 2節  ID区の調査

第97表  ID区 遺物観察表

6.Om
――――A′

9        1:30       1m

第117図  ID区上坑18(S=1/30)

土坑18(第 117図 )

調査区の中央やや東よりに位置 している平面円形、断面皿状の土坑である。直径約2.3m、 深さ

約40cmで東に向かって注口状に広がっており別の土坑があったことも考えられるが、切 り合い等は

確認できなかった。土層は 3層確認 しており水平に近い堆積である。

出土遺物は118、 119図のとおりで、118図663は 龍泉窯系椀の口縁部である。664、 665は 中世須恵

器の鉢の口縁部である。666～670は土師質土器の郭、671～ 6781よ 皿である。666は底部が厚 く底部

から口縁部にかけて内湾 しつつ立ち上がる。 (堺 I類)667は底部から直線的に立ち上がり口縁端部

は内湾する。また口縁部は肥厚する。 (邦Ⅳ類)668は底部から内湾 しつつ立ち上がる。器壁はゃゃ

厚い。 (堺Ⅲ
i類

)669、 670は底部付近にナデによるしぼり込みが見 られる。671～ 675は 底部から内

湾気味に立ち上がり浅めの皿である。 (皿 I類)676は底部から内湾 しながら緩やかに立ち上がる。

(皿 Ⅱ
子
類)677、 678は底部付近にナデによるしばり込みがみられ、直線的に立ち上がる。底部はヘ

ラ切 りと考えられる。679は 砥石、680は露卯下駄、681は ケビキのある木製品、6821ま 不明木製品、

683、 684は箸状木製品である。119図685～687は同一個体の露卯下駄で土坑の底で出土 した。つま

先部分は確認できなかった。

?侭詭ぎ
―

―

会

1黒褐色粘質土

2黒 色粘質土

3暗灰褐色粘質土

―-166-―



u

鯉

一

　

６８４

硝

ｏ
　

つ第118図  ID区 土坑18出土遺物① (S=1/3、 680～ 6841ま S

―-167-一

=1/

中∬丼
膳綸ω
苗昇‖



第 2節  ID区の調査

,
p卜°

ぢず・～  °OFi F。 1:

686

第119図  ID区土坑18出土遺物② (S=1/4)

第98表  ID区遺物観察表

Ocm

図
号

挿
番

実測
番号

写真
番号

出土地点
GV遺構

層位 種別 器種
寸法 (cm

形態・文様の特徴 調 整 胎土 色調 備 考□径 底径 器 高

139
下 土坑 18 青 磁

椀 内面に片影りの文様
有り椀I-2類 (D朗 )

密 きめ細かい
青灰色(5PB7/1) 界撒1弁 サ三チ疑琶88秘 1 反転実測

千
土坑18 中  世

鉢 鉢Z類 内iナ ,?ハケロ
外:ナ

=? 
口縁部:儀ナデ?

きめやや粗い 径lm弱
の長石、石英を多く含む 界:掻暮畏留8る%Ъ

下
土坑18 中 世

鉢 鉢A― r´ 類 冗1否盟ナデ?
径l II弱 の長石、
石英を多く含む 寮:褒驚岳∇易

/の 反転実測

1012 土坑18 2
上

十 必 イI類 弁:日と

'テ

 回転糸切り密 微粒子の金雲
母、石英を多く含む 界:縫 8¥ミ務;

一部反転実
測

土坑 18
土

十 郭 37 郭Ⅳ類 舟1目憲;ヨ 回転糸切り會、欝装路振魯が雲界:餐言縫鵬持絲λ
一部反転実
測

139
下 土坑 18 郭 (68) 郭Ⅱ

´
類 内:回転ナデ

外i回転ナデ 回転糸切り 憲、著契を多観雲
冗:鍬壌層獣認乎畳協;

反転実測

140 土坑18 劉土
一劃
十

邪 内:回転ナデ
タト:回転ナデ 回転糸切り 奮石争著夏2多詠 衆1鍛壌糧琶8群聯8

670 140 土坑18 郭 内:回転ナデ
外:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金雲母、
長石、石英を多く含む A:疫要色ta:¥:男 ;

反転実測

―-168-―
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図

号

挿

番
爽測
番号

写真
番号

出土地点
GJ/遺 構

層位 種別 器種
寸法 (cm

形態・文様の特徴 調 確 胎土 色 調 備考
日径 底 笹 器 高

671 土坑 18
土師質
土 器

皿 44 皿 I類
内1回転ナデ

タ十!回転ナデ 回転糸切り

微粒子の金雲母を
含む

内

外

鈍い黄橙色(10YR7/3)
鈍い黄橙色(10YR7/3)

土坑18
質
器

土
土

皿 (78) 19 皿 I類
内i回転ナデ

外1回転ナデ 回転糸切り

密

母
微粒子の黒雲

石英を含む

内:鈍 い構色(25VR6/4)～ 飩い

ヒ色(6YR7/4)外 !橙色(5YR7

/6)～ 黄灰色(25Y5/1)

反転実測

1001 土坑 18
質
器

二
十 皿 17 皿 I類

内:回転ナデ
タト:回転ナア 回転糸切り

徹t子の金雲母を含お 径1コ

前後の石芙、赤色世子を,(含む

内

外

1浅 黄檻色 (10YR3/3)
1浅 黄橙色 (10YR3/3)

土坑18
質
器

土
土 皿 77 17 皿 I類

内!回転ナデ

外:回転ナデ 国lI糸 切り

微他子の全雲母を多く含む

径lm前俵つ赤色粒子を含

`

!橙 色(5Y R7/6)
i橙 色(5Y R7/6)

土坑 18
土帥質
十 器

皿 皿 I類
内1回転ナデ

体!回転ナ, 回転糸切り

徹位子の石英を歩(含む

径1囮 弱の赤色粒子を多く含む
怪色(25Y R6/6)
偕色(25Y R6/6)

土坑 18
JEH巾催宝
土  器

皿 (78) (40) 14 皿 Ⅱ 類
内i回転ナデ

外!回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金雲

石英を含む母 、

内

外
鈍いrE色 (75V R7/3)
鈍い橙色(75Y R7/3)

反転実測

1009 土坑 18
土帥質
十 器

皿 73
内面一部焼跡有り
かなりの歪み有り

内:回 転ナデ 外:回転ナデ

日伝糸切,後ナデ?

密

母
微粒子の金雲
石英を含む

内 :鈍 い黄橙色(10YR7/2)
外 :鈍 い黄橙色(10YR7/2)

土坑 18
土師[

+ ラ 皿 19
内:回転ナデ タI:回転ナア

同trttm粧 ナデ?

歓と子の金雲母を含む

径2～3囮の赤色粒子を含む

内

外
橙色(75Y R7/6)
橙色(7 5YR7/6)

図
号

挿
番

測
号

実
番

真
号

写
番

出土地点
Gr/遺構

層位 種 別 酔
くｃｍ＞

幅

伽

厚 さ

(伽 )

重 さ

(g)
備考

土坑 18 砥 石 173 と50257 4面使用

挿図
番号

測
号

実
番

真
号

写
番

土
点

出
地

種 別 層位
寸法 (cm)

樹種 備 考
長 幅 厚

Vヽ48
140下

141下
土坑18 露卯下駄 3

178
(台部)

90
(台部)

55

Vヽ24 141下 土坑18 折敷又は曲物 ? (189) (1 8)

Vヽ47 141下 土坑 18 (153) (14)

Vヽ68 141下 土坑18 箸状木製品 (165)

W69 141下 土坑 18 箸状木製品 (153)

図
号

挿
番

実測
番号

真

号
写
番

土
点

出
地 種別 層位 樹種 備考

長 厚

Vヽ72 土坑 18 露卯下駄
138

(歯部最大)

27
(歯部)

95
(歯部)

685～ 6871よ 1司 一個体

Vヽ71 土坑 18 露卵下駄
(76)
(台部)

102
(台部)

685～ 687は 司一個体

687 Vヽ70 土坑 18 蕗卵下駄 Φ帥
100

(台部 )
117 685～ 687は 同一個体

土坑19(第 120図 )

調査区の東南に位置 し、平面精円形、断

面皿状の上坑である。直軸約 1.8m、 短軸

約1.6m、 深さ20omを 測る。

出土遺物は121図 のとおりで、688は京都

―一 A′ 産 と考えられる緑釉陶器の椀口縁部、689

は白磁の椀Ⅳ類口縁部、690は土師質土器

の雰または皿底部、691は製塩土器口縁部

である。

5.5m A′

螺

第120図 ID区土坑19(S=1/3)
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偽

第 2節  ID区の調査

1暗褐色粘質土

2黒褐色粘質土

3暗灰色粘質土

4茶 褐色粘質土 有機物を多く含む

5黒灰色砂質土

(ヽ甘tttilti,甘 it,IB'ξ

':子

~

一
唆

６９

１

・
”

第121図  ID区 土坑19出 土遺物 (S=1/3)

第99表  ID区 遺物観察表

吐     1:3     19cm

土坑20(第 122図 )

調査区のほぼ中央に位置し、平面

楕円形、断面皿状の土坑である。長

軸約1.7m、 短軸約1.4m、 深さ約30

clllを測る。

出土遺物 は123～ 125図 のとおり

で、692、 693は 土師質土器の雰と皿

である。その他に、大量の木製品が

出土 している。694、 695は 露卯下駄

である。伴に長さ約25cm、 幅1lcm、

高さ約 6 cnlで ある。状態はかなり

しっかりしており、共に右足で、歯

の部分には使用 したため小石が入り

込んでいる。696～ 712は 弓状の木製

品またはその一部と考えられる。長

さ約 55 cm、 幅約 2帥、厚さ約 l cm

で、端は片側が先細 りに加工され、

添

5,8m

禦        1:30        1m

第122図  ID区 土坑20(S=1/30)

もう片側はかぎ状に加工されている。また全体に弓状に緩 くアーチを描 くように反っている。アー

チ状の内側中央部に削ったためもしくは使用のための窪みが確認できるものもある。用途等は不明

である。713～ 721は用途不明の木材である。722は かを塗布 した容器と考えられ、漆の残りは悪い

が、ハケメ痕が確認できた。 723、 7241ま板状の木製品であり用途等は不明である。725、 726は箸状

の木製品である。727、 728は ケビキの入った木材である。729～ 733は木枝片であるが、弓状木製品

と同様な窪みが確認できた。これらの木製品はおもに第 4層から出土 している。

挿図
番号

測
号

実
番

真

号

写
番 醜圏

層 位 種別 器種 形態・文様の特徴 調整 胎 土 色 調 備考
回径 底 径 器 高

‐４２
上

土坑19

南側

和
器

緑
陶 椀 京都産か ?

内 i回 転ナデ

外 :回 転ナデ
密

灰自色 (75Y7/1)
内 1灰オリーブ色(75Yγ 3)

外 :オ リーブ貨色(75Y7/1)
反転実測

‐４２
上 土坑19 白磁 椀 椀Ⅳ類(C期 )

内:回転ナテ
外:回転ナデ、ヘラ削つ

密 微粒子の雲目
を含む

内 :灰 自色 (5Y7/2)
外 :灰 白色 (5Y7/2)

反転実測

690
‐４２
上 土坑 19

質
器

土
土 孫 密  微粒子の金

雲母、石英を含む
内 :飩 い黄橙色(10YR7/3)
外 :鈍 い黄権色(10YR7/8)

反転実測
磨:そ が激しい

142

上
土坑19
苗 lg‖

塩
器

製
土 痕

デ
圧

ナ
頭

横

指

内

外
密  微粒子の金

雲母を含む
内 :橙色 (5YR7/6)
外 :橙色 (5YR7/6)

-170-―



第 3章  I区の調査

0        1:3        1 0cm

0___■ ユ___JOCm

第123図  ID区上坑20出土遺物① (692・ 693は S=1/3、 694・ 695は S=1/4)

第100表  ID区 遺物観察表

図
号

挿
番

測
号

実
番

写真
番号 剛硼

層位 種別 器種
寸法 (cm)

形態。文様の特徴 調整 胎土 色調 備考
口俸 底 答 器 高

1027
‐４２
上 土坑20

質
器

土
土 雰

郭 I´ 類
底径が大きt

内!回転ナデ

外:回転ナア 回転糸切り

密 微粒子の石英
を含む

内 !灰自色(10Y R8/2)
外 :灰白色(10YR8/2)

698 1005
‐４２
上 土坑20

質

器

師土

土 皿
密 徴粒子の金雲母、
長石、赤色粒子を含む

内 :鈍 い橙色(5YR7/3)
外 :鈍い橙色(5Y R7/3)

揮図
番号

測
号

実
番

写真
番号

土
点

出
地 種別 層位 樹種 備考

岳 厚

Ⅵ「21 土坑20 露卵下駄 (72)

W19 土坑20 露卯下駄
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一
　

　

一

∝

硼
　
　
ω
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
Ⅲ
聞
側
旧
個
円
仰
憫
―ｌｌｌ
ｌｌｌｌ
側
Ⅲ
冊
脚
脚
脚
脚
悧
阿
Ⅲ
岬
剛
脚
Ｗ
ｌｌｒ
．切
　
Ｓ
　
　
Ｓ

二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

ａ
脚
‐‐‐
‐‐
‐‐
‐――
‐――
例
――
脚
―――
――――
脚
脚
悧
‐――
―――
脚
悧
――‐―
．周
側
脚
‐‐‐‐
‐―――
‐―――
‐―――

陸
ｖ
６９９

⑫
　
り

一　

　

　

　

　

一

＝

ｉｔ口

・ｎ
‐‐Ｔ
側
‐‐ｉ‐
‐‐‐‐
‐―‐‐
―――‐
Ⅲ
側

――――
脚
脚

‐―――
‐‐――
脚

‐―――
‐―‐‐
―ＩＹ
国
旧

‐‐‐
Ｎ

‐――
旺

隠
‐‐‐
‐――
‐――
――‐
Ｎ
出
円

――ＩＩ
ｉｌ‐
１１‐
――‐
―――

障
Ｖ

Ａ^〔蝦
　

ｅ

　

Ｏ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

６９７

（
＝
ｌｎ
悧
―――
脚
脚
Ｉｌ
Ｈ
悧
＝
ＩＩ‐
悧
口
に．‐‐悧
悧
１１‐
１１‐
ＩＩ‐‐
――‐‐
――キ‐
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‐‐ＩＩ
Ｍ
脚
脚
脚
悧
団
団
脚
脚
凶
悧
１１１１
剛
同
悧
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Ｍ
ｉｌｉｌ
Ⅷ
ＩＷ
Ｖ
　
ｅ
　
　
ｅ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　

　

・

　

一
　

　

６９６

ｎ
ＩＩ
Ｈ
ｉｌ
旧
Ｈ
日
日
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
旧
旧
Ｈ
悧
Ｈ
Ｈ
日
日
Ｈ
Ｈ

１１
＝

ｌｌ
Ｈ
ｍ
Ｎ
州
闘
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
ｌｌ
冊
臓
閲

――――
悧
悧
悧
悧
―ＩЛ
Ｍ
Ｈ
υ
　
　
ｇ

　

ｅ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

騰
―――
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問

闇
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日
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ィ
‐

脚
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棚

υ
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一　
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＝

偽

研

翻
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＝

Ｉ ＩＩＩ

脚

‐ ――

‐― ―‐
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悧

悧

国

ｌ ‐Ｉ

Ｉ ＩＩ

脚

凶

同

脚

脚
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脚

蜘

ｌ ｌｌｌ
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―― ‐‐‐

―― ‐‐‐

悧

脚

悧
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旧

旧

悧

凶

旧

＝

Ｗ

Ｖ

　

　

Ｏ

　

　

ｅ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ｍ
ｌｌ

＝

＝

＝

絆

肥

州

山

】

命
曲
脚
脚

‐―――
‐―――
‐‐――
‐‐――
――‐
――――
脚

‐‐ＩＩ
‐ＩＩＩ
‐‐―Ｉ
Ｆ‐‐
悧

ｌｌｌ
悧
欄
脚
川
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
川
Ｈ
Ｈ
Ｈ

峙
Ｈ
日

１ ‐
１ １
日
獨
脚
捌
脚

‐―――
‐――Ｉ
Ｈ

‐‐――
―――‐
悧
制
――！
． 峙
Ⅲ
町

」
型

　

ｍ

　
　
ゆ

一　

　

　

　

　

　

一

． 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７０‐

船
附
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脚
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Ｍ
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ｅ

一
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咆
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脚
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日
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剛
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剛

一
硼
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一
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一　

　

　

‐ ９

Ⅷ凹‐‐‐‐ｉ‐‐‐――‐‐―――‐‐四□哩‐等‐か

一

一 沼

⑬

S=1/6706～ 712、 716、 717、 720、 721

722、 723

S=1/4 713～ 715、 718、 719、 722

724-728
S=1/3 729～ 733

9    ド4   19Cm

第125図  ID区 土坑20出土遺物③
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第 2節  ID区 の調査

第101表  ID区 遺物観察表

図
号

押
番

実測
番号

真

号

写
番

土
点

出
地 種 別 層位

寸法 (cm)
樹種 備考長 厚

Wl 142T 土坑20 弓状木製品 3

W2 142下 土坑20 弓状木製品 7 2

698 W3 142¬F 土坑 20 弓状木製品 0

699 Ⅵ「4 142下 土坑20 弓状木製品 10

Vヽ5 142下 土坑20 弓状木製品 3

Ⅵ「6 142下 土坑20 弓状木製品 12

M17 142下 土坑 20 弓状木製品 6

W8 142¬マ 土坑20 弓状木製品 6 15

W10 142下 土坑20 弓状木製品 8

Vヽ9 142下 土坑20 弓状木製品 (543) 0

図
号

挿
番

測
号

実
番

真
号

写
番

土
点

出
地 種別 層位

寸法 (cm)
樹種 備考

長 厚

Ⅵ125 土坑 20 弓状木製品 (384)

Ⅵ「30 土坑20 弓状木製品

W29 土坑20 弓状木製品 (275) 9

Vヽ27 土坑20 弓状木製品 (205) 14

W20 土坑20 弓状木製品 (257) 12

Vヽ28 土坑20 弓状木製品 (267) 13

Vヽ22 土坑 20 弓I犬木製品 (182) 15

W16 143 土坑20 74 11

M133 土坑20 (141)

W34 土坑 20 1) 15 719と 同一団体か ?

Vヽ37 土坑20 (158) 13

W39 土坑20 (125) 07

Vヽ15 土坑20 (90) 14

Vヽ35 土坑 20 (150) 715と 同一団体か ?

Vヽ26 土坑20 211 27 05

Ⅵ「38 土坑 20 (89) 22

Ⅵた23 土坑20 椀 ? 醒
胴

底径
(148)

06

Vヽ12 土坑 20 板状木製品

724 Wll 土坑20 曲物 ? (57)

Vヽ14 土坑 20 箸土木製品

ⅢV13 土坑20 箸土木製品 (153)

W17 土坑20 (62) (18) ケビキあり

728 M118 土坑20 (27) 01 ケビキあり

W40 土坑 20 (131) 11

W44 土坑20 (100)

W41 土坑20 (85) 15

W43 土坑20 (40)

W42 土坑20 (73)

挿図
番号

実狽」
需

写真
番号 蠍嘲

層位 種別 器種
寸法 (cm)

形態・文様の特徴 調 整 胎 土 色調 備 考口径 底 律 界 言

土坑21 中国陶
器

盤 (224)
中国陶器C群
黄袖

径1]]前 後の白色粒子、黒色
ll子、赤色粒子を多く含む

内釉 :浅黄色(25Y7/4)
外釉 :浅黄橙色(10YR3/3)
外胎 :灰色(N6/)

反転実測

土坑21
土師質
土器

皿 73 16
Ell I類

底部 穿孔
内1回転ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り

径lE[場 の金冨母、長石、
石英、赤色粒子を含む

内

外
橙色(75YR7/6)
橙色 (7 5YR7/6)

土坑21
質師

器

土

土 郭 (137) (70) イ I類 内 i不明

外 :不明 回転糸切り

微粒子全雲母、石芙をわす
かの含む 径1胆 前後の黒

色lif、赤色粒子を多く倉む

内

外
浅黄橙色(10YR8/3)
橙色(75YR7/6)

反転実測
磨耗が激しい

1032 土坑 21
土師質
+哭 lT 郭Ⅳ類

内i回転ナデ
タトi回転ナデ 回転糸切り

微粒子の金雲母、長石、径
lmの 赤包粒子を多く含む

!浅黄橙色(75YR3/6)
:浅黄橙色(7 5YR3/0
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Ⅷ

5,8mA′

第126図  ID区 土坑21(S=1/30)

第 3章  I区の調査

土坑21(第 126図 )

調査区のほぼ中央北側に位置

し、平面円形、断面皿状の土坑

である。直径約 1.3m、 深 さ約

30omを 測る。

出土遺物は第127図のとおり

で、7341ま 中国陶器 C群の盤で、

時期は■～14世紀頃と考えられ

る。735は土師質皿 (皿 I類)、 3、

4は土師質堺 (堺Ⅳ類)で ある。

土坑22(第128図 )

調査区のほぼ中央北側に位置

し、平面は一部が張り出した不

整形の円形、断面椀状の土坑で

ある。直径約0.9m、 深 さ約30

omを測る。

出土遺物は土師質土器片、須

恵器片を数点確認 している。

土坑23(第 129図 )

調査区の中央やや西より上坑

17の下で検出した。平面円形、

断面椀形で、直径約0.7m、 深

さ約20omを 測る。

出土遺物は古墳時代から古代

の須恵器甕片を 1点確認 してい

る。

9     1i3     1pcm

第127図  ID区 土坑21出上遺物 (S=1/3)

0       1:30       1m

ID区土坑22(S=1/30) 第129図  ID区 土坑23(S=1/30)
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1黒褐色粘質土

2暗灰褐色粘質土

第128図
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A~       聖 A′

1黒茶色粘質土

2黒色粘質土

0

第130図  ID区 土坑24(S=1/30)

9     1i3     19cm

第131図  ID区 上坑24出土遺物 (S=1/3)

D区遺物観察表第102表  I

挿図
番号

実測
番号

真
号

写
番

出土地点
Gr/遺 構

層位 種 別 器種
下「法(cm

形態・文様の特徴 調 整 胎土 色調 備 考回径 廣 径 器高

1007 土坑24 土師器 甕 外面 媒付着
内 :ナ デ、削り
外 :ナ デ

径 1口破弱の長石、
石英を多く含む

内 :atい 責橙色(10YR6/4)
外 !黒 色(10YR6/4)

反転実測

1064 土坑 24 土師器 甕 (248) 内面 煤付着
内 :ナ デ、肖!り

外 :ナ デ
径lmm房 らの黒雲母、
石英を含む

内 :黒褐色(25Y3/1)
外 :褐灰色(5YR5/1)

反転実測

土坑24(第 130図 )

調査区の東よりに位置 し、平面は歪んだ楕円形、断面逆台形の土坑である。長軸約0。 9m、 短軸

約0.6m、 深さ約30cmを 測る。

出土遺物は第131図 のとおりで、 738、 739は 土師器の甕口縁部であるが、検出遺構面は12世紀以

降と考えており、混入等と考えている。

廿

1 0cm

第132図  ID区 土坑25(S=1/30) 第133図  ID区 土坑25出上遺物 (S=1/3)

第103表  ID区 遺物観察表

図
号

膵
番

実測
番号

真
号

写
番 触Ｇｒ／遺構

層位 種 別 器種
法 (9

底径 器 高
形態・文様の特徴 調 整 胎土 色 調 備考

740 土坑25
質帥

器
主
土

`よ

皿
内:回転ナデ
クト:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金雲
母を含む 只1謡晏橿琶冊〔7か

反転実測
藩耗が激し(

1049 土坑25
質師

器

土

土 皿 内!回転ナ,
外:回転ナデ 回転糸切り 賞石P堵概岳斃邑膏母、Bi鰍聯郊髄反転実 Rl
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上坑25(第 132図 )

調査区の西よりに位置 しており、平面円形、断面円筒形の土坑である。直径約0,7m、 深さ約30

cmを測る。

出土遺物は第133図のとおりで、740は 土師質土器の邪底部、741は 土師質土器の皿である。その

他、内面黒色の土師質土器・邦片を確認 している。

7.5m

第134図  ID区 自然河道 1(S=1/60)

0        1:3       10Cm

第135図  ID区 自然河道 1出土遺物 (S=1/3)

第104表  ID区 遺物観察表

自然河道 1(第 134図 )

調査区ほぼ中央を北から南へ流れたと考えられる幅約1.5～ 3m深 さ約60cmの 自然河道である。

堆積物は礫層であり、第 5層や地山部分にも礫層があることにより正確には検出できなかった。

出土遺物は第135図 のとおりで、742、 743は土師質土器の雰、744は弥生土器でV-2様 式の甕口

縁部、745は 弥生土器でV-4様 式の器台脚部である。

0        1:60        2m

図
号

挿
番

実測
番号

写真
番号 醐囃

層位 種別 器種
寸法 (cm)

形態・文様の特徴 調整 月台土 色調 備考
□径 底 径 器 言

然
１道

目
河 土師器 不

内 1回転ナデ
外 :回 転ナデ

密 微粒子の金雲
母、石英を含む

内 :浅黄色(25Y7/3)
外 :灰黄色(25Y7/2)

反転冥測

磨耗が激しい

1059
目 然
河皆 1

土師器 邪
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ
径 l mmの 長石を含
む

内 :灰白色(10Y R3/1)
外 :灰白色(10Y R8/2)

反転実Al

磨耗が激しい

1066
然
１道

自
河 弥生 甕 (156)

内!回転ナデ
外!回転ナデ、8条 の経凹線

径 l mmの 長石を含
む

内 :灰白色(25Y7/1)
外 :灰黄色(25Y7/2)

反転実測
磨耗が激し

1067
然

１遺

目

河 土師器 器台
内 〔ベラ肖Jり

外 :回 転ナデ
微粒子の長石、石 内 :灰白色(25Y7/1)

外 !灰白色(26Y3/2)
反転実測

―-177-
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1・ 泰鞠埠消軍主
2-青原営砂質土

3.黄色砂質土

4.茶福色粘質土

S.青灰色砂質上

c黄色砂賃上

A                                                   lに
|

第136園  ID― 区掘立柱建物29

第105表  I区 建物29

―

―

―

Ⅲ

(S=1/6の

計測表

1間 8間

N-75あ°一E

C80J X40 105X50 105× 44 92× 49 56× 51 1鶴 ×42 61× 44 72× 37

α08 &79 5180 5,79 51鶴 5184 駐31

5188 5156 5142 5145 |&58 &.57 5■む こ.53

400 200 200 200 400 200 200 200

(3)第 1遺構面の遺構と遺物|

掘立柱建物29(第 136図)

調査区ぼぼ中央の北側に位置.し、桁行き8間 (610m)、 梁行き1間 (4.Om)で ある。ただし建

物北側桁部分は調査1区外にのびており、南側桁部分は西2,04は新しい時代に攪乱を受けており西

にのびる可能性がある。検出した遺構面は5層上面であり、時期は近世初め頃と思われる。
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赤黄褐色粘質上

第 2節  ID区の調査

B~~~
集石 1(第 137図、第138図 )

調査区の西よりに位置 し、

加工段状になっている段の上

標高約 6m付近である。南北

約 6m、 東西約 6mに わたっ

て広がっており、本来の位置

から動いていることが考えら

れる。西側は直径約20～ 40cm

位の自然石が中心で、それに

対 し、東側は拳大の自然石が

中心であり、意識 して分けら

れていたと考えられる。層位

は 5層上面であったと考えて

いるが、西側の集石部分は 2

層に分かれており、下層の 5

層中に石列状 に石を検出 し

た。 (赤色部分)東側には遺

物がまとまって出土 した部分

があり、南北約 1.Om、 東西

約1.2mの 不整形の円形で、

土色の異なる部分を確認 した。深さ約20cm弱で、上部は攪乱を受けておりどのような性格のもので

あるかは判断できなかった。

出土遺物は第139図のとおりで、746は備前の壷で、Ⅳ期頃と考えられる。検出時は破片の状態で

出土 している。747、 748は土師質土器の邪、749～ 7531ま 土師質土器の皿である。749～ 752は底部か

ら湾曲しながら立ち上がり、日縁端部は直線的に先細 りになっている。器壁は薄 く、器高が高い。

(皿 V類)754、 755は 中世須恵器の甕で754は 硬質で外面格子タタキ、内面ハケロ (甕 E類 )、 755は

やや軟質で外面格子タタキ、内面ハケロである。 (甕 P類)756は土師質土器の雰または皿の底部、

757は 柱状高台である。以上746～ 757は 東側から出上 している。758は 中世須恵器の甕 (甕 E類 )、

759、 760は土師質土器の雰または皿の底部である。以上758～ 760は西側から出土 している。ただ前

述 したとおりこの遺構は、攪乱等を受けており全ての遺物がこの遺構に伴 うかどうかは不明であ

る。またその他この集石 1付近で11枚 の古銭も確認 しているおり、さらに第155図、98研日鏡もこの

集石 1で確認 している。

0_________―
―」咀望皇_______コ m

第138図  ID区 集石 l② (S=1/20)
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第139図  ID区 集石 1出土遺物 (S=1/3)
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第 2節  ID区の調査

第106表  ID区 遺物観察表

挿図
番号

測
号

実
番

真
号

写
番

出土地点
G1/遣構

層位 種別 器 種
(cm)

形態・文様の特徴 調 整 】台土 色調 備考日径 底 笹

集石 1 4 備 前 〓霊 (127) (134)
外方部 波状櫛目
文(少なくとも4条 )

内i回転ナ, ナデ、指顔
圧痕 外:回転ナデ、ナデ

所々 に優3～5田の砂池を含む
鈍い赤馬色(夕 5YR5′ 3)

内 :黒色(5Y2/1)

外 :極暗赤掲色 (5YR2/3)
～黒褐色(10Y2/1)

反転実測

‐５６
下 集石1

±8T質
土 器

郭 内:不明
外i不明 回転糸切り

密

母
微粒子の黒雲

石英を含む
内 i浅黄橙色(10YR3/3)
外 :灰白色(10YR8/2)

反転実測
磨耗が激t

集石1
質

器

師土

土
又

皿

郭

は
内:回転ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り
雲

］藝
密

母

内

外
灰白色(10YR8/2)
演黄橙色(10YR3/3)

―部反転実測

1023
‐５６

下 集石 1
質
器

土
土 皿 皿V類 内i不明

外!不明 回転糸切り

密

母
微粒子の黒雲

石英を含む

内 :灰白色(10YR3/2)

外 :灰白色(7 5YR3/2)

外底部:浅赤橙色(2 5YR7れ )

磨耗が激t

1022 集石 1
土師質
土 器

皿 (80) 皿 V装百 内 i不明

外 !不明 回転糸切り
密

内 :灰自色 (25Y8/2)
外 :灰白色 (25Y8/2)

反転笑測
磨耗が激t

‐５６
下 集石 1

質
器

師土
土 皿 (74) 皿V類 密 微粒子の黒雲

母、石英を含む
内 :灰 白色(10YR3/2)
外 :灰 白色(10YR3/2)

一部反転実測

唇耗が激しい

‐５６
下 集石 1

質
器

土
土 皿 皿V類

密

母
微粒子の黒雲
石英を含む

内 :灰白色(10YR3/1)
外 :灰 白色(10YR8/1)

唐耗が激しヽ

集石 1
土師質
土 器

皿 (78) 外面に縦方向沈線
あり

内:回転ナデ
タ|:回転ナデ 回転糸切り

密
内

外
鈍い黄橙色(10YR7/3)
鈍い黄橙色(10YR7/3)

反転実測

集石 1
世
器恵

中
須 饗 餐E類

内

外

ハケロ後ナテ
格子ロタタキ

微粒子の白色粒子
をわずかに含む

内

外
灰自色(5Y8/1)
灰白色(5Y8/1)

1020 集石 1
中 世
須恵器

甕 饗 P頼
内

外

ハケロ
格子ロタタキ

密 微粒子の石英、

白色粒子を多く含む
内 :鈍い黄橙色(10YR7/3)
外 :鈍い橙色(6YR6/3)

‐５６
下 集石 1

土師質
土 器

郭 利
利

雲

む

］

攀

宙

母

内

外
浅黄橙色(25YR73)
橙色(5YR6/6)

反転実測
磨iιが激し

集石 1

質
器

師土
土

柱状
高台

(46) 内1回転ナデ
外1回転ナア 回転糸切り

径1剛前後の金雲母、長
石、石英を多く含む

内 :浅黄橙色(10YR8/8)
外 :浅黄橙色(10YR3/8)

一部反転実 ll

758 1069 集石 1
世
器恵

中
須 甕 甕E類

内

外

ハケロ後ナデ
格子ロタタ■

密 微粒子の石英
を含む

内 :灰 白色(25Y8/つ
外 :灰 白色(25Y8/1)

磨i毛 が激しヽ

1044 集石1
土師質
土 器

郭 (54) 内:回転ナデ
外:不明 回転糸切り

密 微粒子 の長
石、石英を含む

内

外
橙色(5YR7/6)
浅黄橙色(75YR3/6) 反転実測

集石 1 5
質

器

土
土

又

皿

郭

は
内:不明
タト:不明 回転糸切り?

微粒子の黒雲母、長

石、赤色粒子を含む

内

外
浅黄橙色(10YR7/4)
鈍い黄橙色(10YR7/4)

反転実測

磨耗が激しい
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6.OmA′

1暗黄褐色砂質土

2灰桐色粘質土

3青灰色粘質土

4暗灰掲色雅質土 月ヽさいレキを含む

0        1:30        1m

第140図  ID区 井戸 1(S三 1/30)

第141図

0…  i3         1pcm

ID区井戸 1出上遺物 (S=1/3)

第107表  ID区 遺物観察表

挿図
番号

実測
番号

写真
番号 噸輯

層 位 種 別 器種
法 (cm)

形態。文様の特徴 調整 胎土 色 調 備考

日径 底 俸 熙 言

井戸 ]

系

津

一削肥
唐

削り出し高台
胎土目

密
灰白色(N7/)

内絶 :灰 オリーブ色(75Y5/2)

外釉 :灰 オリーブ色(75Y5/2)

外胎 :鈍 い褐色(75YR6/3)

1070 井戸 1 と
世

器恵

中

須 甕 甕E類
内 :ハ ケロ後ナア
外 :格子ロタタ■

密
内 !灰白色(25Y8/1)

外 :灰色(N6/)

井戸 1(第 140図 )

調査区ほぼ中央の北より、掘立柱建物29の南西に位置しており、平面円形、断面筒形の井戸であ

る。直径約1.2m、 深さ約60cmを測り直径約20～ 50cmの 自然石を組み合わせて造 られている。

出土遣物は第141図 のとおりで、761は肥前系陶磁器の椀で底部には胎土目跡が残っている。また

底部畳付け内側に「十」と墨書されている。762は 中世須恵器の甕である。 (甕 E類)
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第 2節  ID区の調査
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2黒茶色粘質土

3暗褐色粘質土

4灰褐色粘質土

5黒褐色粘質土

6暗青灰色粘質土

7茶褐色粘質土

8茶褐色北質土

9黒色粘質土

10責褐色砂質土

11暗黄褐色粘質土

12黒色粘質土

13暗黄灰色粘質土

14明茶褐色粘質土

15暗黄褐色砂質土
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第 3章  I区の調査
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第143図  ID区 上坑26② (S=1/40)
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第144図  ID区土坑26出上遺物 (S三 1/3)

第108表  ID区遺物観察表

揮図
番号

測
号

柔
番

写真
番号 醜噛

層位 種別 器種
法 (c即

形態・文様の特徴 調整 胎土 色調 備考
口径 底 俸 器高

763 1052
‐４７
下

土堀26
北東外

5 青 磁
能泉窯系)

椀 椀 I類 (D期 )
密 きめ細かい
褐灰色(10YR6/1) 殊籍1疫婁呂t夕 :¥:チち;

昭
下

土坑 26
」監東外

5
土帥質
土 器

柱状 内!不明
外:B転 ナア 回転糸切り 最鰐 弊きぎ環i鍛凄経琶8辟謡8 磨耗が激 し

147
下 土坑26

質
器

師土
土 郷 界:日騒;多梅糸切り縫学柔g倉軍晃頴チヤ:ヨ

`キ

キ
:専 1ま :宮 tl:¥R子チ4; 反転実測

766
‐４７
下 土坑26

土師質
十 器

皿 皿 lll類 弁1日編;; 回転糸切り
徹IV子 の金雲母、石
英、赤色粒子を含む 寮i鎚ヤキ嬉亀tl:¥露チ:; 反転実測

1068
‐４７
下 土坑 26

中 世
須恵器

甕 甕 E類 衆:牌ロタタキ
徴粒子の石英、黒色lt子 を

?簾鳥in 界1庚自琶RI¥評舟

147
下 土坑26 中 士

須恵:
鉢

内 :ハ ケロ
外 :不明 笹建写ぞ圏乾許

黒
療:優目色陥評子冗

磨耗が激 し

‐４７
下 土坑26

製塩
土器

内 :ナ デ
外 :未調整 争I甘飴 :彗 Д:鍛嶋致隅裾;
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図
号

挿
番

測
号

実
番

写真
番号 卿翰

層 位 種別 器 種
法くcm

形態・文様の特徴 調整 月台土 色 調 備考底 径

‐４７
下 土坑 26

製塩土

器 整
デ
調

ナ
米

内

外
後粒子の石英を含む

径1晒弱の赤色粒子を多く含む

内 :ftい 精色(75YR7/4)
外 :橙色 (5YR7/6)

147

下

２６
外

坑

西

土

北 5
製塩土
器

内 :ナ デ

外 :未 調整
蚤1硼前後の赤値と子、2ヽ 3

胆の軍褐色粒子を多く台む
内 :明灰1島 色(75YR7/2)
ll i鈍い黄橙色(10YR7/2)

‐４７
下

２６
外

坑

西

土

北 5
製塩土
器

内 :ナ デ

外 :米調整
径l mn弱 の黒褐色
粒子を含む

内 :灰掲色(5YR5/2)
外 :悩灰色(5YR4/1)

第 2節  ID区の調査

土坑26(第 143図、第144図 )

調査区北よりの東端に位置する石組みの上坑である。検出状況では南北約18m、 東西約1.6mの

平面方形で、深さは約40cmを 測る。直径約20～ 50cmの 自然石を用いて組まれており、南側には裏込

めに用いたことが考えられる拳大の石 も確認できた。第143図 の上図は検出時の図で、 2次的に動

いたと考えられる石を取り除いた状況が下図である。また、遺物では確認できなかったが、土層及

び石組みの状況から、少なくとも1回以上石組みを部分的に組み直して使用 していたと推測 してい

る。第144図 は一番古い時期の石組みと思われる。北側は石組みが現状ではないが南北約2.Omの 石

組みの施設が推測できる。

遺物は第142図 のとおりで、7631ま龍泉窯系の青磁椀である。764は柱状高台の底部、765は土師質

土器の郭底部、766は土師質土器の皿である。767、 768は 中世須恵器でそれぞれ甕 (甕 E類 )、 鉢口

縁部である。769～ 772は製塩土器である。

この遺構の時期については、初現期がどこまで遡るかは不明であるが、最終時期は遺構検出面よ

り、近世初めと考えている。また遺構の性格は不明である。

6
鑓巡

p
υ

∂

υ

6.OmA′

フ

9        1i30        1m

D区集石 2(S=1/30)
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0        1:60       2m

第146図  ID区 薄状遺構11(S=1/60)

第 3章  I区の調査

集石 2(第 145図 )

調査区のほぼ中央に位置 し、

西側の集石部分と東側の石敷き

状の部分からなっている。集石

部分は直径約15cmの 自然石が半

径約0,6m内 に広がっている。

石敷 き状の部分は半径約1,Om

の部分残存 しており、両者は近

代以降の攪乱部分約0.5mを 挟

んで隣り合っている。また集石

の部分は石敷きの部分より20cm

高 くなっている。 (近代の攪乱

部分が南北に通っており、その

東から西に向かって加工段状に

高 くなっている。)

出土遺物は、西側の集石部分

から中世陶器の大甕口縁部が出

土 している。時期は14世紀と考

えられる。

溝状遺構11(第 146図 )

調査区の東より、集石 2の東

5mに位置する。幅約1.2～ 2.4

mで深さは約10cmを 測る。北西

から南西に向かっており、溝の

西側には石敷き状の部分が南北

1.4m、 東西 1.8mの 範囲残存 し

ていた。この遺構に伴う遺物は

確認できなかった。
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第 3章  I区の調査

(4)柱 穴出上の遺物 (第 147図 )

773～778は輸入陶磁器である。773、 774は 白磁の椀Ⅱ類回縁部である。779、 780は 中世須恵器で

779は鉢回縁部、780は須恵器の雰・底部である。781～ 785は土師質土器、郭または高台付き郭であ

り、内面黒色の土器である。781は 内面から放射状に磨いている。786、 787は土師質土器の雰底部

で、底部が柱状高台状に厚くなっている。788～ 793は土師質土器の界である。794～ 80と は土師質土

器の皿である。802、 803は 柱根で快りが入っており転用材と考えられる。

第109表  ID区 遺物観察表

図
号

挿
番

測
号

実
番

真
号

写
番

出土地点
Gr/遺 構

層 位 種 別 器種
口径

つ〔(C,

底径 界 恵
形態・文様の特徴 調 整 胎土 色調 備考

・４８
上

P448 白磁 椀 椀 Ⅱ-1類 (C期 )
密

灰白色 (5Y3/1)
灰白色 (5Y8/1)
灰白色 (5Y8/1)

1202
‐４８
上 P412 白磁 椀 椀 H-1類 (C期 )

密

灰白色 (25Y7/1)

内

外
灰白色 (5Y7/2)
灰白色 (5Y7/2)

‐４８
上 P573 白磁 椀 椀V-2c類 (C期 )

密 微細な黒色粒子を

含む 灰色(N8/)

内

外
灰白色(75Y7/1)
灰白色(75Y7/1)

776
４ ８

卜 P491 白磁 椀
椀V類 または椀lll

類

密 骸細な軍色粒子を含む
灰白色(2 SYO/1)

内

外
灰黄色(25Y8/1)
灰黄色(25Y8/1)

777
４８

， P069 白磁
又
皿

椀
は

椀Ⅱ類または皿M
類

密

灰白色 (N8/)
内釉 :暗灰黄色(25Y5/2)
外釉 :灰黄色(25Y6/2)

148
ト P190

磁

箪

青

線
皿 IIll l-1類 ?

笞 微細なくろ色粒子を

含む やや砂味あり
内釉 :灰 白色 (75Y7/2)
外釉 :灰 白色 (75Y7/2)

反転実測

1225 P120
世
器苗

心

中
須 鉢 (273)

径111前 後の黒雲母、長

石、石夷を多く合む

内:灰費色(25Y6/2)

内口縁 iオ ,― ブ黒色(15Y2/2)

外〔青黒色(5B2/1)

外国縁i灰黄色(25Y6/2)

反転実測

‐４８
上 P134 須恵器 啄 (92)

内:回転ナデ、ナデ
タト;回転ナデ 回転糸切り

密
内 :灰 白色 (N7/)
外 :灰白色 (N7/)

反転実測

1226
‐４８
下

質

采

上

十
島台
付琢

(71) 内面黒色
内 :ヘ ラミガキ

外 :ナ デ

密 微粒子の金雲母、

黒雲母を多く含む

内

外
黒色(75Y2/1)
鈍い黄橙色 (10YR7/2)

反転実測
層耗が激しい

‐４８

下 P439
質

器

師土

十
高台
付孫

内面黒色
密 微粒子の石英
を含む

内

外
褐灰色(10YR4/1)
灰白色(10YR7/1)

磨耗が激しヽ

1222
４ ９

ト

土師質
土 器

台
郭

高
付

密 微粒子の金雲目
黒雲母を多く含む

内 :鈍い黄橙色(10YR7/2)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/2)

磨耗が激して

‐４８
下

土師質
土 器

椀 (156) 内面黒色
回転ナデ後ヘラミガキ

回転ナデ
密 徹粒子の金雲母、景雲

母、長を、石案を多く合む

内

外

リ

オリーブ黒色(75Y3/1)

鈍い橙色(75YR3/1)～ オ

ブ黒色(75YR3/1)

反転実測

‐４８
下

J二 日印歩ミ

土 器
椀 内面黒色

内

外 ヨヨナデ?
微粒子の石英を含
む

内

外
黒色(10YR1 7/1)
褐灰色 (10YR4/1)

‐４９
下 P086

質

器

土

十 郭
内:不明

外:回転ナデ 回転糸切り

密

母
微粒子の黒雲
石英を多く含む

内

外
灰自色 (75YR3/2)
灰白色 (7 5YR8/2)

‐４９

ボ
土師質
十 器

郭
内:回転ナデ、ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り
密

母
微粒子の黒雲
石英を含む

内 :灰 白色(25Y8/2)
外 :灰 白色(25Y8/2)

躙
下

P516
土師質
土  器

郭 (150) (70) 41 郭 I~類 内1回転ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り

径2Haの 石英、欲粒子の金
雪El、 石英を多く含む

内 :浅黄橙色 (75YR8/6)
外 :浅黄橙色(75YR8/6)

反転実測

149

下

質
器

師土
土 啄 112 57

郭Ⅳ類

やや歪み有 り

内i回転ナデ、ナデ

外i回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金雲
母、石英を多く含む

内

外
鈍い褐色(75YR6/3)
鈍い褐色(7 5YR6/3)

790
‐４９
上

質
器

土
十 啄 (133)

内

外
回転ナデ

回転ナデ

密 微粒子 の石英

を多 く含む

内

外
演黄橙色(7 5YR3/4)
鈍い褐色(5YR7/4)

反転実 lFl

‐４９
上

質

采

二

十
啄又

`よ

皿
口縁端部 面取 り

内

外
回転ナデ

回転ナデ

密 微粒子の金雲
母を多く含む

内

外
鈍い褐色(75YR7/3)
鈍い掲色(75YR7/3)

４９

， P190
土師質
+ 哭 郷 (82)

内:回転ナデ、デ

外:回転ナデ ヘラ切り
密 微粒子の金雲
母、景雲母を多く含む

内 :鈍 い黄橙色(10YR7/3)
外 :鈍 い黄橙色(10YR7/3)

反転実測

判
ト P549

土師質
土 器

邪 雰Ⅳ
´
類

密 彼粒子の金雲lJ、 長

石、赤色粒子を多く含む

内

外
鈍い194色 (75YR7/8)
鈍い橙色(75YR7/3)

唇耗が激しヽ

‐４９
上 P552

土師質
土 器

皿 (62) 15 皿 I類 ?
内1回転ナデ
タト:回転ナデ 回転糸切り

密 徴t子の金_F母を多(含む
徹細lJ赤 色位子をわずかに含む

内 :鈍 い黄橙色(10YR6/3)
外 :鈍 い黄橙色(10YR6/3)

反転実測

‐４９
上 P569

質
器

土
土 皿 (76) 皿 I類 ?

密 徴lI子り金雲母、長石、赤色
世子を含む径2teの ゆ位を含む

I鈍 い黄橙色(10YR7/4)
i鈍 い黄橙色(10YR7/4)

磨耗が激しい

‐４９
上

P446
質
器

二
十 皿 皿 I類 ?

内:回転ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り

密 歓粒子の金雲母、景雲母、
長石、赤色粒子を多く含む

内 :鈍い黄橙色(10YR7/2)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/2)

797
４ ９

ト

土師質
+ 哭 皿 皿 I類 ?

内:回転ナデ、ナテ

タ|:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の全雲母、
石薬、赤色粒子を含む

内

外
鈍い橙色(75YR7/4)
鈍い橙色(7 5YR7/4)

４９

ト P178
土師質
土  器

皿 20 皿Ⅱ類 ?
内:回転ナア

外:回転ナア 回転糸切り

密 微粒子の金雲母、
石英、赤色粒子を含む

内 :浅黄色 (25Y7/3)
外 :浅黄色 (25Y7/8)

ｔ４９
下

P197
土師賀
土 器

皿 41
内1回転ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金雲
母、石英を含む

内 :鈍い橙色(75YR7/3)
外 ;鈍い橙色(75YR7/3)

1227
‐４９
上

P471
質

器

二

十 皿 (70) (46) 15
内i回転ナデ

外i回転ナ, 回転糸切り

密 微粒子の金雲

母を含む

内 :淡赤橙色(25Y7/3)
外 :灰白色 (10YR7/1)

反転実測

４ ９

ト

質

器

上

十 皿 (63) (40)
密 微粒子の金雲母、

石英、赤色粒子を含む

内

外
鈍い橙色(75YR7/4)
鈍い橙色(75YR7/4)

磨耗が激しい

TIF凶

番号
実測
番号

写真
番号

土
点

出
地 種 別 層位

寸 cm)
樹種 備考

長 臓 厚

Vヽ81 P610 柱 ‐６２款
131

(最大)
柱155

W36 P255 柱 (384)
148

(最大)

120
(最大)

柱84
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(5)包 含層出上 の遺物

第 6層以下出土遺物 (第 148図 )

804は 8層出土の無釉陶器の甕である。外面底部付近はケズリ調整、内面はナデでタタキ調整の

痕ははっきりと確認できなかった。産地は不明である。805～807は土師質土器の雰で、805、 807は

底部はヘラ切りと思われる。

中世土師質土器 (第 149図 )

808～810は邦、811～820は 皿、821～ 8241よ 高台付郭または皿、825～829は柱状高台、830～834は

赤彩の堺である。

808、 809は底部から内湾 しつつ立ち上がる。 (邦Ⅲ類)

また、郭 I類は底部から内湾 しつつ立ち上 り、口縁部は外反するものと直線的に伸びる場合があ

る。器壁は薄い。邦Ⅱ類は堺 I類に似るが、底部近 くをナデによりしばり込んでいる。ttV類 は底

部ヘラ切 りのちナデ調整の遺物で赤彩の遺物 も含まれている。

811～ 814は底部から内湾 しつつ立ち上がる浅めの皿である。 (皿 I類)815は やや深みの皿であ

る。 (皿 Ⅱ類)816～ 8191よ 底部からやや直線的に立ち上がる。 (皿Ⅲ類)

中世須恵器 (第 150図、第151図 )

885～856は鉢である。835～842は 内面に悟 り目またはハケロは施されていない。843～ 856は 内面

ハケロ調整が施されている。

中世須恵器の鉢は、口縁部の形体別に分類 した。

835～839は 口縁部外面が断面三角形状に肥厚する。東播系の鉢 もしくは影響を受けたものと考え

られる。 (鉢 A類)8401よ 口縁部がやや扁平気味に肥厚 し内面はやや窪む。 (鉢 B類)841は 口縁部が

わずかに肥厚 し、器壁 も全体的に薄い。 (鉢 C類 )8421よ 口縁部は肥厚せず、端部は面取 りしてい

る。他の鉢とは形状、焼成が異なる。 (鉢 D類)843～ 852は 口縁部が玉縁状に肥厚 している。 (鉢 Z

類)853は 口縁部が玉縁状に肥厚 しない。 (鉢 Y類)854～ 856は内面にハケロ調整が見 られる鉢の底

部である。

鉢W類は回縁端部に段もしくは沈線が入る。ttXは 口縁端部に段 もしくは縁が付かない。

859～866は甕である。甕は内面及び外面の調整の違いを中心に分類 した。857は 国縁部で内面に

ハケロが見 られる。858、 864は外面格子タタキ、内面ハケロで頸部に縦のハケロ調整が確認でき

る。 (甕 E類)859、 860は外面格子タタキ、内面ハケロで色調は白に近い灰白色で甕 E類より軟質

である。 (甕 G類)861は外面大きめの格子タタキとハケロ、内面ハケロで色調は黄色みがかってお

り、焼成はやや軟質である。 (甕 P類)862外面細かい格子タタキ、内面は磨きのようなハケロであ

る。 (甕 C類)865、 866は古代の甕と思われる。867、 868は同一個体と思われる壷である。869、

870は 羽釜の口縁部、871、 872は 鍋の口縁部である。873は 釜の口縁部の可能性が考えられる。

白磁 。青磁・ 青白磁 (第 152図 )

874～892は 白磁、893～905は 青磁、906～911は 青白磁である。
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第148図  ID区 第 6層以下出土遺物 (S=1/3)

874～ 880は 椀である。874は Ⅱ類で玉縁状の口縁部、877は V類の回縁部である。875、 879は Ⅳ

類、876は Vも しくはⅥ類、878は内面底部の釉を環状に掻き取 っているⅧ類の底部である。881～

889は皿である。882は Ⅸ類で、口縁部周辺は施釉後に釉を掻き取 り、口禿げとしている。889は菊

花皿で16世紀代と考えられる。8901よ 壷の胴部、891は合子、892は広東系の小壺である。

893～ 902は龍泉窯系の椀である。893、 894は I類、895は I-6b類 で内面底部に片彫りによる

花文、外面に縦の櫛目を入れ、片彫 りの鏑蓮弁文を一周させている。896は I類 もしくはⅡ類の底

部、897は Ⅱ類で外面に片彫 りの蓮弁文が施されている。898は Ⅲ類底部で畳付けは無釉である。

899はⅣ類底部で内面見込みにスタンプ文が施されている。900は C類の椀で外面口縁部に雷文が施

されている。901は C類、902は E類の底部である。903は 稜花皿、9041ま 口縁部が輪花状の皿であ

る。905は 香炉と思われる。
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第153図  ID区中世陶器 (S=1/3、 912～914は S=1/6)
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906、 907、 909は 合子の身、 908、 9101ま 蓋 と考えられる。910に は外面に唐草文様が施されてい

る。911は器種は不明であるが合子状の容器で脚部がつく可能性がある。外面に唐草文様が施され

ている。

中世陶器 (第 153図 )

912～ 9141よ 常滑の大甕で回縁部の形態から14世紀代と考えられる。9151ま甕または大甕の胴部で

915は 外面にスタンプ文が施されている。9161ま 外面に「 ×」と陰刻が確認できる。918は越前の鉢

である。内面には橋り日は施されていない。

中世陶磁器他 (第 154図 )

919は中国陶器の盤 C群である。920は器種、産地不明の陶器である。922は李朝陶器の皿である。

923は緑釉陶器の皿である。924、 925は瀬戸・美濃系の陶器で924は皿、925は折皿である。926は瓦

器の火鉢または香炉の可能性がある。927は 肥前系唐津の皿である。

金属器 (第 155図 )

928は小柄とその刃部である。小柄には文様が施されており、また金色を呈 している。929は不明

である。930、 931は釘状鉄製品である。932、 933、 934は不明鉄製品である。935は 煙管、936は和

鏡、937は近代以降の金杯の可能性がある。

古銭 (第 156図 )

938～955は古銭である。
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第 3章  I区の調査

0         1:3         1 0cm

第158図  ID区 石製品 (S=1/3)

木製品 (第 157図 )

956～977は木製品である。956～ 9581ま 下駄で、956、 958は露卯下駄で歯の部分はなっかた。957

は馬形の可能性が考えられる。960、 961は 火きり臼と思われ、他の部在から転用された可能性があ

る。963、 964は曲物等の部材と考えられる。974は椀、975は箸状木製品、976は弁状木製品である。

962、 965～ 973、 977は不明木製品、木材片等と思われる。

石製品 (第 158図 )

978、 980は砥石、9791ま 全体的には河原石のように滑らかで、中央部に打痕のある不明石製品、

98と は磨製石斧である。
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第110表  ID区 土器観察表

図
号

障
番

実測
番号

写真
番号 触硼

層位 種別 器種
伝 (cm,

形態・文様の特徴 調整 胎土 色調 備考回 径 底 径 器 高

804
‐５‐
上

C16
C15 8

無釉
陶器

又
壷

甕

は (165) 軸範調整 ?
内 :回転ナデ
外 :回 転ナデ、ハケ
目、ケズリ

密 きめFmか い

鈍い燈色(5YR6/4)

内 :黒色(5YR1 7/1)
外 :灰赤色(25YR4/2)ヽ
黒色25Y2/1)

‐５‐
中 6

質
器

師土
土 啄 51

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ
ヘラ切 り?

密 微粒子 の金雲

母を含む

内

外
灰白色(25Y8/2)
灰白色(25Y8/2)

‐５‐
下 8

質
器

土
土

高台
付邪

(68) 赤彩

内 :回 転ナデ、ナデ

外 :回転ナデ
ヘラ切り?

密

灰白色 (10YR3/2)

内 :惜色(25YR6/6)
外 :橙色(25YR6/6)
外底部 :灰 白色(10YR8/2)

反転実測

皿
下

7
質

器

土
土 郭 (74) 赤 彩

内 :回転ナデ、ナテ

外 :回転ナデ
ヘラ切り?

密
内 :灰掲色(75YR5/2)
外 :灰 掲色(75YR6/2)

反転実測

赤彩と思われる
か盛耗か激しい

5
質
器

土
土 抹 (160) (70) 必Ⅲ類

転

転

切

回

回

糸転

内

外

回

内 :浅黄色(25Y7/8)
外 :浅 黄色(25Y7/3) 反転実測

D15 5
土師質
土 器

郭 (146) 郭Ⅲ
″

頼
内 :回 転ナデ
外 :回 転ナデ

回転糸切り

微粒子の金雲母を含
む 径ln冊前後の長石
を含む

内

外
距い貢橙色(10V R6/3)
鈍い黄橙色(10Y R6/3)

反転実測

D16 5
質

器

師土

土 郭 (106) (59)
内 i不明

外 :不明

回転糸切 り

密 微粒子の金雲
母をわずかに含む

色

色

笹

橙

内

外
反転実測
風化著しヽ

1178
質
器

土
土 邪 (98) (38)

内 :不明
外 :不明
回転糸切り

密 微粒子の朱色
粒子を含む

内

外
鈍い黄橙色(10Y R7/8)
鈍い黄権色(10Y R7/3)

反転実測

風化著 しヽ

5
土師質
土 器

皿 (80) (44)
皿丁類
口縁郡 一部約5用 m

幅の焦げ物質付着

内 :不明

外 :不明

回転糸切り

密 微粒子の石英
を含む

内

外
鈍い構色(5Y R6/4)
鈍い橙色(5Y R6/4)

反転実lll

風化普しヽ

D14 5
質
器

土
土 Il 皿 I類

内 :不明

外 :不明

回転糸切 り

密 徹位子の金雲母、石
美を含む 径lnmの朱色
粒子を含む 径5]E強 の
エンノ色粒子を含む

内

外
鈍い橙色(5Y R7/4)
ftい橙色(5Y R7ノ 4)

反転実測

風化者 しい

5
質

器

師土
土 皿 (80) (57) 皿 I類

内 i回転ナテ
外 :回転ナデ
回転糸切り

密  微粒子の金雲

母、長石、朱色物質
を含む

内

外
鈍い橙色(75Y R7/3)
鈍い橙色(75Y良 7/3)

反転実測

質
器

土
土 皿 (71) (36) 19 皿Ⅱ類

内 :回転ナテ

外 :回 転ナデ
回転糸切り

密 微粒子の石英
を多く合む

内 :灰黄色(25Y7/つ )

外 i灰黄色(?SY7/2)
一部反転実測

質
器

土
土 皿 51 23 皿Ⅱ類

内 :回 転ナデ

外 i回 転ナデ

回転糸切 り

密  微粒子の金雲

母、長石、石英を含む
内 :明 褐灰色(75Y R7/2)
外 :明 1雪灰色(75Y R7/2)

北 溝
質
器

土
土 皿 (70) (43) 皿Ⅲ類

明

明

切

不

不

糸転

内

外

回

密  微粒子の金雲

母を含む 径lmmの

朱色粒子を含む

内

外
鈍い橙色(75Y R7/8)
灰褐色(75Y R5/2)

反転実測

風化者 しい

Eと 5 5
質

器

師土

土 皿 (74) (37) 15 皿 Ш類

内 :回 転ナデ
外 i回転ナデ
回転糸切り

密 微粒子の朱色lr子

を含む(lヶ所径3mけ

内

外
鈍い橙色(75Y R7/3)
鈍い橙色(75V R7/8)

反転実測

5
土師質
土 器

皿 皿Ш類
内 :不明
外 :不明
回転糸切り

密 微粒子の金雲
母を含む 径14nの

朱色粒子を含む

内

外
鈍い橙色 (5Y R7/4)
鈍い橙色 (5Y R7/4)

風化著 しヽ

1169 5
質
器

土
土 皿

明

明

不

不

内

外
密  微粒子の金雲

母、長石を多く含む
内 :飩 い赤褐色(5Y R5/3)
外 :鈍 い赤褐色(5Y R5/3)

風化著 し

E13 土g下質
土 器

高台
付郭

(154) (80) 内 :回転ナデ、ナデ
外 :回転ナデ

密

母
微粒子の金雲

長石を含む
内 :鈍 い黄精色(10Y R7/2)
外 :鈍 い黄檀色(10Y R7/2)

反転実測

822 と180 5
質
器

土
土

台
郭

高
付 (84) 内 :回転ナデ、ナテ

外 :回転ナデ

密 微粒子の金雲

母、黒雲母、長石
を多 く含む

:灰 白色(25Y3/2)
i灰 白色(25Y3/2)

反転実測

5
土師質
土 器

高台
付郭

(78) 内 :不明
外 :不明

径lmm弱 の金雲母、
長石、石英を含む

内

外
鈍い黄橙色(10Y R7/3)

鈍い黄橙色(10YR7/4)
反転実測
風化著しい

5
質
器

土
土

台

皿

高
付 (114)

内 :回転ナデ、ナテ
外 :回転ナデ

密 微粒子の金雲

母を夕 く含む

内

外
鈍い黄色(25Y6/3)
浅黄色(25Y7/8) 反転実測

,,土
質
器

土
土

状
台

柱
高 (42)

明

明

不

不

内

外
語 微粒子の長石
を含む

内 :浅黄色(95Y7/3)
外 :浅黄橙色(76Y R8/4) 反転実 7Rl

5
±8T質
土 器

状
台

柱
高 (62)

内 :ナ デ ?
外 :回転ナデ

回転糸切 り

密

母

石

微粒子 の金雲

黒 雲 母 、 長

石英を含む

内 11目 灰色(10Y R4/1)
外 :褐 灰色(10V R4/1)

一部Fx転実測

5
質

器

師土
土

状
台

柱
高 デ

明

転

切

不

回

糸転

内

外

回

微粒子の石英を多
く含む

内

外
鈍い橙色 (75Y R7/4)
鈍い橙色(75Y R7/4)

1157 D14 5
質
器

土
土

状
台

柱
高 (55)

内 :ナ デ

外 :回転ナデ

回転糸 91り

微粒子の金雲母、

石英を含む
内 :褐灰色(10Y R6/1)
外 :鈍 い黄19A色 (10Y R6/3)

一部反転実測

D17 5
土師質
土 器

柱 状
(56)

内 :ナ デ ?
外 :回 転ナデ

回転糸切 り

密 微粒子の金雲
母を多く含む

内

外
鈍い女橙色(10Y R6/3)
鈍い黄橙色 (10Y R6/3)

反転実測

1163
土
削

表
紀

質
器

師土
土 邦 (76)

内面及び外面体部に赤
彩(かなり剥げ落ちてい
る)

赤彩 IFH色 (5Y R6お )

内 :回転ナデ、ナデ
外 :回転ナデ
ベラ切り?

微粒子の金雲母を含
む 径lmm前後の長石
を多く含む

内 :鈍い橙色 (5Y R6/4)
外 :鈍い橙色 (5Y R6/4)
赤彩 :橙色 (5Y R6/6)

反転実測

質
器

土
土 邸 (122) (72) 27

転

転

り

回

回

切

内

外

へ

密 微ri子 の金_‐母
を含む 径2mmの朱色

Ii子 をlヶ所含む

内 :橙色 (25Y R6/6)
外 :怪色 (25Y R6/6)～ 灰
白色 (75Y R8/2)

反転実測

】ヒ済
質
器

師土
土 郭 (128) (72)

内面及び外面体部
に赤彩 (か なり剥
げ落ちている)

内 :回転ナデ、ナデ
外 :回 転ナデ ベラ
切り

径 lm冊 前後 の石英
を含む

内 :灰 白色(10Y R3/2)
外 :鈍 い桂色(25Y R6/4)
外底部 :灰 白色(10Y R3/2)

反転実測

D16 5
質

器

師土

土 郭 (106)

内面及び外面体部に赤彩
(外面底部にも顔料が回り込
んでおり、境が暖味、全体
的に顔料か剥げ落ちている)

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ
ヘラ切り後ナデ?

密 微粒子の石英
を含む

内 :橙色(5Y R6/6)
外 :橙色(5Y R6/6)

反転実測

834
質
器

土
土

台
郭

高
付

顔tlは内面及び外面体部に
塗布されているか―部外こ
高台と畳み仕け部分に回,こ

内

外
回転ナデ
回転ナデ 衝

内

外
橙色 (25Y R6/6)
明褐灰色 (75Y R7/2)
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第 3章  I区の調査

図
号

挿
番

測
号

実
番

写真
番号 鍬

劇
層位 種 別 器種

寸 法 (cra
形態・支様の特徴 調 整 胎土 色 調 備考

日 径 底 径 器 高

4
中 世
須恵器

鉢 魚住窯
内 :回転ナデ?

外 1回転ナデ? デ?
微粒子の石英、 白
色粒子を多 く含む 環:褒自呂t丼

`彿

/っ
反転実測

5 中 世
須恵器

鉢 (262) 鉢A-1類 内 :回転ナデ?

休 i回転ナデ?、ナデ
微粒子の石英、白
色粒子を多く含む

内〔灰色(N7/)
外 !灰 色(N6/)～ 灰色(N7/)

反転実測

排土
中 世
須恵器

鉢 (236) 鉢 A-1類 内 1回転ナデ?
外 :回転ナデ?

微粒子の石英、自
色粒子を多く含む

内 :灰白色(5Y7/1)
外 :灰白色(5Y7/1)

反転実測

5
世
器苗

心

中
須 鉢 (246) 鉢 A-2頬 内 1回転ナデ?

外 :回転ナデ?
微粒子の黒色粒子
をわずかに含む 界告唇〔長會静士 反転実測

D15 4
世
器恵

中
須 鉢 鉢 A-5頬 内 :回 転ナデ ?

外 :回 転ナデ?
微粒子の石英、自
色粒子を多く含む

内 i青 灰色(5PB6/1)

介古頑F亀害脳ネB3/1)

5
中 世
須恵器

鉢
鉢 B-lka
口縁にわずかな歪
み有り

内 :回転ナデ?
外 1回転ナデ?

微粒子の石英、自
色粒子を多く含む

内 :灰色 (N6/)
外 :灰色 (N6/)
外国縁 :暗灰色 (N3/)

反転実測

841 5
中 世
須恵器

鉢
鉢Cl類 または鉢
C2類

内 :回 転ナデ?
外 :回 転ナデ?

微粒子の石英、自
色粒子を多く含む

内 :灰 白色 (N8/)

粂占悉P彪舶憮3/)

5
中世須
恵器 ? 鉢 (256) fF D-2類 内 :回転ナデ

外 :回転ナデ
微粒子の石英、白
色粒子を含む

内 :灰 白色(75Y7/1)
外 :灰白色(75Y7/1)
回縁 :灰掲色(5YR7/2) 「

k転実測

1090 5
中 世
須恵器

鉢 (256) 鉢 Z類
内 :ハ ケロ
外 :不明
□縁部 :不明

微粒子の石英を含
む

内:灰白色(N7/)～ 暗灰色(N9/)

外:灰白色(N7/)～ 医こ(N4/)

反転実測
磨耗が激しヽ

154 5
中 世
須恵器

鉢 (226) 鉢Z類
内 :ハ ケ日
外 :ナ デ ?
口縁部 :横ナデ ?

微粒子 ～径 2 mm大

の石英を含む
内 :灰 自色(75Y3/1)
外 :灰 白色(75Y3/1)

反転実洲
磨itが激しヽ

5
中 世
須恵器

鉢 鉢 Z類
内 !ハ ケロ
外 :ナ デ ?
口縁船 横ナデ ?

微粒子の石英、 白
色粒子を多 く含む ДI雁潤4月

西溝
世
器恵

中
須 鉢 鉢Z類

内 :ハ ケロ
外 :不明
口縁部 :横ナデ ?

微粒子の石英をわ
ずかに含む

内 :灰 色 (N4/)
外 :灰 色 (N4/)

1086 D15 5
中 世
須恵器

鉢 鉢 Z類 微粒子の石英を含
む

内 :灰色 (N4/)
外 :灰色 (N4/)

5
世
器恵

中
須 鉢 鉢 Z類 微粒子の石英 をわ

ずかに含む
内 :白灰色(25Y3/1)
外 :白灰色(25Y8/1) 磨耗が激し

1088 154 5
中 世
須恵器

鉢 鉢 Z頬
内 :ハ ケロ
外 :ナ デ ?
口縁部 :横ナデ ?

径lmm前後の石英、
白色粒子を多く含む 衆:階災色斜:お

5
中 世
須恵器

欽 鉢 Z類
内 :ハ ケロ
外 :ナ デ?
口縁部 :横ナデ?

微粒子の石英を多
く含む ДI悟褒色縦お

5
中 世
須恵器

鉢 鉢 Z類
内 :ハ ケロ
外 :ナ デ ?
口縁都 :横ナデ ?

微粒子の石英をわ
ずかに含む

内 :灰 白色 (5Y7/1)
外 :灰 白色 (5Y7/1)

1083 5
中 世
須恵器

鉢 鉢 2類
内 :ハ ケロ
外 :ナ デ ?
口縁部 :積ナデ ?

微粒子の石英をわ
ずかに含む

内 :暗灰色 (N3/1)
外 :暗灰色 (N3/1)

5
中 世
須恵器

鉢 鉢 Y類
内 :ハ ケロ

合表蔀F&ナデ?

径lmm前後の石英、
自色粒子を多く含む

内 :暗灰色(N3/)
外 :暗灰色(NO/)

854
‐４

チ
‐５
レ

5
中 世
須恵器

鉢
内 :ハ ケロ
外 :ナ デ ?

微粒子の石英 をわ
ずかに含む

内 :灰色 (N5/)
外 :灰 色 (N4/)～ 灰 白色
(N8/)

反転実測

5
中 世
須恵器

鉢 (105)
|ハ

外
ハ
ナ

微粒子の石英をわ
ずかに含む

内 :灰色 (N5/)
外 :灰黄色 (25Y7/2)

反転実測

5
世
器恵

中
須 鉢 (77)

内 :ハ ケロ
外 :不明

微粒子の石英を含
む 寮鵜 隅 秘か 反転実測

4
中 世
須恵器

甕
内 1回転ナデ、ハケロ
外 :回転ナデ

微粒子の石英 をわ
すかに含む

内 :灰白色(25Y8/2)
外 :灰色 (N5/)

5
世
器古

心

中
須 甕

内:回転ナデ後ハケロ
クト1回転ナテ後ハケロ、
格子ロタタ■

密 微粒子の石英
をわずかに含む

内 :灰白色 (25Y8/1)
外 :灰色 (N4/)

5
中 世
須恵器

甕 卯:鮮ロククキ 密 環:褒宿色t):亀か

5
中 世
須恵器

甕 (114)
内 :ハ ケロ
外 :不明

微粒子の石英、白
色粒子を含む

内 :灰白色(25Y8/1)
外 :灰白色(25Y8/1)

反転実測

861 ED15 5
中 世
須恵器

甕 内面一部 煤付着 界:宍与亀、併
ロタタキ

密 径 l mm弱 の長
石、石英を多く含む

内 :鈍い褐色(7 5YR6/3)
外 :鈍い黄橙色(10YR7/3)

反転実測

4
中 世
須恵器

餐
内|ハケロ?、 ヘラミオキ
外:格子ロタタキ

微粒子の砂粒をわ
ずかに含む

内 :灰 白色(25Y8/1)
外 :灰色 (NS/)

D15 5
世
器苗

心

中
須 甕

内 :不明
外格子ロタタ■ 寮i肇辰色際¥統 ;

E14 中 世
須恵器

甕
内 ;回転ナデ後ハケロ
タに回転ナデ後ハケロ、
格子同タタキ

微粒子の石英をわ
ずかに含む

内 i灰 白色(25Y8/1)
外 !灰 白色(25Y3/2)

反転実測

南 薦 須恵器 甕
内 :同 心円ククキ
外 :平行 タタキ

密 lmm弱 の長石、
石英を多 く含む

内 :灰 黄色(25Y7/2)
外 :橙色(5YR6/6)

5 須恵器 甕
内 :FDl心 円タタキ
外 :平行タタキ

密 lm冊 弱の長石、
石英を多く含む

内 :灰黄色 (25Yイ /2)
外 :橙色 (5YR6/6)

‐５６
上 P528 中 世

須恵器
一霊 勇B類 内 :回転ナデ

外 :ナ デ、回転ナデ
径 lⅢ¶の暗灰 色粒
子をわすかに含む 環:疫色tN:ア !

1242と 同一個
体の可能性大

‐５６
上

中 世
須恵器

一更 壺B類
内 :回転ナデ
外 :ナ デ、ベラ削
り後ナデ

径 2 mmの 灰 自色粒
子をわずかに含む
一部赤褐色に変色

環:優色凩財
1243と 同一個
体の可能性大

５６
と 5 中世須

恵器 ?
羽 釜 煤付着

内 1回転ナデ、ハケロ
外 :回転ナデ

微粒子 の石英をわ
ずかに含む Я:悟庚呂朧お

５６

ヒ 4
中世須
恵器 ? 羽 釜 外 面 煤付青

内 :回 転ナデ
外 :回 転ナデ

微粒子の石英を多
く含む

内 :灰 白色(5Y7/1)
外 i灰色(N4/)

‐５６
上

中世須
意器 ? 鍋

内 :ナ テ
外 :ナ テ

微粒子の石英を多
く含む 衆1不

'管

聰也6Y3/分 感托が散t

用
上

D14 5
中世須
恵器 ?

鍋
内 1回転ナデ
外 :回転ナデ

微粒子の黒雲母、
石英を合む

内 :黄灰色(25Y6/1)
外 :灰色(N5/)

1096 隅
上

中央溝
中世須
恵器 ?

釜 口縁端部 煤付者 内 I回 転ナデ
外 :回 転ナデ

内 :黄灰色 (25Y4/1)
外 :黄灰色 (25Y6/1)

-203-―



第 2節  ID区の調査

膵図
番号

実測
番号

写真
番号 醐Ｇ‐／遺構

層位 種 別 器種
法 (cm)

形態・又様の特徴 調整 胎 土 色調 備考口径 器 恵

２２０
上 5 白磁 椀 椀 Ⅱ-1類 (C期 )

密 きめ細かい
やや砂味がある
灰白色 (5Y8/1) Д釉:褒自色8¥鴇 !

２２０
上 5 白磁 椀 椀Ⅳ類 (C期 )

密 微細な黒色粒
子をわずかに含む
灰白色 (10Y7/1) 環攣炭否2岳

`零

,P

２２０
上 5 白磁 椀 (56) 密爾

またはⅥ類 密  きめ細かい
やや砂味がある
灰白色 (N8/) 寅申炭暦巳仔解 D 反転実測

２２０
上 5 白磁 椀

内面 ―条の沈線
椀V-4a頬 (C期 )

留  きめ細かい
灰白色 (75Y8/1) 卿 :庚自色88乎銑;

反転実測

878
２２０
上 D14 5 白磁 椀

宮麗臨憑財鉢
St

椀Ⅷ類(D朗 )

密 微細な黒色粒
子を含む
灰白色(5Y7/1) 聴羅標郭

反転実ll

内面 掻き取り
部分、段無し

２２０
上 5 白磁 椀 椀Ⅳ類(C期 )

密 微細な黒色粒
子を含む
灰白色 (N8/) Д紬:委自呂8鵡冗 反転実測

２２０
下 D15 5 白磁 椀 椀Ⅵ-2類 (C期 )

やや陶質に近 い
灰自色 (5Y8/1) 界熱i弁 十三テ婆琶8学朋

220
下

D14 5 白磁 皿
皿Ⅱ-la(C朗 )また
はⅡ-2類 (D期 )

密
灰自色 (N8/) 卿 i褒自Ξ脇子彩3 反転実測

220
下 5 自磁 皿

口縁端部 Ft掻 き取
り 皿X類 (F期 )

密 きめ細かヽ
灰白色 (N8/) 罫裁蓼紹窯κ反転実測

1079
220
下

D14 5 自磁 皿
皿Ⅱ類または皿Ⅱ
類(C期 )

驚
灰白色 (10Y7/1) 期1奏 !目そf諄 ; 反転実測

２２０
下 D16 4 自磁 皿 皿D類 密  きめ細かい

灰白色 (5Y3/1) 環Ⅲ炭否巳鳥yぅ晋/°
反転実測

２２０
下 4 白磁 皿

内面底部 日痕 (2
ヶ所)皿 D頌

密 きめ細かい
やや陶質に近い
灰白色(25Y8/2) 蠅 1優自色8¥枡 ;

反転実測

２２０
下 D14 5 白磁 皿 (132) (60) 16 内面底部 漆刊着

mD類
密  きめ細かい
やや陶質に近い
灰白色 (5Y8/2) 期:秦:亀 f与持イ3 反転実測

２２０
下

Ｅ

Ｄ
4

5
白磁 皿 皿 E類 密 きめ細かい

灰白色 (N8/) 蠅 :褒自色M 反転実 ll

220
下 4 白磁 皿 (78) 皿 E類

密 きあ細かい
やや陶質に近い
灰白色(5y7/1) 卿 1優自色悟¥枡 ;

反転実淑1

２２０
下 5 白磁

皿
(女寺イと)

外面 少なくとも
2条沈線 皿 E類

密 きめ細かい やや
陶質に近い 鈍い黄橙
色(10YR7/2) Д鰍:優吉呂ta:¥子チをす 反転実測

222 D15 5 白磁 士夏 霊Ⅲ類 密  きめ細かい
灰白色 (5Y7/1) 畑 :優自色8¥膀 !

3 白磁 合子 締u 櫛目状
の型 密 きあ細かい

灰白色(5Y3/1) A愁 :秦饒麟御 反転実淑1

14ト レンチ
中央溝

白磁 小壷 (22) 密  きめ細かい
灰白色 (N8/) 孵,各宮諮諄2 反転実測

２‐９
上 5 青磁

(能泉窯系)

椀 (175) 盟)-la類 (D 砂味が強い
灰黄1島色(10YR6/2) 寮釉:萎彊色膝評謗;

反転実測

２‐９
上 D15 4

磁

箪

青

線 椀 続干類属;姉 豊炭魃め:黎亮λ) 期:優

'サ

三完8穂8 反転実測

２‐９
上 D16 5

磁

薪

青
線 椀

内面ほ郎 pl花文
外面 片彰り銘rI弁文 ハ

ケロ続1-6b類 (D期 )

密 きめ細かい
所々に黒色粒子を含t
灰白色(N8/)

卿1疫弁サ三テ琶子説8 ―部反転実測

２‐９
上 5 青磁

(絶泉窯系)

椀
内面底郡 片彫文・Im

目文 椀 I-2～ 3類

(D朔 )

密 きめ細かい
灰白色(75Y7/1) 卿1凝弁十三尭舒離8 反転実測

２‐９
上 5

青磁
(花泉驚系)

椀 (170) 外面 片彫り銘連弁文
椀1-a類 (E期 )

密  きめ細かい
灰自色 (N7/) 蠅:擬弁十三発脇予影2 反転実測

898
２‐９
上 5 青磁

(能来年系)

罫
タト面 片彫り塙連弁文
高台端部周辺 釉掻き
取り 椀Ⅲ類(F朗 )

衝 きめイ田かい
灰白色(10Y8/1) 真釉1隅捺疫曇認8W3 反転実測

899
219
下

E14 4
青磁

鯰泉窯系)

椀又

`よ

皿

内面底都 スタンブ文
外面 片彫り塙連弁
文、ハケll ttIVJR?

密 きめ細かい
灰白色 (N8/) 環釉:隅矮優緩偲8¥統 !

反転実測

２‐９
上 4 青磁

(能泉窯系)

椀
外面口縁 雷文帯
椀 C― Ⅲ類

密 きめ細かい
灰自色 (N7/) 界籍i'十 三ラ贋蚤認秘3 反転実測

２‐９
下 4 青磁

(籠泉窯系)

椀 椀C類 またはD頬 密 きめ細かい
灰白色(N7/) 界報:弁 サ三霧色l灘2

219
下

4
磁

絲

青

線 椀 椀E類 密  きめ細かい
灰白色 (N8/) 瑠1隅弁サこ毅蟄舞息子棚 反転実測

1148
２．９
下

4

5
青磁

(超泉窯系)

皿 口縁端部 目痕 砂味が強い
灰自色 (5YR8/2) 弁鞘|'十 三テ婁目脇報8

２‐９
下 4

磁

縣

青

線
皿
雛 察

面回縁 三条の やや陶質に近い
やや赤味かかっている
鈍い黄橙色(10YR7/2) 界魏i艶キキ賽篭呂ill予離チ:!

２‐９
下 5

青磁
(籠泉窯系)

小椀
密 きめ細かい
微lWな黒色粒子を含む
灰白色(10Y7/1)

環難:弁 十三霧目l灘2
906 北溝 青白磁

合子
(身 )

密 きめ細か ,

灰自色 (N8/) 界愁:携
g各誹鞘; 反転実測

5 青白磁
合子
(身 )

(33) 密 きめ細か t

灰白色 (N3/) 界釉1謡観践認:¥紛 ;
反転実測

青白磁 合子
(蓋 )

密 きめ細かい
陶質に近 い

灰白色 (25Y8/2) 繰 整陥 か反転実測

1125 222
‐３

Ｄｌ
4
5

青白磁
合子
(身 )

密 きめ細かい
灰白色(5Y8/1) 輯:朧偉極津頂気 反転実測

5 青白磁
合子
(蓋 )

密 きめ細かヤ
灰自色 (N8/) 環瑠1銹鳥長ヒ乱僻8/1)

1126 D16 4 青白磁
合子
(身 )

密 きめ細か t

灰白色 (N8/) 期1燿纂鰯 ! 反転実測



第 3章  I区の調査

挿図
番号

測
号

実
番

真
号

写
呑

出土地点
Gr/遺 構

層位 種別 器種
寸法 (cm)

形態・文様の特徴 調整 司台土 色 調 備考
底 客 繋 高

1237
２２‐
上 呻‐４Ｄｌ５桝

5
系

器

器資

陶 甕 (510)
内 :篠ナデ、ナデ

外 :横ナデ、ナデ
微粒子の自色粒子
を多く含む

内

外
灰掲色 (5YR4/2)
灰4島色(5YR4/2)

反転実測

1238
２‐９
上

Ｃ

Ｄ

Ｅ

5
奄器系
陶 器

甕
内

外

径 1冊 mの 白色粒子
を含む

径2～ 8mmの 黒色粒
子をわずかに含む

内

外
灰褐色(7 5YR5/2)
鈍い赤褐色(5YR5/3)

1239
２‐９
上

区

４

４

Ｃ

Ｆ‐

Ｅ‐
5

系

器

器奄

陶 甕

内 :ナ デ、指頭圧

痕

外 :ナ デ

微粒子の石英、自
色粒子を多く含む

内

外
灰褐色 (イ 5YR5/2)
鈍い赤4目色(5YR5/3)

反転実測

1234
２‐９
下

Ｄ

Ｅ 4
奄器系
陶 器

横
横

内
外

密 きめ細かt

灰色(N6/)

内

外
暗灰赤色(10R4/1)
灰赤色(10R5/2)

反転笑測

1250
２‐９
下 D17 5

奄器系
陶 器
(越前 )

饗 外面
内 :ナ デ

外 :ナ デ

径1皿前後の赤色粒子、黄
灰色粒子を含む
貨灰色の層を層状に含む

内 :灰色(N4/)～ 灰褐色(5

YR4/2)
外 〔4目灰色(10YR4/1)

２‐９
下

‐４

？

Ｄ

Ｃ 5
系
器

器奄
陶 甕 外面 窯印?

内

外
径 l mm前 後の赤色

粒子を含む
内 :灰黄褐色(10YR5/2)
外 :灰褐色(7 5YR5/2)

２２３
上

北

　

１５
哩鵬ШＣ‐６Ｄ‐４理Ｅ‐５

鶴囀的
鉢 (134)

内 :不明
外 :回転ナデ、ヘ

ラ肖1り

径2 mm前 後の白色
粒子を含む

内

外
赤褐色(10R5/3)
赤褐色(10R5/8)

反転実測

1249
Щ
Ｄ‐５Ｅ‐３Ｅ‐４

45
国

器

中
陶 盤 (180)

盤C露
黄釉

砂味が強い

径lmm前 後の赤色粒
子を含む

径lltm弱 の白色粒子
を少し含む

内釉 :灰褐色 (75YR6/2)
外 i灰白色 (5Y7/2)

反転実測

1247 4
密
黄灰色(25Y5/1)

釉
胎
釉

内
内
外

暗赤掲色 (75Y3/1)
暗灰色 (N3/)
黒色 (10YR1 7/1)

反転実測

1248 5
密 土師質でやや
赤味を帯びている

釉 :緑

他 :灰自色(75YR8/2)

4
朝
器

李
陶

皿 (100) (41)
削り出し高台
砂目跡あり

密 微粒子の自色
粒子を含む

灰白色(N7/)

釉

釉

内

外
灰白色 (75Y2/1)
灰自色 (75Y2/1)

反転実測

1246 5
緑釉
陶器

皿 (138)
密
灰色(5Y6/1)

内釉 :オ リーブ灰色(10Y5/2)

外釉 :オ リーブ灰色(10V4rr2)
反転実測

1229 5 瀬戸 皿 (64)
外面底部 重ね

焼の痕?
砂味を帯びている

灰自色(5Y8/1)
内絶 :灰白色(10Y8/2)
外rIE:灰 白色(10Y8/2)

反転実測

1230 北溝 瀬戸 皿
脚

密 やや砂味を帯
びている
灰白色(5Y7/1)

内釉 :灰白色(75Y7/2)
外釉 :灰白色(75Y7/2)

風化著 しく
rdIの 剥がれ
激しい

1228 D16 4
瓦質
土器 ?

火鉢
※

０
花文のスタンプ ?

径 l mm前 後の長石
石英を多く含む

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/2)
鈍い責橙色(10YR7/2)

反転実Rl

※高台がない

為現状の底部

Ｃ‐７離 縣騨
皿 (122)

高台裏部 放射
状の削り痕あり

灰 :回転ナデ

外 :回転ナデ砂目
密

灰色 (75Y6/1)

内稚 :オ リーブ灰色(10Y6/2)

外釉 :オ リーブ灰色(10Y6/2)

外胎 :鈍 い赤褐色(25YR5/3)

一部反転実Al
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第111表  ID区 金属器観察表

第112表  ID区 古銭観察表

図
号

膵
番

測
号

実
番

真
号

写
番

出土地点
Gr/遺構

層位 種別 形態 。文様の特徴 備考
長 さ 幅 厚 さ

156中 4 小刀・小柄 14

F5 156中 D16 5 (325) 赤色・ 青色部分あり

930 156中 5 釘 ? (76)

156中 5 釘 ?

F7 156中 5

156中 D14 4 (106) (27) (11)
幅1 2cm位の板状の湾由した鉄がつ～3枚

重なっている 赤色・青色部分あり

Fl 156中 4 (17) 赤色部分あり

935 F2 156中 南溝 煙 管 10 日径14X185

156中 K R003 和鏡 口径54× 54

F ll 156中 排土 (金杯)
端部に沿い、059a四方の文字 (6文 字)

を確認

挿図
番号

古銭
番号

写真
番号 硼Ｇｒ／遺構

層位 名称 襲
①

初鋳年代 備考
ε 厚 さ

157上 5 至道元費 2 (北 宋)995

157上 5 元豊通費 (北 宋)1078 象書

157上 5 洪武通費 (199) 060 (明 )1368

157上 5 永楽通費 (明 )1408

157上 5 大観通費 (北 宋)1107

157上 淳熙元費 (234) 060 015 282 (南 宋)1174 真書、背十一

157上 4 永楽通費 (明 )1408

C16 157上 元豊通費 238 073 (北 宋)1078

と57上 表土掘削 OOO費

C02 と57上 表土掘削 風化著 しい

157上 4 元豊通費 198 (北宋)1078 行書

157上 D14 4 太平通費 190 (北 宋)976

157Jヒ 4 洪武通費 194 177 069 122 (明 )1868

157上 D15 5 開元通費 011 171 (唐 )621、 845(南唐)960 上月

952 157上 D14 5 淳熙元費 184 (南 宋)1174 真書、背捌?

C04 157Jヒ 排土 元豊通費 238 198 (北 宋)1078 行書

157上 排土 元豊通費 070 014 (北宋)1078 行 書

157上



挿図
番号

実測
番号

真
号

写
番

立
点

出
地 層位 種別 樹種 備考

長 厚

956 llT66 141上 5 露卯下駄
215

(台部)

77
(台部)

Vヽ61 と41上 北溝 連歯下駄
(170)
(台部)

(66)
(台部)

Vヽ62 141上 D17 4 露卯下駄
(121)
(台部)

(38)
(台部)

(21)

ⅢV50 158上 F13 4 馬形木製品 ? 18

W55 158上 D16 5 火きり臼 ?

�V64 158Jと 4 火きり臼 (166) 転用材 ?

W158 158上 5 曲物 ? (24)

W49 158上 D17 5 曲物 (181) (81)

964 W51 158」L 5 曲物 (140)

W56 158上 5 火 きり臼 (99) 片面 :刃物等による切痕が無敷有る

W59 と58中 土坑20 火 き り臼 (270)

Vヽ32 158中 杭 (272)
42

(最大)

(40)
(最大)

968 ll153 158中 D16 5 (109)

W54 158中 D16 5 (78) 71

Vヽ57 158中 5 (102)

W63 158中 4 (105)
27

(最大)

12
(最大)

耶「60 158中 土坑 20 (151)
28

(最大)

22
(最大)

Tヽ52 158中 5 杭 (103)
35

(最大)

21
(最大)

Vヽ67 158下 椀
(136)
(口 径)

土坑21出土?
内面底部 〔有機物付者

llr75 158中 P253 箸状木製品 (56)

W74 158中 P253 汗状木製品 (97)
18

(最大)

03
(最大)

ⅢV65 158中
P009

(建物29)
直径73

第 3章  I区の調査

第113表  ID区 木製品観察表

第114表  ID区 石製品観察表

図
号

挿
番

実 lll

番号
写真
番号

出土地点
Gr/遺構

層位 種別 離
ｍ

幅

帥
酔
⑩

襲
①

備考

1256 157下 砥石 808 63108 4面使用

1254 157下 不明 175 134951 打痕

980 1255 157下 D lJ 砥石 18192 4面使用

157下 F14 5 石斧 60591 打痕 先端 摩滅により平坦になっている
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第 2節  ID区の調査

(6)′ Jヽ     帝告

本調査区では、①近世初めと考えられる遺構 。遺物、②中世前半から後半にかけての遺構・遺物

を検出した。中でも遺構 。遺物の種類及び量的にも中心は②である。

②の遺物は多種多様に至っており、輸入陶磁を初め国産陶器等、他地域から持ち込まれたものや

また中世須恵器など産地等がはっきり分からないものなど様々である。

註

(1)土師質土器

広江耕史  「島根県における中世土器について」『松江考古』第 8号 松江考古談話会 1992

島根県教育委員会  『古志本郷遺跡 I』 1999

島根県教育委員会  『蔵小路西遺跡』1999

(2)陶磁器 。中世須恵器

太宰府教育委員会  『太宰府条坊跡XV―陶磁器分類編―』 2000

中世土器検討会 概説  『中世の上器・陶磁器』 真陽社 1997

上田秀夫  「 14～ 16世紀の青磁の分類について」『貿易陶磁器研究陥 2』

山陰中世土器検討会『 中世須恵器の生産と流通 ―山陰地方を中心に一』2003

※白磁の編年は、基本的には『太宰府条坊跡XV― 陶磁器分類編―』の山本信夫氏の編年を参考にし、

山本氏の編年より新 しい部分は『中世の土器・陶磁器』の森田勉氏の編年を参考にした。

青磁についても、基本的には『太宰府条坊跡XV― 陶磁器分類編―』の山本信夫氏の編年を参考にし、

山本氏の編年より新 しい部分は「 14～ 16世紀の青磁の分類について」『貿易陶磁器研究配 2』 の上田秀夫

氏の編年を参考にした。

備前、古瀬戸の編年は、『中世の土器 。陶磁器』を参考にした。

(3)金属器

広島県草戸千軒遺跡調査研究所編『草戸千軒遺跡発掘調査報告書 I～ V』 1993～ 1996

(4)木製品

奈良国立文化財研究所「木器集成図録 近畿古代編」1984

広島県草戸千軒遺跡調査研究所編『草戸千軒遺跡発掘調査報告書 I～ V』 1993～ 1996

(5)石製品

石器の分類については埋蔵文化財調査センター柳浦俊―の指導を得た。



第 4章  Ⅱ区の調査

第 4章 Ⅱ区の調査

(1)調 査 の経 過

平成13年 5月 に、 Ⅱ区の調査に着手 した。標高約58mで、調査前は耕作地であった。 ⅡA区の

東半分から入り、 8月 に標高約5,2mの 近世初めの遺構面 (第 1遺構面)を検出 。調査 し、土坑 1、

溝状遺構 1、 石列 2、 加工段等を確認 した。また 9月 に標高約5,Omの 中世前半以降の遺構面 (第

2遺構面)を検出調査 し、掘立柱建物に伴 う柱穴約900、 土坑 2、 不明遺構 2等を確認 した。また

柱穴からは約130の柱根も確認 した。また調査区中央には調査区北から南へと自然河道を確認 した。

11月 にⅡA区東の調査を終了 し、ⅡA区西及びⅡB区の調査に入 り、ⅡA区は12月 に第 2遺構面の

検出・調査を行い、掘立柱建物に伴 う柱穴約900、 土坑 4、 不明遺構 2等を確認 した。また柱穴か

らは約20の 柱根 も確認 した。 IB区では柱穴37等を確認 した。平成13年 12月 25日 に調査を終了 し

た。

Ⅱ区の基本層序は第160図 のとおりである。第160図上はⅡA区東より部分の南北土層図で、 4層

は近世初めの遺物包含層で、第 5層は中世前半から後半にかけての遺物包含層である。第 6層は基

本的には密度の細かい粘質土層である。第160図下はⅡB区北壁の土層図で遺構面は第 8層上面で

ある。

Ⅱ区遺構配置図 (S=1/500)
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第159図

中
Om



4灰 褐色粘土質

5暗茶褐色レキ層

6青灰色粘質土~≡
≧立速垂≧J「

帥A

9        ':bO       ?m

6.Om

6.Om B,

1茶色粘質土

2赤茶色粘質土

3淡 青灰色砂質土

4青灰色粘質土

5茶褐色壮質土

6黒茶色砂レキ層

7黄褐色砂層

8青灰色粘質土

9        1:60        ?m

コ

ー

     
ー ー

貯 ～
⌒ ⌒ 」

8

第160図  Ⅱ区土層図 (S=1/60)
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Щ
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ｌｌｌｌ
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郵
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Щ
耐
―――‐
―――‐
Ｎ
耐
―――‐

――――‐
副

ヾ
Ю
∞
∝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
引
聟
』
　
　
　
　
　
　
　
守
引
Ｗ
儀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
∞
翌
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
［
ぐ
∝

ｍ

ヽ
ｍ

声〓
〇
〇
．ゆ

判
湖

脚

耐

―――――

制

Ⅶ

ＩＩＩＩＩ

酬

―――――

螂

――――

淵

E__P354       P361       P845      P345        5.00m E′
P833

∃     庫 乳

F_P570  P429      P442     P547          5(Iと 聖 F′

P880
0 !ω  神

第161図  Ⅱ区建物 1(S=1/60)

(2)第 2遺構面 の遺構 と遺物

掘立柱建物 1(第 161図 )

調査区の中央南側に位置する。桁行き6間 (6.78m)、 梁行き4間 (4.88m)で ある。
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第115表 青木遺跡 建物 1 計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

間 (6)間
主 軸 N-18° 一W

穴

番 号 P570 P429 P442 P547 P880 P6隻5 P387 P454 P833 P380

平面規模
(伽)

35× 33 20× 20 22× 18 46× 32 14× 13 20× 20 38× 20 28× 25 13× 10 26× 20

簡
上面 478 479 479 476 473 4 74 473 490 472

下面 463 454 453 444 457 462 443

番  号 P844 P554 P776 P367 P409 P402 P425 P595 P428 P414

平巳謡擦 25× 20 64× 36 53X28 18× 16 22X20 39× 26 20× 16 23× 21 28× 28 44× 23

標高
(m)

上 面 476 479 478 478 478 479 479 478 478 478

下面 446 460 453 460 453 458 448

番  号 P411 P354 P361 P845 P345

平面規模
(cm)

40× 28 26× 23 22× 21 36× 26 26× 24

編
①

上面 478 478 476 478 470

下面 445 433

柱間距離 (olll)

P570-
P429

P429-
P442

P442-
P547

P547-
P880

P880-
P615

P615-
P387

P387-
P454

P454-
P833

P833-
P380

P380-
P844

P844-
P544

P544-
P776

P776-
P367

P367-
P409

P409-
P402

P402-
P425

P425-
P595

P595-
P570

P429-
P428

P428-
P414

P414-
P411

P411-
P354

P354-
P361

P361-
P845

P845-
P345

P345-
P833

柱
　
痕

番 号 柱615 柱554a 柱554b をと554c

規模
(oll)

長

幅 11

第116表  青木遺跡 建物 3 計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

3 間 3 間

主 軸 N-1 一M/

穴

番 号 Q041 Q048 Q059 Q714 Q668 Q999 Q794 Q798 Q192 Q198

平
聯

慎
26× 24 47× 43 17× 15 33× 21 30× 26 24× 24 43× 26 28× 27 23× 20 20X19

鵡
①

上面 5,14 512 521 507 508 504 493 500 496

下面 486 450 481 496 470 479

番 号 Q180 Q690 Q695 Q703 Q326 Q181

平面規模
(cnl)

24× 19 26× 19 19× 17 25× 21 42× 20 26× 26

標高
(41)

上面 499 507 513 510 507 497

下面 477 483 487 477

柱闘距離(cm)

Q041-
Q048

Q048-
Q059

Q059-
Q714‐

Q714-
Q668

Q668-
Q999

Q999-
Q794

Q794-
Q798

Q798-
Q192

Q192-
Q198

Q198-
Q180

226 223

Q180-
Q690

Q690-
Q041

一
５

餌
Ｑ

Q695-
Q703

Q703-
Q668

Q180-
Q181

Q181-
Q326

Q326-
Q999

Q048-
Q695

Q695-
Q181

238 229

Q131-
Q192

Q059-
Q703

一

６

Ｑ７

Ｑ
Q326-
Q798

226

柱

痕

番 百〓
柱999
(Q)

柱326
(Q) 3 4 5 6 7 8 9

規模
(cm)

長

幅



第4章 I区の調査

P153  .Q773.

第162図 ■区建物2(S=1/60J

第117表 青木遺跡■建物2 計測表

掘立柱建物 2(第162図)

調査区の西側北端に位置する。桁行き8間 ①.26�)、 梁行
―
き2間 (3.41m)で ある。

ワ 関 3闇
N二射

°
―W

臨ギ 231X20 22〉ぐ19 (密
31Ж 23 44X42 箭 46.X■ 100茨 84

jlm 515 i36 硯03 500

4.82 4180 4.80

242 284 349 242 233 144



Q059       Q714

Q798       Q794

Q668

掘立柱建物 3(第 163図 )

調査区の西端中央に位置する。

掘立柱建物 4(第 164図 )

調査区の中央南端に位置する。

いる。

5聖
c,

Q999

5聖
D′

Q794

0         1:60        2m

第163図  Ⅱ区建物 3(S=1/60)

桁行き 3間 (6.32m)、 梁行き 3間 (6.29m)で ある。

現状で桁行き 3間 (4.37m)、

―-214-―

梁行き 1間 (1.69m)を 確認 して



第4章 Ⅱ区の調査
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第164図 Ⅱ区建物4(Sと 1/0の

第118表 青木造跡 !建物4 計劃1表

(1〕 間 a蘭

N一 19g_w

40× 27 2雰又19 44X28 68X49 271X17

4Rヽ 4.70 4碑 4.66

4お1 4.59 4弔7 4■6 1.52

169 一観 158 148

24

第119表 青木遺跡 建物5 計測表
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第165図  ■区建物 5(Sと 1/60J

-216-

,  1160  和



工区の調査第4章

ヨ
吟

e  ri 10 _2m

ｈ
倒
５‐
甲
ゅ

‘日「却『ｍ̈
‐‐‐‐‐‐――‐‐‐―‐‐‐‐‐‐――‐‐‐‐――‐‐‐‐――‐‐‐‐―‐‐‐‐―‐‐‐‐‐‐――‐‐‐‐――‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐――‐‐‐‐――‐‐‐‐――‐‐‐‐山‐‐‐‐‐‐‐‐‐―‐‐］「剛山‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐酬―‐‐‐‐‐‐‐‐‐―‐――‐‐‐‐――‐‐―‐‐‐‐‐‐‐――‐‐‐‐‐‐‐―‐‐――‐‐‐‐―‐‐‐‐‐ＩＩ‐‐‐‐――‐‐‐‐‐‐―‐‐‐―‐‐‐‐‐――‐‐‐‐‐‐‐‐―‐枷却蜘抑̈
」‐く

武

霊

ヾ
ф
要
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ゆ
や
い
儀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∽
∞
ゅ
釉

‐Ｉ
‐
‐
。

第466N 車区勒 0(S=1/制 )

第120表 青木遺跡 建物o 計瓢表

P884-    P324

P538  P5蛤

-217-



Ｊ

ギ

、口「コ詞渕イゆく^「中「「印．ゅ

―――― F4

d
|

P218

<|

5.聖
げ

Ｍ

‐
‐

。
　

Ｐ‐

D――_

甲   __れ 160    2前

第167図 Ⅱ区建物7(S=1/60)

第121表 青木遺跡 建物7 1計刺表

掘立桂建物5(第165図)

調査区の西側南よりに位置する.。 桁行き4問 (10.27m)、 梁行き2間 (3.,631m)で ある。

2聞 2間
N-17'一 V

35X26 38来 126 68X34 32バ 261 2GX 24 30蒸 28 lSX 18 50X32

4.99 504 5,03 4.96 S103 5骸 502

476 4156 4お5 4.86

458 168 228 234 224 231

24
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第168図 Ⅱ区建物3(S=1/6の

第122表 青木遺跡 建物8 計測表

掘立柱建物 6(第 166図 )

調査区の申央南よりに位置する。桁行き2間 (5.52m)、 梁行き2間 (3.07m)で ある。
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第169図  Ⅱ区建物 9(S=1/60)

第123表 青木遺跡 建物 9 計測表

(2)間 3間
N-17° ― W

×

≫ 60× 48 42× 39 25× 23 46× 38 54× 37

526

478

第124表 青木遺跡 建物10 計測表
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第170図  Ⅱ区建物10(S=1/60)

第125表 青木遺跡 建物12 計測表
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第171図  Ⅱ区建物11(S=1/60)

第126表 青木遺跡 建物11

2間 4間

N-15° 一W

22× 20 16× 16 22× 20 50X30 27k20 44× 27 50× 24 47× 36 26× 20 15× 14

5,10 4.99 5113

4,98 4.77

189 276 182 204 175 237
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Ⅱ区建物12(S=1/60)

掘立柱建物 7(第 167図 )

調査区の東側北端に位置する。桁行き2間 (4.56m)、 梁行き 2間 (3.52m)で ある。

掘立柱建物 8(第 168図 )

調査区の東側北端に位置する。桁行き 2間 (4.29m)、 梁行き 2間 (3.85m)で ある。

掘立柱建物 9(第 169図 )

調査区中央北端に位置する。現状で桁行き 3間 (5。 45m)、 梁行き 2間 (3.33m)で ある。

掘立柱建物10(第 170図 )

調査区西側北端に位置する。現状で桁行き3間 (6.15m)、 梁行き 1間 (2.41m)で ある。
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第173図  Ⅱ区建物13(S=1/60)

第127表 青木遺跡 建物13 計測表

掘立柱建物11(第 171図 )

調査区の北西端に位置する。桁行き4間 (7.98m)、 梁行き2間 (4.93m)で ある。

掘立柱建物12(第 172図 )

調査区の中央南よりに位置する。桁行き4間 (5.50m)、 梁行き5間 (4.65m)で ある。
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第174図  Ⅱ区建物14(S=1/60)

第128表 青木遺跡 建物14 計測表

掘立柱建物13(第 173図 )

調査区の西端南よりに位置する。桁行き 3間 (5.71m)、 梁行き 2間 (呈 。92m)で ある。

掘立柱建物14(第 174図)

調査区の中央南端に位置する。桁行き 2間 (4.05m)、 梁行き 2間 (4.03m)で ある。

掘立柱建物15(第 175図 )

調査区の中央南端に位置する。桁行き 2間 (4.1lm)、 梁行き 1間 (2.07m)で ある。
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第175図  Ⅱ区建物15(S=1/60)

第129表 青木遺跡 建物15 計測表

第130表 青木遺跡 建物16 計測表
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第176図  Ⅱ区建物16(S=1/60)

掘立柱建物16(第 176図 )

調査区の中央南側に位置する。桁行き 2間 (5。 82m)、 梁行き3間 (4.30m)で ある。

掘立柱建物17(第 177図 )

調査区の西端北側に位置する。桁行き4間 (9.47m)、 梁行き2間 (4.13m)で ある。

掘立柱建物18(第 178図 )

調査区の西側南に位置する。桁行き 3間 (6.40m)、 梁行き2間 (3.33m)で ある。
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第177図  Ⅱ区建物17(S=1/60)

掘立柱建物19(第 179図 )

調査区の東側の南端に位置する。現状で桁行き4間 (7.81m)、 梁行き 2間 (3.44m)で ある。
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第1.31表―青木遺跡 建物17 計剤表

|
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第1お図 Ⅱ盛建物13(S=.1/60)
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第132表 青木遺跡 建物18 計測表

?間 ]関
N工 lF ― W

48XIGつ 49X44 45× 25 (11'1,ぐ
45× 部 88X34 65X47 34又 30 42X35 52x40

4.98 5104 5103 601 4魏 0,02 490 4.96 49e
4て盤 4理 |■∝ 474 4.54 4153 4611 4.68

221 242 214 132 204 235 201 150 133

4

=|

5.O�

―
  

『P825

8_   1160    2m

第179m Ⅱ区建物19(IS=1おの
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第lm図 ■区建物20(S=1/6の

第13犠 青木造跡 建物20.計剤表

第133表 青木遺跡 建物19 計測表

4間 2間

N―F―W

42x30 階 路 Gttd 40貿25 18X13 40X261 26× 22

4お7 4,60 4.76 483 4173 473 4,70 4,70

4143 4.43 436 4!50

179 165 196 164 219 202

21

13 5

P122

予

2間 C2y 間

N一 r―W

34× 26 12 X ll 15氷 12 22来 22 27× 22 20X18 19メ
ー
16

4172 一確 4,73 4172 474

生64 生64 4m ‐452 4154 4,48

178 149 134 318 81 110
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掘立柱建物20(第 180図 )

調査区の東側南に位置す

る。桁行き2間 (3.18m)、

梁行き2間 (1.84m)で あ

る。

掘立柱建物21(第 181図 )

調査区の中央南側に位置

す る。 桁行 き 5間 (7.39

m)、 梁行き 2間 (2=78m)

である。
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5.OmD―          P943・′柱 P434 P440~ D′

0中 O和

第131図  Ⅱ区建物21(S=1/60)

第136表 青木遺跡 建物22 計測表

1間 ヨ 聞

N-1ポ ーW

30× 26 38k35 33× 30 25x23 38× 33 30う(30 36× 20 27×.26

4,96 496
494 478 4,78 485 453

345 361 382 298 336
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国

ミ
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欝1鞠 耳勒 CS‐ 1/60J―

掘車糧建物鯰1鶴182m)

調査区ぬ中
―央やや酉よ|り に位置する。綺行き3蘭 0癬遠)、 築行き

=関
(&鏑五)である。
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第183図  Ⅱ区建物23(S=1/60)

第136表 青木道跡 建物23 計測表

m

2 間 8 間

N-1干 ―W

36X32 27× 24 24× 21 42X33 86X32 92.IX87 22X(lD 821× 23 35X27

4つ5 500 4.83 488 4.89 489
4.69 4!“ 4.60 4157 4.39

230 244 220 197 462 222

掘立柱建物23(第 183図)

調査区の西側南に位置する。桁行き3間 (6182m)、 梁行き2聞 (4,23na)で ある。
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第184M I区土塊1(S‐ 1/30J

廼 江

1,ワ藍輩鬱″十層

ユ囃

工細瞑魯柳碧碑顕難層

ユ.塙燦鶴鱒離

軒碗賤 躙 上

軒瑚滅色粘上

■!韓

第4章 工廟 調査

土坑 1(第鵡 .

調査区のゃや凍より

に位1豊と、平面惰口

形、1断面機状19土琉で

ある。長紳約3mm、

短軸約2:3m、 深き約

90cmを測る。

出1土勘 ・ほ第1鞘図

めとお
―
りで、982～986

は土漸躍肇娼器の殿 あ―

る。9821tk蔀 ■鶏煮1988.

は雰Ⅱ攀嶺 984は郷Ⅲ

撫 9861a帷繭 歩4
底部は|ヘラ切りと―懸わ

れ!る 趣餌 V動.987ほ

白騒 。機の1玉縁状tD El

.鰯で、■|-1頬もし

く
―
は業と-1類と思わ

れる。時期は4鞭の場

合は11世繕後半か―
ら12

世紀前半、Xと藝め場

合ばЮ世紀後半から11

世紀中頃と遮る。988

-23b―



購

989

WM

ワ
987

∽

鱒
¶
朗一

一一
輸ヽ

９９２̈

9     113     1,cm

9   114   10cm

第185図  Ⅱ区土坑 1出土遺物 (S=1/3、 992・ 993は S=1/4)

第138表 Ⅱ区遺物観察表

は柱状高台の底部である。989か ら991は土師質土器の皿である。 989、 990は 皿 I類、991は 皿Ⅲ類

である。992と 998は 木製品の一部と思われる。

鷹図
番号

測
号

実
番

真
号

写
番 醜硼

層位 種別 器穫
法 (cm)

形態 。文様の特徴 調整 胎土 色調 備考口径 底 径 器 高

18 土坑 1
質
器

師土
土 郭 (148) (52) 50 郭 I類

内 :回 転ナデ
外 :回 転ナデ 密 微粒子の

石英を含む 鞣懲告岳:1ヨ【f)イ合イ/0 反転実測

土坑 1
土師質
土 器

郭 (155) 雰Ⅱ類
内
外
画

歌ナデ、ナデ
転ナデ 密 微粒子の

金雲母を含む 界1隅縫路¥員腸!

一部反転実
汎1

19 土坑 1

質

器

師土

土 琢 (145) 郭 Ⅲ類
内 :回 転ナデ
外 :回 転ナデ
回転糸助り

金雲母、黒雲 寮:鍛建色隅¥A陶 反転実測

985 17 土坑 1
質
器

土
土 雰 環:目筆す耳ヽ

ナデ
回転糸切り

金雲母を多く 界:奨轡遭悟語母誘ら
7/0

986 土坑 1
土師質
土 器

郭 邸V類 赤彩
内 :回

外 :□
密 微粒子の

署霙を酉諮
g、 界:鍬駐脇¥爵雛;

176 土坑 1 白磁 椀 甲Jl類
類または椀X (細 な黒色粒

!を 含む
t白 色(N8/)

界籍1優自色隅¥紛 !

土坑 1
質

器

師土

土
状
台

柱
高

内 :不明
外 :不明

lmm llの 砂
をわずかに 寮:鍬縫腕乎ミ雛;

反転実測

土坑 1
±8下質
土 器

皿 (82) 18 皿 I頬
転
転
切

回
回
糸転

内
外
国

密 微粒子の
金雲母を含む

躯
鈍
傷楷

内
外

一 歌,点
半ミ明 反転実測

15 土坑 J
土師質
土 器

皿 14 II I類
Fl:小 |

外 :不 F

密 微粒子の
金雲母をわず
かに含む 界i簑戻琶島笹矛58/0 磨耗激 しt

11 176 土坑 1

質
器

師土
土 皿 皿Ⅱ頌

明
明
切

不
不
糸転

内
外
国

墓雲轡を多♀
含む lぞヒ子ヨ協卑そ那I毒 磨耗激しヽ

図
号

挿
番

測
号

実
番

写真
番号

出土
地点

層 位 種別
(cm,

樹種 偏 考岳 幅 厚

176上 土坑 1 板状木製品 (85) 04

176上 土坑 1 板状木製品 (71)
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第 4章  Ⅱ区の調査

5.5m

1暗灰色粘質土

2黒褐色粘質土 木のくずを含む

3黒灰色粘質土

4黒 褐色粘質土 木のくずを含む

0       1:30       1m
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第186図  Ⅱ区土坑 2(S三 1/30)

9   ,i4   1Pcln

＼
マ

押
〇

∞

癬

994

-―

夕

Ⅷ

４／

／〓Ｓよ３／

／〓岱
　
　
　
一

勘　　　・２３７

出坑土区Ⅱ図第



第139表  Ⅱ区遺物観察表

土坑 2(第 186図 )

調査区の西よりの北端に位置 し、遺構の全体は調査区外にひろがっており検出できなかった。現

状で平面円形、断面椀状の土坑で、西側には石組みに使われた自然石が残っていた。直径約3.Om、

深さ約1.Omを 測る。最下層は第 6層であるが土層及び石組みの検出状況の観察より、第 6層上面

から石組みが組まれている可能性がある。

出土遺物は187図のとおりで、994は 土師質土器の雰 。底部である。995は 柱状高台・底部である。

896は 貝の表面がセロハン状に残ったもので、貝の種類は不明である。997は 木製品である。

土坑 3(第 188図 )

調査区の西よりに位置 し、平面はやや四隅の張った円形、断面端反 り椀状の上坑で、直径約20

m、 深さ約1.3mを 測る。

出土遺物は第189図のとおりで、998は 土師質土器の皿・底部で、999は木製品で片側の端部は円

形を意識 して加工されており、曲物の底部等と考えられる。

土坑 4(第 190図 )

調査区の西よりに位置 し、平面やや不定形の楕円、断面端反 り椀状の土坑である。長軸約3.4m、

短軸約2.7m、 深さ約1.5mを 測る。

出土遺物は第191図 のとおりで、1000～ 1003、 1006は 中世須恵器の鉢である。1000は C類、1001、

1002は Z類である。1006は A類である。1004は 同安窯系青磁の皿 I-la類 である。1005は 白磁の

椀・底部である。1007は 中世陶器・甕または壷の口縁部である。1008は 柱状高台底部、1009は 土師

質土器の雰・底部、1010は 釘状鉄製品である。1011～ 1015は 木製品で10■ は木槌である。1013は 曲

物等の部材、1015は ケビキの確認できる木製品である。

土坑 5(第 192図 )

調査区の西よりに位置 し、平面楕円形、断面椀状の上坑である。長軸約2.8m、 短軸約2.5m、 深

さ1.4mを 測る。第 3層 は拳大の石を多く含んでいた。

出土遺物は第193図 のとおりで、1016は 白磁の椀Ⅳ類・ 口縁部、1017白 磁の皿Ⅳ-la類 である。

1018は 同安窯系青磁の椀 I-lb類 である。 1019か ら1023は 土師質土器 。堺である。 1019は 郭Ⅲ

類、1020は 堺Ⅱ
´
類である。1021は やや黒っぽい色調を呈 している。1024か ら1027は 土師質土器・

皿である。1024は皿 I類、1025、 1026は 皿Ⅱ類、1027は 皿Ⅲ類である。1028は 中世須恵器の甕であ

図

号

挿
番

測

号

実

碁
真
号

写
番 蠍硼

層 位 種別 器種
法 (cm,

形態・文様の特徴 調 整 丹台土 色調 備考日径 底 径 器 高

21
‐７７
上 土坑 2 1

質

器

土

土 啄 (71)
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ

回転糸切り

密 微粒子の

金雲 l」 、長 石
を含む

内 :鈍 い黄IB色 (10YR7/2)
外 :鈍 い橙色(75YR7/5)

反If突測

177

上
土坑2 6

質
器

土
土

状

台

柱

高 34
内 :回 転ナデ ?

伊 :回 転ナデ

回転糸切り

密 微粒子の

長石、石英を

多 く含む

内 i ltい 黄掲色(10ΥR7/4)

外 i浅貨橙色(10YR3/3)
一部反転実

〕刊

996
‐７７
上 土坑 2 貝援 長(32)× 幅 (50)

図
号

挿
番

測
号

実
番

真

号
写
番

土
点

出
地 層位 種別

「法(cm)
樹種 備 考

長 幅 庫

と77_ヒ 土坑 2 2又 は4 ヘラ状木製品 (176)



5,Om~~A

第4章 Ⅱ区の調査

る。 (甕 B-1類 )1029は 柱状

高台の一部と思われる。1030は

高台付界である。

上坑 6(第 194図 )

調査区の南東端に位置 し、平

面楕円、断面椀状で南側に注口

状にやや広がる土坑である。長

軸約2.Om、 短軸約 1.7m、 深さ

60cmを測る。

出土遺物は第195図 のとおり

で、1031は 土師質土器の邪で堺

Ⅵ類である。1032、 1034～ 1036

は土師質土器・郭または皿の底

部である。1033は 土師器甕また

は甑の把手部分である。ュ 黒色粘質土

2灰褐色砂質土

3黒褐色粘質土

▼
イ

/′
ヽ
、      /

0         1'30        1m

第188図  Ⅱ区土坑 3(S=1/30)

こ二Iキ  1111 げ三Ξ

甲___里 __」  OCln

第189図  Ⅱ区土坑 3出土遺物 (998は S=1/3、 999は S=1/4)

第140表  Ⅱ区遺物観察表

Π
仰
ｕ

三≡≡≡テ″を98

解

9  1:3  写Cm

図
号

挿
番

実測
番号

真
号

写
番 闘Ｇｒ／遺構

層位 種別 器種
法 (cm)

形態 。文様の特徴 調整 胎 土 色調 備考
口径 廣 径 器 言

‐７７
中 土坑3

質
器

土
土 皿 皿 I類 ?

転

転

切

回

回

糸転

内

外

回

の
色

子
赤
む

粒

ヽ
含

微
母
を

雲
子

密
金
位

内 :鈍い黄橙色(10Y R7/3)
外 :鈍い黄橙色(10Y R7/3)

反転実測

図
号

挿
番

測
号

実
番

写真
番号

土
点

出
地 層位 種別

可
樹種 備考

長 厚

177中 土坑 3 曲物 ?
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5.Om~A′

1黒色粘質土

2灰褐色砂質土

3黒褐色粘質土

9        1:30        1m

第190図 Ⅱ区土坑 4(S=1/30)

第 141表  Ⅱ区遺物観察表

図
号

挿
番

測

号

実

番
写真
番号

出土地点
Gr/遺 構

層位 種別 器種
法 (cm)

形態・文様の特徴 調整 月台土 色 調 備考回客 底 客 器恵

178 土坑4 レ キ 寝恵業 4xk (243) 鉢 C-1類 環1目矮す灸す景 密 微粒子の長石
を含む 絶な号言せ*を打

黒酎叫棚
反転実測

1001 178 土坑4 鏃 (274) 鉢Z頬 間 :ナ デ、ハケ日
外 :ナ デ、ナデ 密 きめ細か t 界:優自色ta:¥影 反転実lRl

1002 土坑4
1恵業 鉢 (316) 鉢Z類 環:す 写さ↑争目 密 微粒子の石英

黒色粒子を含む
内
外 徒目呂ta:¥`チ 反転実測

1003 土坑4 寝恵韓 鉢 (104) 内 :ハ ケロ
外 :ナ デ?

密 きめ綱かい 微粒子

R酪島,Ⅲ子
を含む棄:戻雹鰯 γつ 反転実淑1

マ 土坑4
(晶簸)

皿 (105) (56)
皿 I-la類
(D期 )

やや粗い
陶質に近い
灰白色(25｀ 界織:驀冒冨慶彰幹 反転実測

甲 土坑4 白磁 椀 椀V類 (D期 ) 枷”］
寮p売春竃色伊そ犠イ/。 反転実測

土坑4 名恵巣 鉢 鉢 A-4´ 類 内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

微粒子の石英、自色
粒子を含む 舟:掻阜艶(嗣狗 反転実測

土坑4 誘 〓璽
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ 興1擢倭岳i将:サ ;

土坑4 (74) 内 :不明
外 :不lH同 4_r系 切め 絡浄wa秀暑懸 興:蓬色想乎畳彩8 反転実測

甲 土坑 4 圭師曇 郭 (70)
内 :回転ナデ
外 :回転ナデ 微粒子の石英、赤色

粒子を含む

艶
部
飩

底
内
内
外 騨期律0 懸疑慕戦し

挿図
番号

実測番 真
号

写
番

出土地点
Gr/遺機

層位 種別
寸法 (cm)

形態・文様の特徴 備考
長 さ 幅 巨 よ

117下 土坑4 釘 (51) (04) (05)
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第 4章  Ⅱ区の調査
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第142表  Ⅱ区遺物観察表

不明遺構 1(第 196図 )

調査区の中央やや南よりに位置 し、直径約40cm、 高さ約15cmの 曲物が出土 した遺構で、掘り方は

直径50omの 円形である。曲物は上部は破損が激 しく欠損 していると思われる。底板はなかった。内

面には縦にケビキが確認できる。

出土遺物は第197図 のとおりで、1038は 須恵器の甕で内面に自然釉が付着 しているので底部付近

と考えてぃる。ただこの遺構に直接共 うかどうかは不明である。

1黒色粘質土        ｀
、

2灰褐色粘質土 オヽさな石を含む

3黒褐色粘質土 石を含む

＼、__//        m

第192図  Ⅱ区土坑 5(S=1/80)

不明遺構 2(第 198図 )

調査区の中央やや南

よりに位置 し、横約40

cm、 縦約24cm、 高さ約

14cmの 箱状木製品の出

土 した遺構で、掘り方

は平面箱状木製品を 3

～ 5 cm大 きくした形で

ある。木製品は側壁が

一部内面に倒れ込んで

いる。底板があり側壁

との固定にはX線写真

の結果、本製と思われ

る木釘が使用されてい

ることが分った。側壁

は 1枚の板材を用い隅

の部分は板材を切断す

ることなく、ケビキを

入れ屈曲させて板材を

一周まわし、一部板材

を重ねて留めている。

最外部には上下に木目

のとおる薄い木材を付

挿図
番号

測
号

実
番

真
号

写
番

出土
地点

層位 種 別
(cm,

樹種 備考こ 鴫 厚 一畠

土坑4 木槌
柄部4判

(最大)

ミ径(68
X(80)

177下 土坑4
暗灰色粘質土

4層 下
不明

178 土坑4
暗灰色粘質土

4層 下
不明

片面 :媒 ?

両面 :刃物等による無数の切痕あり
径4mm前 後の子とが2ヶ ずつ等間隔に施
されている

‐２

一
177下 土坑 4 山物 ? (70)

‐２

一
土坑4 不明 03) 片面 :刃物等による無数の切痕あり
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第 4章  Ⅱ区の調査

▽
1017

ittЮ 知

1025

牌

伸 24

斡

026

臣
協

::I三

【
【 :多

′

1030

(S=1/3)

第143表  Ⅱ区遺物観察表

1027

挿図
番号

測
号

実
番

写真
番号

出土地点
Gr/遣 構

層位 種 別 器種
寸な くcm

形態 。文様の特徴 調 整 胎土 色 調 信 考
日径 底 径 器 高

土坑5 白磁 椀 皿Ⅳ―ユa類 (C期 )

密 きめ細かい

微粒子の黒色粒

子を含む

灰白色6GV8/1)

袖

釉

内

外
灰白色(75Y7/1)
灰白色(75Y7/1)

土坑5 白磁 皿 椀Ⅳ類(C鶏 )

密 きめ細かい

灰白色(5V3/1)

内釉 :演黄色(5Y7/4)
外釉 :戌黄色(5Y7/4)

土坑 5
磁

薪

青

強
椀

椀 I-lb類  櫛目k
内面 単位 Ⅲ15本 /1単位
外面 単位 :10本 /1単位

密 きめ細かい

灰色色(N7/)

内釉 :灰 オリーブ色(5Y6/2)

外袖:灰 オリーブ色(25YG/1)
反転実測

土坑5
質
器

土
土 邪 (129) (40) 47

雰 Ⅲ類  内外面 に煤付

着

内

外
回転ナデ

回転ナデ

微粒子の金雲
母を多く含む

内 :灰黄褐色 (10Y R6/2,
外 :鈍 い黄橙色 (10Y7/3)
～橙色 (5Y R6/6)

反転実測

土坑5
JttH申 負
土  器

lTN (154) (66) 郎Π
´
類

内

外
回転ナデ

回転ナデ

微粒子の黒雲
母、長石を含む

内 :鈍 い黄橙色(10YR6/3)
外 :鈍 い責橙色(10YR6/3)

反転実測

土坑5
質
器

土
土 郭 (60)

内 :回 転ナデ

外 :回 転ナデ

回転糸切り

微粒子の石英
を多く含む

内

外
鈍い褐色 (75Y R6/3)
鈍い黄橙色 (10R6/3)

一部反転実

測

土坑 5
質

器

師土

土 郭 (75)
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ 母、長石,石
内

外
黒 4目色(25Y3/1)
黒色 (5Y2/1)

反転実測

1023 土坑5
土gT質

土 器
啄 (76)

内

外 回転ナデ

微 粒 子 の 石

英、赤色粒子

を多 く含む

内 i鈍 いr2色 (75Y R7/4,
外 :鈍い橙色(75Y R7/4)

反転実測

土坑5 [～ 2
土師質
土 器

皿 (69) 皿 I類
内 :回転ナデ

外 :回転ナテ
微粒子の金雲
母、長石、石
英を含む

内 :鈍い橙色(75Y R7/4)
外 :鈍い笹色(75Y R7/4)

反転実測

1025 土坑5
質
器

土
土 皿 (82) (42) 皿H類

内 :回 転ナテ

外 :回転ナテ

回転糸切 り

密 きめ糾かい

微粒子の石英を

わすかに合む

内 :灰 白色(10Y R8/2)
外 :灰白色(10Y R3/2)

反転実測

179 土坑 5
質

器

土

土 皿 皿Ⅱ類

転
転

切

回

回

糸転

内
外

国
母、黒雲母、
を多 く合む

鈍い橙色(75Y R7/4)
鈍い橙色 (75Y R7/4)

反転実測

土坑5
質

器

師土

土 皿 (94) (50) 18 皿Ⅱ類 ?

内 :回 転ナデ

外 :回 転ナデ

密 微粒子の

黒色粒子を多

内 :鈍 い黄橙色(10YR7/3,
外 :飩 い黄橙色 (10YR7/3)
～淡赤橙色(25YR7/4)

反転実測

1028
土坑5東
西 トレ

世
器恵

中
須 甕 疑 B 1類

内 :ハ ケロ
外 :格子ロタタキ

微粒子の長石、

石笑、白色粒子

を多く含む

内 :灰 色(N5/)
外 :灰色(N4/)

1029 土坑5
質
器

土
土

状

台

柱

高

内

外
回転ナデ

回転ナデ

微 粒 子の長
石、石美を含む

内

外
鈍い橙色(75Y R7/4)
鈍い橙色(75Y R7/4)

反転実測

1030 土坑5
質

器

師土

土

台

郭

高

付
内 :回 転ナデ

外 :回 転ナデ
徴粒子の金雲
H石英を含む

内 :Ftい 橙色(75Y R7/4)
外 :鈍い橙色(75V R7/4)
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4.5m

1黒色土

2黒褐色砂質土

3青灰色砂質土

第194図  Ⅱ区土坑 6(S=1/30)

ク

1032

＼
 ヽ |_=芦

姶

鰯

1033

＼壻  〔35

第195図  H区土坑 6出土遺物 (S=1/3)

二こ正三万ケ考乱6

牌 叫 Ⅲis l“m

第144表  Ⅱ区遺物観察表

挿図
番号

実測
番号

真
号

写
番

出土地点
GV遺構 層位 種別 器種

法 (cm)
形態。文様の特徴 調整 胎土 艶調 備考口径 底 径 器 高

‐８０
上 土坑6

土師質
土 器

郭 (140) (70) イM類 内:回転ナデ
外:回転ナテ 回転糸切り

雷 きめ綱かい 徹粒
子の白色粒子を含む

内

外
浅黄橙色(10YR8/8)
鈍い橙色(75YR7狛 )

反転実測

‐８０
上 土坑6 1

質
器

師土
土

邪又
は皿 (70) 内:回転ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り
密 きあ細かい 微粒子
の金雪母をわすかに含む

内

外

:橙色(5YR7/6)
:橙色(5YR7/6)

反転実測

削
Ｌ 土坑6 土師器

又
甑

餐
は

径1～ 2m口 の石英、
長石を多く含む

外 :浅黄橙色(10YR3/3)

1034 曲
上 土坑6

質
器

土
十

又
ｍ

郭
は (63) 内:回転

外!回転
径 l mm弱 の石 英 を

含む

内

外
浅黄橙色(75Y R8μ )

鈍い橙色(75Y R7/3) 反転実測

1035
８０

に 土坑6
土師
土

入
皿

４
は (48)

回転糸切り

密 微粒子の金雲
母を多く含む

内

外
鈍い種色(75Y R7/4)
橙色75Y R7/4) 反転実測

1036
180
ト 土坑6

土 RII質

十 鶏
又
ｍ

不
ιｔ

明

明

不

不

内

外
微粒子の石英、黒
色粒子を含む

内

外
鈍い黄橙色(10Y二 7/2)

鈍い責搭負(10YA7/2)
磨耗が激 し
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第4章 Ⅱ区の調査

け杉材で作 られた帯状のたがを 5条以上まわしている。側壁の外部と内部の板材の接合には有機質

の革状物質で上下に縫 って留められている。木製品の上部は破損が激 しく欠損 していると思われ

る。

この箱状の木製品の内部の土から土師質土器・堺または皿の底部 1点、口縁部 1点細かい破片数

点が出上 している。また木片と僅かではあるが炭化 した木片も確認 している。

不明遺構 3(第200図 )

調査区のほぼ中央に位置 し、平面不定形の楕円の上坑である。長軸約1.8m、 短軸は長い所で約

lm、 短い所で約0.5m、 深さ約30cmを測る。 この土坑から長さ約15～ 20cm、 幅約 2～ 3 cmの骨が

出土 している。ただ人骨 もしくは動物の骨かは不明である。

出土遺物は第201図のとおりで、1040は 須恵器の甕・ 口縁部で、1041は 使用痕等は認められない

表面が滑らかな石である。1042は古銭である。

不明遺構 4

調査区のやや】ヒよりに位置し、長さ約 4m、 幅約10～ 30cm、 深さ約 5 cmの 溝状の遺構である。

出土遺物は第20里図のとおりで1043は高台付界である。

自然河道 1(第 203図 )

調査区の東よりに位置 し、調査区の北から南へ流れている。本調査区の北に位置するIB区でも

検出している。本調査区では長さ約20m、 幅4,Om、 深さ約30cmを検出した。土層図は第203図に示

すとおりで、第 1層の黄褐色レキ層部分

が自然河道 との堆積部分である。第 4層

は暗茶褐色 レキ層で第 1層 との境界は不

明瞭であった。

出土遺物は第204図のとおりで、1044、

1045は中世須恵器の鉢である。1044は 口

縁部で、内面には悟 り目が施されてい

る。 (鉢 E類)1045は焼成がやや軟質で

あり、また別器種の可能性もある。1046

は瓦質土器の鍋・ 口縁部である。1047、

1048は 中世須恵器の甕・ 体部である。

(甕 D類 )1049、 1050は 中世土師質土器

の鉢で1049は 国縁部で悟り目は確認でき

な く、 1050は体部で 6条の悟 り目があ

る。1051～ 1058、 1072は土師質土器・郭

である。1051、 1052は 底部ヘラ切 りと思

われる堺 G類である。1072は朝櫨成形で

はなく、やや白っぱい色を呈している。

川
帯

十

9       1120     _4m

1黒 色土

2黒 茶色土

第196図  Ⅱ区不明遺構 1(S=1/10)
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第197図  Ⅱ区不明遺構 1

9     1:3     19cm

出土遺物 (1037は S=1/4、 1038は S=1/3)

1059は 器種不明の口縁部

で黒っぽい色調を呈 して

いる。1060～ 1068は 土師

質土器の皿である。1060

～1066は 皿 I類である。

1067、 1068は 皿Ⅲ類であ

る。1069は 土師質の高台

付郭、1070は 柱状高台、

1071は土師質で、内面が

黒色の土器である。1073

は製塩土器である。

(3)第 1遺構 面 の

遺 構 と遺 物

土坑 7(第 205図 )

調査区の南東 に位置

し、平面楕円形で手鏡の

柄状に南東に広がる、断

面椀状の石組みの土坑で

ある。長軸約4.5m、 短

軸約4,Om、 深さ約1.Om

を測る。土坑の側面は直

径約10～50cmの 自然石で

組まれている。土坑の南

側部分は石組みが崩れ内

側 に一部崩落 している

が、北側部分は原位置を

保っていると思われる。

土坑の底には石組みは検

出しなかった。また手鏡

の柄状になっている南東

第145表 コ区遺物観察表

図
号

挿
番

測
号

実
番

写真
番号

土
点

出
地 層位 種別 樹種 備考

長 幅 厚

182上 不明遺構 1 曲 物 直径430× 429 (167)

図
号

挿
番

測
号

実
番

写真
番号 卿硼

層位 種別 器 種
寸法 (cm)

形態・ 文様の特徴 調 整 胎土 色 調 備考
口雰 底 客 器高

不明
遺構 1

須恵器 甕
内 :十司′巳ヽ円タタ■

外 :格子ロタタ■ 密
内 :青灰色(5P B5/1)
外 i青灰色(5P B5/1)
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第198図  Ⅱ区不明遺構 2(S=1/10)

第 4章  Ⅱ区の調査

O     i14     19Cm

第199図  Ⅲ区不明遺構 2出土遺物 (S=1/4)

第146表  Ⅱ区遺物観察表

A―

1黒茶色土

2暗茶色土

挿図
番号

実測
番号

真
号

写
番

土
点

出
地 層位 種別

寸法 (cm)
樹種 備考

長 幅 EHF

1039 182下 不明遺構2 箱状木製品
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第200図  H区不明遺構 3(S=1/30)

0

Ⅱ区不明遺構 4出土遺物
(S=1/3)

第201図  Ⅱ区不明遺構 3出土遺物 (S=1/3、 1042は S=1/1)

1043

1 0cm

側部分は石組みでできた幅約 1.Om、 深 さ約40cmの溝状に

なっており、土坑と溝部分の接合部付近で溝状部分と直行す

る状態で第207～210図の板材を確認 している。杭で固定され

ていたようで、この土坑の入水もしくは排水の施設の部材と

考えられる。

出土遺物は第206～210図のとおりである。第206図の1074、

-248-
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第147表  Ⅱ区遺物観察表

図
号

挿
番

測
号

実
番

真

号

写
番 触輔

層位 種別 器種
司朽〔(cm)

形態・ 文様の特徴 調 整 月台土 色調 備考
日径 底 径 器 高

1040
180
由 遺構 3

須恵器 饗 外面顎部 3条 の沈線
内 :回転ナデ

外 :同

“

えナデ
密 微粒子の

石英を含む

内 :灰色 (10Y4/1)
外 :灰色 (10Y4/1)

混入の可能
性あり

図
号

挿
番

測
号

実
番

写冥
番号

出土地点
Gr/遺構

層位 種 別 酔
ｍ

幅

帥

厚 さ

(帥 )
裂
①

備考

180中 不明遺構 3 不明

図
号

挿
喬

古銭

番号
写真
番号 阻硼

層位 名 称
下
'法

(cコ

菫
くｇｊ

初鋳年代 備 考

'早

さ

C43
180
中

不明週構
3拡張区 照文銭? 077 風化著 し

図
号

師
番

実測
番号

写真
番号 触Ｇｒ／遺構

層 位 種別 器種 形態・文様の特徴 調 整 胎 土 色調 備考
底径 器 高

明
継

不
潜

土 日中多冬
十  果

百
堺

両
付 (120) 内 i回 転ナデ

外 :回転ナデ
雷 微ri子 の金雲母、
具
=母

、石空を含を,

内 :演黄橙色(75Y R3/4)
外 :浅黄橙色(75Y R8/4)

反転実測

第202図



6譲 淀 粘質土
   ___才

>有
一

(7黄褐色レキ層)

3暗茶色砂層

9暗黄褐色●/層

0        1:60       2m

第4章 Ⅱ区の調査

1075は 白磁の椀である。1076は資器系陶器 。甕また

は壷の底部である。1077は 中世須恵器の甕 。底部で

甕 A類である。1078は瓦質土器の鍋・ 口縁部であ

る。1079は 柱状高台で、石組みの後ろから出土 して

いる。1080は 土師質土器の堺 。底部である。1081～

1083は土師質土器の皿で皿Ⅳ類である。1084～1087

は石製品で1084は 碁石状の白色の平玉である。1085

～1087は 砥石である。1088は釘状鉄製品である。1089

5.Omc′

1黄欄色レキ層

2背灰色粘質土

(31B色砂質士)

4暗茶褐色レキ層

(5青灰色砂質■)

第203図  Ⅱ区自然河道 1(S=1/60)

～1092は 不明木製品である。1093～ 1095は古銭である。第207図の1096は 板材で、平面にあいてい

る直径約 l cmの穴から1097の釘が検出された。1098～ 1100の 板材についても、板の平面にあいてい

る穴を確認することができるが人為的な物か腐朽によるものかは分からない。

第148表  Ⅱ区遺物観察表

原図
番号

実測

番号

真
号

写
番

出土地点
Gv遣構

層 位 種別 器種
寸法 (cm)

形態 。文様の特徴 調 整 月台土 色調 備 考

底 客 熙 高

８‐

に
河道 1

世
器恵

中
須 悟鉢 (308) 鉢 E類

内 :回 転ナデ、力■日

外 :回 転ナデ、ハケロ
径1～ 5mmの 砂
粒うを含む

内

外
灰白色(5Y7/1)
灰色 (5Y6/1)

反転実測

‐８‐
上

目 然
河首 1

レ キ
理
哭蓄

甲
須 悟鉢

内 :ハ ケロ
外 !

密
内

外

灰色 (N4/)
灰色 (N4/)

８‐

に

然

１道

日

河

質
器

瓦
土 鍋

密 きめ細か 内 :灰 白色(25Y8/1)
外 :黒色(N2/)

瓦質

‐８‐
上

然
（
１首

日
河

レ キ
世
器衷

中
角 甕 饗D類

内iハ ケロ
外i格子ロタタキ、ハケ日

密
内!灰白色(25YF/1)

クトi暗灰色(N3/)～ 灰白ヒ6Y7/2)

８‐

ト
４
１道

口
河

中 世
須恵器

餐 饗D類
内:ハケロ、指qRc痕

外 i格子ロクタ■
内 !灰色(5N5/)
外 :暗灰色(N3/)

ｍ
上

自 然
河道 1

質
琴

上
十 鉢 (309)

内 :ナ デ、ハケロ
外 :ナ テ、ハケロ

密 微it子 の

`英

、

資黄色粒子を含む

鈍い黄橙色(10YR7/3)
鈍い黄橙色(10YR7/3)

反転実測

然
１皆

目
河

レ キ
土師質
土 器

悟鉢
内 ,ハ ケロ後ナデ?

外 :ナア、ハケロ
径 1抑m前後の

石英を含む
内 :灰 白色(25V8/2)
外 :灰 白色(25YS/2)

‐８‐
下

炊

１ヽ道
自
河

レ キ
質
器

土
土 郭 (82) rTNV´ 類

内i回転ナデ

クトi回転ナデヘラ切つ後ナテ
彼粒子の金雲母、

内

外
浅黄橙色(10Y R8/3)
浅黄権色(10Y R3/3)

反Ir実 測

‐８‐

下

妹
１ヽ道

自
河

質

器

師土

土 琢 (130) (84) 郭V´ 類
内手回転ナア

外1回転ナデ ヘラ切り?

密 きめ組がい

微粒子の金雲母
内

外
鈍い橙色(75V R7/4)
鈍い橙色 (75Y R7/4)

磨耗が激 し

1053
‐８‐

下
傘
１道

日
河

質
器

土
土

豚 (124) 口縁部 18厚
内 i回転ナデ

外 :回 転ナデ
密 微粒子の金

安母、石英を含む

内

外
鈍い橙色(75Y R7/4)
鈍い橙色(75Y R7/4)

反転実測

‐８‐
下

日然イHl

道 1※
質
器

二
十 啄 (148) 回縁部 肥厚

内 :回 転ナデ

外 :回 転ナテ

密 徹粒子の金

雲母、石英を含む

内

外
飩い糟色(75Y R7/4)
lllい 黄橙色(10Y R7/3)

反転実測

1055 Ш
下

卿

※

然

１

日
首

土 RT質
十 哭 邦 (54)

内:回転ナデ、ナデ

ll:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の

`爽を多く含む

内 :鈍い橙色(75Y R7/4)
外 :鈍い橙色(75Y R6/4)

反転実測

」
下

妹
１ヽ道

自
河

質

器

二

十 郭 (60)
内1回転ナテ、ナテ

米,国伝ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金

ヨ母、石文を含む

内 1多とい橙色(75Y R7/4)
外 :浅黄橙色(75Y R8/6)

反 II.実 淑J

‐８０

下
欽
１ヽ譜

目
河

レ キ
土師質
■ 器

lTN (125) 54
内i回転ナデ、ナデ

休i回転ナ, 回転糸切,

微粒子の長

c~笑を含む

内 :橙 色 (5V R7/6)
外 :掲 灰」色(75Y R6/1)

一部反転実
測

1058 剛
下

河
※

然
１

自
道

質
器

土
土 琢 (75)

内:回転ナデ、ナデ

外1回転ナデ 回転糸切り
密 微粒子の

金雲母を含む

内

外
桂色 (5Y R7/6)
檻色 (5Y R7/6)

反l_実 測

1059 73
‐８‐
下

目 然 土 H中 蜜
十器 ? 郭 ? (180)

内

外
回転ナデ

回転ナデ

II 微位子の4雲

母、長石、石英を含

`

褐灰色(10Y R5/1)
黒色(25Y R2/1)

反転実測

‐８‐

下
刊
※

然
１

日
道

土師質
十 紫

皿 (79) (47) 16
内i回転ナア、ナデ

外1回転ナア 回転糸切り

密 微粒子の

石英を含む

内

外
渋黄橙色(75V R3/6)
浅黄檀色(75V R3/6)

反転実測

111
‐８‐
下

然
１道

日
河

質
器

上
十 皿 (84) (50) 16 EI I類

山t回転ナ,、 ナデ

外i回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の

石英を含む

内

外
演黄橙色(75Y R3/6)
浅黄橙色(75Y R8/6)

反転実測

‐８‐
下

自然河
道 1※

質

器

土

土 皿 (87) (54) 17 皿 I頼
内1回転ナア、ナデ

外!回転ナア 回転糸切り

密 微粒子の金
雲母、石英を含む

内 :鈍い構色(75Y R7/4)
外 :鈍 い権色(75Y R7/4)

1063と lD~個
体の可能性大

1063
‐８‐
下

然

１道
自
河

質

器

土

土 皿 (90) (52) 皿 I類
内:回転ナデ、ナデ

タト:日転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金

雲El、 石英を含む

内 :鈍 い惜色(75Y R7/4)
外 :鈍 い精色(5Y R7/4) 柳‐０６２と同一卿‐８‐

下
河

※

然
ヽ
１

目
指

箕

熙

二

十 皿 (82) (60) 111類
内!回転ナア、ナデ

外1回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金
雲母、石芙を含む

内 ;橙色(25Y R6/6)
外 :橙 色(25Y R6/6)

反転実測

115
・８．

下 河首 1

JttH“ 負
土 器

皿 (106) (76) 皿 I IR
内i回転ナデ、ナデ
tl i回 転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の

金雲母を含む
橙色(5Y R7/6)
格色 (5Y R7/6)

反転実測

‐８‐
下

自 然

河道 1

質
器

二
十 皿 (53) 皿 I類

内:回転ナデ、ナデ

ネ:回転ナデ 日ほ糸切,

密 微粒子の4
ξ日、石英を含む

橙色(75Y R7/6)
橙色(75Y R7/6)

反転実測

‐８‐

下
土師堰
土 尼

皿 (40) 19 皿Ⅱ頬
内i回転ナア、ナデ

・li回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の長

石、石英を含む

内

外
鈍い橙色 (10Y R7/2)
灰黄褐色 (10Y R6/2)

反転実測

71
‐８‐
下

自 然
河道 1

質

器

師土

土 皿 (89) (44) 16
In Ⅲ類 底 H` 穿孔 ?

赤彩 ?
内i回転ナア、ナテ

外:回転ナア 同伝糸切り

密 微II子の

金雲母を含む
AIラ1研子泊晋伐v RS/0)

外!炭黄笹色(75Y R3/0

外赤杉i14赤将と(2,Y R5/S)

反転実測

剛
下

妹
１ヽ道

自
河

貿
繋

上
十

台

罫

高

付

内 :回 転ナデ

外 :回 転ナデ

密 微粒子の金

雲母を多く含む

内

外
鈍いrH色 (10Y R7/2)
鈍い橙色(10V R7/2)

反転実 llll

‐８‐

下

然

１道

目

河
土師質
十 器

状
台

柱
高

外 :回 帳ナデ

回IA糸 切り

密 徹粒子の金

雲母、長石を含む

内

外
浅黄橙色(10Y R3/4)
浅黄橙色(10Y R8ノ 4)

Ш
下

然
１道

自
河

土師質
土 器

啄 (64) 内面黒色
内

外

:回 転ナデ

:回 転ナデ

密 微粒子の

金雲母を含む

内 :黒 色(25Y2/1)
外 :鈍い檻色(5Y R7/4)

反転実測

‐８‐
下

河

※

然
ヽ
１

目
首

質
器

二
十 郭 く152) (80)

帷鑢成形・ l■ 頓調 整で

はないと思われる

デ

デ

内

外

笛 きめ組か 内 :灰白色 (10V R3/2)
外 :鈍い橙色 (10Y R7/2)

反転実測

・８．

下
４

１皆
日
河

製塩
+哭

デ
明

ナ
不

内

外
密 きめlWかい

Fliヤ 子の石■を含む

内 :浅黄橙色(75V R8/6)
外 :浅黄橙色(75Y R8/6)

※掘 り過ぎの部分の可能性あり
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第4章  Ⅱ区の調査

川

林

十

＼

5.Om
―

A′

!き ―一 A

l茶褐色粘質土

2黒茶色粘質土

3黒 色粘質土

4暗 褐色粘質土

5青灰色粘質土

6暗 茶褐色粘質土

9         1:60        ?m

第205図  Ⅱ区土坑 7(S=1/60)
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9  1;i  ?cm

第206図 Ⅱ区土坑 7出土遺物① (S=1/3、 1088は S=1/2、 1089～ 1092は S=1/4、 1093～ 1095は S=1/1)
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第 4章 Ⅱ区の調査

-   1097

9          0Cm

第207図 Ⅱ区土坑7出土遺物② (1096は S=1/8、 1097は S=1/2)
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9       1 :8       40cm

第208図 Ⅱ区土坑 7出土遺物③ (S=1/8)

溝状遺構 1、 2石列 1(第211図 )

溝状遺構 と、 2及び石列 1は調

査区の東に位置する。溝状遺構 1

は幅約1.Om、 深さ約20cmで、調

査区北から南東へ緩やかに曲線を

描 くように検出した。検出面は近

世初めの遺物包含層の上面であ

る。

出土遺物は第213図のとおりで、

1101は 白磁 の椀Ⅳ類、 1102、

1103、 土師質土器・必または皿の

底部である。1104は古銭である。

溝状遺構 2は幅約60～ 80cm、 深

さ約10cmで、調査区北から南東へ

やや直線的に検出した。調査区北

側ではほぼ溝状遺構 1と 重なって

おり、南に下るに従って溝状遺構

とからやや西にずれるように確認

した。検出面は中世の包含層の上

面である。 (第 211図土層図の網掛

け部分はそれぞれ溝状遺構 1、 2

をあらわす。)

出土遺物は第214図のとおりで、

1105は 中世須恵器で羽釜の口縁部

と思われる。1106～ ■08は土師質

土器・郭または皿の底部である。

―
係

刊

――

――

測

――

―‐

Ｗ

ゝ

ャ

＝

ャ

第149表  Ⅱ区遺物観察表

図

号

挿

番
測
号

実
番

写真
番号 卿棚

層位 種別 器種
ロイ罫 形態・文様の特徴 調整 胎 土 色調 備考底径 器 高

土坑 7 1 白磁 椀 椀Ⅳ類(C期 )
密 きめ細かい
灰自色(5Y7/1)

内 :炊自色(75Y7/1)
外 :灰白色(75V7/1) 反転実測

トレンチ 白磁 椀
碗 V-2類 ま た は
M短またはVII範 灰白,(6Y

内釉 :灰 自色(5Y7/1)
外袖 :灰 白色(5Y7/1)

1076 土坑 7
糸
器

器竃
臨

米

書

資

は
径lmm～ 2冊mの 白色
粒子を多く含む

内 !ス 赤色(25Y R4/2)
外 :鈍い赤IP・●(25Y R4/2) 反転笑測

土坑 7
世

哭古
一

甲

徊 甕 霊 A類 内 :ナ デ

外 :格子自タタ■
径 l mm～ 3mmの 砂粒 内 :灰色(N5/)

外 :灰色(N5/)

土坑7
質

器

丸

十 鍋
内

外
密 微粒子の金雲

母をわずかに含む

内 :長 き色(25Y7/3)
外 :苦灰缶(2574/1)

土坑 7
」二H中 年専
キ 哭

萩

台

種

高
内i回転ナデ

外i回転ナデ 回転糸切り
密 微 li子 の金雲 内 :浅黄橙色(10Y R3/3)

外 :浅費橙色(10Y R8/8)

土坑7
4-
の

土帥質
十 器 邪 内面底都票色

内:回転ナデ

外i Fall三 ナ, 同柱率切う
密 きめ41か い徽粒子の金

雲母、黒雲母を多く含む
内 :黒 褐色(10V R3/1)
外 :針い苗搭Pj`iOV伐 7/a)

土坑7
上 H中 多雪
+ 果 皿 (84)

皿Ⅳ類 内面底都 及び州
置の―部に黒茶色の物質付着

内:回転ナデ

然:回転ナデ 回転糸切う
密 きめ細かい 級
I'子の金雷fl″ 合11

内 :橙色(5V R7/6)
外 :格色(5Y R7/6)

反転実瓶‖

13 土坑7 2
質

緊

土

十 皿 (57) 皿Ⅳ類
内:回転ナデ

外:FallIナ , 同併率Ыう
密 きめ4日かい 微粒

子の金璧骨を含む含む
内 :隊 自色(25Y8/1)
外 :灰 白缶(257A/1) 反嗽実測

1083 14 土坑 7 2
質

架

土

＋ 皿
皿 IIJ類  内面 媒 内:回転ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り
密 きめ細かい 微粒 内 1鈍い黄橙色(10Y R7/4)

外 :浅黄篭色(7SY R8/4)
反転実測
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第209図 Ⅱ区土坑7出土遺物④ (S=1/8)
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第210図 Ⅱ区土坑7出土遺物⑤ (S=1/8)

石列 1は溝状遺構の西に直径約10～50cmの 自然

石を、長さ約50m、 幅約10mの 範囲に敷き詰め

られたような状態で検出した。調査区の北側でし

か確認できなかったが、第211図 の平面図の網掛

け部分には石列 1と 同じ様な自然石がまとまって

広がっており、二次的に東に流れたことも想像で

きる。石列 1が どのように機能 していたかは不明

である。

出土遺物は第215図のとおりで石の間から1109

を確認 している。1109は 中世須恵器の甕である。

(甕 D類 )

石列 2(第 212図 )

調査区の中央北寄りに位置 し、北から加工段状

に 3段になっている 2段 目の南端で検出した。長

さ約20～30cmの 平 らな自然石を用い加工段状部分

と斜面部分のぶつかる線上に配されている。

また第212図下の上層図は、石列 2を検出した

加工段状の 2段目の一部が岬状に下段に向かって

(南方向)飛び出した部分の上層を観察 したもの

で、第 2遺構面である青灰色粘質土層 (第 3層 )

第150表 Ⅱ区遺物観察表

図
号

揮
番

実測
番号

真
号

写
番 帥的

層位 種 別 離
ｍ

幅

師
騨
ω

勢
⑭

備考

土坑7 平玉 917
土坑7石組 砥 石 676 113973

1086 556 土坑7 砥 石 160075 花in岩 ?7面の研面

1087 土坑7石組 砥 石 4面 の研面

図
号

挿
番

古銭
番号

真

号
写
番 酬醐

層位 名 称 車＜ｇｊ
初鋳年代 備考d 厚 さ

土坑 7 皇宋元賓? 248 (北宋)1101? 一打

土坑 7 聖宋元費 243 187 058 (】ヒ宋)1101 察 習

1095 土坑7 戚淳元贅 2 072 (南宋)1265

図
号

挿
番

実浸J番
号

真
号

写
番 帥坤

層 位 種別
寸法 (cm)

形態 。文様の特徴 備考長 さ 幅 厚 さ

1088 183上 土坑7 | 釘 (09)

184上 土坑 7 釘 板状木製品1096の 平面に打ち込んで
あったもの

図
号

挿
番

測

号

実

番
写真
番号

土
点

出
地 層 位 種別

寸 cm)
樹種 備 考長 厚

1089 88-① 土坑7水 口付近
内lE‖

不 明 (59) (13) 1092と al一個体

1090 88-③ 土 lJt 7水 日付 近
丙 IF, 不 明 (137)

88-② 183上
土 坑 7水 口付近

内側 不 明

土 坑 7水 日付 近
不明 (13) 1089と 同一個体

W―② 184 土坑7 板状木製品

W―③ 土坑 7 板状木製品 (245) (25)

1099 W―① 土坑7 板状木製品 (271)

W一④ 土坑7 板状木製品 (17)
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5.5m
―――― B′

1黄色砂質土

2茶褐色粘質土

3茶褐色粘質土

4青灰色砂質土

5粘 質土

6粘 質土

7青灰色粘質土

0   1:60_2m

第211図  Ⅱ区溝状遺構 1、 2・ 石列1(S=1/60)



ｄ目
め
。い

上にレキを多 く含む暗茶褐色粘

質土 (第 1層)が展開しており

この上面が第 1遺構面となって

いる。ただ第 1層及び第 2層 は

人為的なものかどうかは分から

ない。

め
　
湖
ジ
轡
⑫

半

一 一
D′

|

5.5m
―

 D′

1暗茶褐色粘質土 石が多い

2暗 茶褐色砂質土

3青灰色粘質土

第212図  Ⅱ区石列 2(S=1/30)

1暗褐色砂質土

2淡灰色レキ層

3青灰色粘質土

第151表  Ⅱ区遺物観察表

lm

FF凶

番号

測
号

実
番

真
号

写
番

出土地点
Gr/遺 構

層位 種別 器種
■m,

形態 。文様の特徴 調 整 胎土 色調 備考口径 底 径 器 高

溝状
遺構 1

白磁 椀 椀Ⅳ-2a c類 (C期 )

細説
色

密

灰
色

色

灰

灰

釉

釉

内

外

溝状
遺構 1

4
土師質
土 器

邪
内:回転ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り
密 微粒子の金
雲母、石英を含む

内 :鈍い橙色(75YR7/4)
外 :鈍い橙色(75YR7/4)

一部反転実
測

1103 185
状
構

溝
遺

質
器

師土
土 不

内i回転ナア

外:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の
金雲母を含む

内 :鈍い橙色(10YR73)
外 :鈍い橙色(10YR7/4)

反転実測

図
号

揮
番

古銭
番号

写真
番号 咄Ｇｒ／遺構

層 位 名称
伝(cm, 襲

Ｇ
初鋳年代 備考b d f 厚 さ

溝状遺構 1ト レ
ンチD拡張区 群符元費 (北 宋)1009

図
号

挿
番

実測
番号

写真
番号

出土地点
GV遺構

層位 種別 器種
寸法 (cm)

形態。文様の特徴 調整 胎土 色調 備考回径 底 俸 采 高

185
状
構

溝
遺

諏
雖

中 世
須恵器

羽缶 (297)
内

外
回転ナデ

回転ナデ
密 微粒子の石英
を含む

内 :灰色(N5/)
外 :灰色(N5/)

(溝状
遺構 2)

質
器

土
土 啄 (72) 内i回転ナデ

外1回転ナデ 回転糸切り
密 微粒子の長石
を含む

内 :灰黄褐色(10YR6/2)
外 :灰黄褐色(10YR6/2)

反転実測

濤状
遺構 2

土師質
土 器

郭 (72)
内 1回転ナデ

外 :不明
微粒子の黒震母、石英を含む

径1～2a10黒悟色粒子を含む

内

外
浅黄橙色(75YR8/4)
鈍い悩色(7 5YR7/3)

反転実測
磨耗が激しい

状
構

溝
遺

質
器

土
土 啄 ? (52)

明

明

不

不

内

外
径l mm弱 の赤色粒
子を含む

内 :橙色(5YR7/6)
外 :橙色(5YR7/6)

反転実測

磨耗が激しい

rF図
番号

測
号

実
番

写真
番号 硼囃

層位 種別 器種 形態・文様の特徴 調 整 胎 土 色調 備考口径 底径 器 高

石列 1
世
器恵

中
須 甕 (239) 甕 D類

内 |ナデ、ハケロ
外 :ナ デ、ハケロ、
格子ロタタキ

密 きめ細かい

灰白色(25Y8/1)
内 :黒色(75Y2/1)
外 :黒色(25Y2/1) 反転実測
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第213図  Ⅱ区溝状遺構 1出土遺物 (S=1/3、 1104は S=1/1)

＼」 三正三考宅7違 二
兆

Ⅷ

麹

ヽ
ヽ

＼

0        1:3_____-19Cm

Ⅱ区溝状遺構 2出土遺物 (S=1/3)

第215図 Ⅱ区石列 1出土遺物 (S=1/3)

(4)柱 穴 出上 遺物 (第216図、 第 217図 )

1110～ 1118は 輸入陶磁である。1110は 白磁椀で内面に白堆線が確認できる。1111は 白磁椀Ⅳ類で

ある。1112は 龍泉窯系青磁の椀・体部で、鏑連弁文が施されている。1113は 中国陶器の壺類 。C群

である。1114は 奄器系陶器・甕または壺の口縁部と思われる。1115～ 1119は 中世須恵器・鉢口縁部

である。1115は 内面悟 り日、ハケロ等は施されていない。 (鉢 A-5類 )■ 16は 口縁端部に縁また

は段のつかない鉢X類、1118、 1119は 日縁端部が玉縁状になっている鉢 Z類である。1120は 土師質

土器に近い焼成の鍋の口縁部、1121は瓦質土器・鍋の口縁部である。1122は種別不明・器種不明で

ヽ
1105

1106

-259-



等弓
~司

」ィLI＼

」‖憎

明 38∞円潔蟻

1141

Ⅷ Ⅷ

W2

1148

斡
1149

緯

４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

十

9     113   __110Cm

Ⅱ区柱穴出土遺物① (S=1/3)
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鯵
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第217図  Ⅱ区柱穴出土遺物② (S=1/3、 1161～ 1164は S=1/2、 1165～ 1167は S=1/4、 1168～ 1171は S=1/1)

1172

に

1173

M

一０
一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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ある。色調は白っぽく土師質土器に近いが断面を観察すると中央部は黒色である。焼成は良好であ

る。外面は口縁端部に粘土接合部分が残っており、また縦にハケロが施されている。内面は中世須

恵器同様な横へのハケロが確認できる。口縁端部は面取 りしてあリハケロと思われる調整痕が残っ

ている。1123は 須恵器 。高台付きの雰の底部である。1124、 1125は 土師質土器でともに内面がやや

黒色である。 1124は 高台付堺、 1125は 堺の底部と思われる。 1126は 土師質土器で器種は不明であ

る。体部外面の底部付近はヘラケズリ調整が施されている。内面は炭化 して黒色になっており、一

部断面部分 も炭化 して黒色になっている。粘土紐成形、朝輯調整と思われる。1127は 土師質土器の

高台付堺である。 1128は 土師質土器の雰 。口縁部 と思われる。1129～ 1132は 土師質土器の雰であ

る。1130は 必Ⅳ類である。1133～ 1153は 土師質土器の皿である。1133～ 1142は 皿 I類である。1143

～1145は皿 Ⅱ類である。1146、 1149は 皿Ⅳ類である。1147、 1148は 皿Ⅲ類である。

1154、 1155は 土錘である。■56は輔の羽口と思われる。先端部分はガラス質部分が溶けて固まっ

た様である。 (図面網掛け部分)1157は滑石製の石鍋である。全体的に黒色であるが、外面鍔より

下方は特に煤けて黒色である。日縁部内面など 2次的に削られている部分がある。1158、 1159は 砥

石である。1160は 石製品である。色は白色と灰色がややまだらになっている。1161～ 1164は 金属製

品である。 1161は 釘状鉄製品、 1162は たが状鉄製品、 1163は 刀子状の鉄製品の中茎部分と思われ

る。 1164は 鋳造鉄製品で鍋 と思われる。1165～ 1167は 木製品である。■68～ 1171は 古銭である。

1172、 1173は IB区出上の土師質土器・皿でともに皿Ш類である。

第152表  Ⅱ区遺物観察表

図
号

挿
番

測
号

実
番

一卓
奮
市

写
番 叫輔

層位 種別 器種
寸広 (cm)

形態・文様の特徴 調整 胎 土 色調 備考回径 底 径 器 高

186 P820 白磁 椀 (158) 椀Ⅱ-3類 またはⅡ-4
類 内面に白堆線あり

やや砂味がある
密徴制な黒色位子だ
含む灰白色2SIB/1)

卿 1疫自呂移評誘;
反転実測

Q216 白磁 椀 椀Ⅳ類(C朗 )
密 灰自色
(75V3/1) 卿 :疫自色腕8乎枡;

反転実測

1112 Q296
磁
薪

主
日
線 椀 ? 片彫銘連弁文 密 鈍い橙色

(75YR7/3) 宍鵞i鍬凄層色[解聰8
1118 国

器 琵 類 陶器C群 密 環:鍛寝糧魯8解畳統|

P586
査器系陶器

(常滑)
甕類

全体的に自然釉を帯び 内 :不明
外 :不切

所 々に白色粒
子を含む 環:疫色tl:争(1;ケ IⅢ

P200 中 世
須意器

鉢 鉢 A-5類 内 :回転ナデ?
外 :回転ナデ?

笞 微粒子の白
色粒子を含む 雰:昏ヨO撓ど

須恵器 鉢 内 :回転ナデ?
外 :回転ナデ? 密 各なを真離の

Q035 須恵器 鉢 鉢X類 内 :ハ ケロ
外 :横ナデ?

密 微粒子の石英、
黒色粒子を含む 環i随翻η

Q311 須恵器 鉢 鉢 Z類 内 :ハ ケロ
外 :横ナデ ?

密 微粒子の
石英を含む 弁:唇

'子

」ウ院色9側 D

須恵器 鉢 鉢 Z類 内 :ハケロ
外 :横ナデ ?、 ナデ

雷 微粒子の石英、
黒色粒子を含む 写と

'手

滝談Jそど戯◆ぁ～
P076 中 世

土師器
鍋 内|ハケ国、ハケロ後ナデ

外:協ナデ?
縁翻塗銘盈
英を含む 寮:隅掲褒色侶¥評サ劣

賀
器

瓦
十 鍋 内:横ナデ

外i禎ナデ、ナデ、指頭圧猿
密 きめ細かい
灰白色(25Yvl) 只:質色t将19)

外面
着

煤 付

Q005
内 ′サロ 外 ′サロ
ロ縁端部 i2条の沈縁(ハケ
目?)

像と子の金雲母、黒ヨ
母、石英を含む 灰色
(N41)を灰白ヒ(′ う1
W)で 覆っている

寮炭昏自島撃立ヲが
/の

須恵器
台
郭

高
付 (71) 古代 内 :回転ナデ

外 i回転ナデ 密 寮:褒自色腐8¥枡 ;
反転実測

Q153
質
器

土
土

高台
付堺

(72) 内面黒色 内 :不明
外 :回 H氏 ナデ

密 微粒子の長石
石央を少し含む
笹色(6YRψ ℃)

界1榎僑呂侶¥離2 反転実測

186 P089 二
土 啄 内面黒色 内!回転ナデ

クト:回転ナデ 回転糸切り
密微粒子の長石、石
英、赤色世子を含む 界1観雷器聯 子

°
反転実測

質
器

土
土

高台
付郭

粘
詩筈閉絡鞘驚警 内1不明

外1回転ナデ、ナデ、へ,管|,?

径ann前 後の長石
を多く含む 環:元謡謎鵬R7の 反転実測

質
器

師土
土 付郭

内 :回 転ナデ、ナデ?
外 i回 転ナデ、ナデ

衝 径I「 Ejlの石笑、
傲ll子 の金雪母、黒 寮:優自色88¥認2 反転実測

Q489
質
器

師土
土 椀 ? 内 !回転ナデ

外 :回転ナデ
微也子の金ξ母、軍
雲母、石爽を多く含む 環:悟贋呂til¥畳 :サ :;

反 I_‐ 実測

土
十 椀 (146) 内 i回転ナデ

外!回転ナア ヘラ切り?

密 徴位子の全雲
母、黒雲母を多く含む 寅1萎褒色ta:¥4サ !;

反転実沢1

186 Q461
質
器

師土
土 郭 (127) 郭,類 内i回転ナデ

外 i回転ナ, 回転糸切う
宙 微li子 の全
雪母、石英を含む 界i縫 8¥畳:サ8

Ft転 実測 かな
りの歪み古り
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挿図
番号

測

号

実

番
写真
番号 卿硼

層位 種 別 器種 形態 。文様の特徴 調 整 月台土 色調 備考
口径 底 4■

X 器高

土  器
皿 界1目騒す; 回転糸切り

密 微粒子の金
雲母を多く台む

内 :橙色 (5YR7/6)
外 :橙色 (5YR6/6)

反転実測

Q391
質
采

土
十 啄 究1粂協 回転糸切り 蜘聰

内 :鈍い橙色(5YR7/4)
外 :鈍い橙色(5YR7/4)

Q020
土師質
土 器

皿 (68) 15 皿 I類 内:回転ナデ
外:回転ナ,日転糸切り後ナデ?

密 微粒子の金
雲母を多く含む

内 :鈍い橙色(75YR7/4)
外 :鈍い橙色(75YR7/4) 反転実測

Q901
質
器

土
土 皿 (70) 14 皿 I頬 内 :不明

外 :不明
雀 微粒子の長
を、石芙を多く含む 寮:藉炭琶ε浸訛チ毬

反転実測
風化著しt

P138
土母I,質
土 器

皿 (54) 皿 I類
内1回転ナデ
タ|!回転ナデ 回転糸切り

径1日
PFの長石、徴位〒

の金雲母、石央を含む 環:疫自蟄弼¥ミ患サ劣 反転実測

Q781
土
土 皿 (74) 皿 I類

内 i回転ナ,
外 !回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金雲
母、石英を多く含む 界IBをキキ蓬琶til¥畳子チち; 反転実測

質
器

師土
土 皿 皿 I類 弁1日筆;:回縣切り

密 微粒子の雀
雲母、石英を含む

内 1艶 い賣橙色(10YR7/2)

獄講|｀羨票亀雹?チ評0。
反転実測

質
器

師土
土 皿 皿 I類

内!回転ナデ
タ十:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の石
英を多く含む 只:層疫婁色ta:¥ンち; 反転実測

質
器

土
十 皿 14 皿 I類 ?

内:回 転ナ,
クト1回転ナデ 回転糸切り?

徹粒子の金雲母、
黒雲母を含む 衆:鍛建蟹隅評2 反転実測

質
器

師土
土 皿 11 皿 1類 ?

内1回転ナデ
外:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金
雲母を多く含む

内 :淡黄色(25YS/3)
外 :淡黄色(25Y8/3)

質
器

土
土 皿 (72) 11 皿 I類 ? 環1目簸;;回縣

"
密 欲粒子の金
雲母を多く含む

内 :鈍 い黄橙色(10YR7/3)
外 1鈍 い黄橙色(10YR7/2)

反転実測

土帥質
土 器

皿 13 皿 I類 ?
内:回転ナデ、ナデ?

外t回転ナデ 回転糸切り
密 微粒子の金
雲母を多く含む

内 :灰白色 (25Y8/2)
外 :灰白色 (25Y8/2)

反転実測

P223
土師長
土 電

皿 14 皿 Il類
内:回転ナデ、ナデ
外:回転ナデ 回転糸切り

笞 微粒子の金
雲母を多く含む 衆:鍬彊岳子繋擁;

反転実測

P232
土
土 Ell (73) 14 阻コ類

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ 回転糸切り

恋 微粒子の長
を、石莫を多く含む 環:鍛凄悟蟹隅評お 反転実測

327
質
器

師土
土 皿 (73) (41) 17 皿I類 内1回転ナデ、ナア

外1回転ナデ 回転糸切り
密 微粒子の金
雪母を多く含む 寮:鍬増色脇¥評窮 反転実測

P726
賃
恐

土
十 皿 皿Ⅳ類

内I回転ナデ、ナデ
外:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金
雲母を多く含む 衆:::ヤキ層色談評チ倉

質
器

土
土 皿 (58) 皿Ⅱ類 弁i飛冊 回転糸切り

密 徴粒子の
金雲母を含む

内 :橙色 (7 5YR7/6)
外 :橙色 (7 5YR7/6)

反転実測

Q181
質
器

上
十 皿 (32) 皿 Hl類

内 :回転ナア
外 :回転ナデ 回転糸切り

密 欲粒子の黒雲
母、石英を少し含む

内 i灰 白色(25Y3/2)
外 :灰自色(25Y8/2)

反転実測

土師質
土 器

皿 皿Ⅳ類
内1回転ナデ
外:回転ナア 回転糸切り

密 微粒子の黒雲
母、長石を台む 寅:獲藝呂腕¥擁 ;

反転実測

Q095
土
十

皿 (62)
内i回転ナデ
外 i回転ナデ 回転系切り

密 徹粒子の長
石、石美を多く含む 欠::をキキ層色t4:¥畳子チ息; 反転実測

質
器

土
土 皿

内 i不明
外 i不明 回転糸切り

密 微社子の黒雲
母、石英を含む 宍:獲蓑糧色tl:¥饂サ4: 反転実測

1152 Q463
土師[

土 迄
皿 (63) 10

内:回転ナア
タト:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金_r

母、石芙を含む
内 :灰 白色 (25Y7/1)
外 :灰自色(25Y7/1)

反転実測

土
土 BI 16

内 :不明
外 :不明 蜜雲警を吾3 Я:層28¥ミ:チ8 風化著 しヽ

挿図
番号

実測
番号

写真
番号

出土地点
Gr/遣 構

層 位 種別 器種
寸法 (cm;

形態・ 文様の特徴 調 整 胎土 色調 備考
庚 径 器 言

1154 188 Q453 土製品
官】人
+錘

径 1側 の粒子
を含む

黄灰色(25Y5/1)

Q728 土製品
状

銹

管

十
黄灰色 (25Y4/1)

Q738 土製品 ・
口

珈
『

内 :明 褐色 (75V R5/6,
外 :音辰Ⅲ (5P B3/1)

■

`應
」ユHll箕
十 緊

皿 16 皿Ⅱ頬
内:回転ナデ

外:回転ナデ 日ほ糸trTり

召 倣種子の金

要母を多く合む

内 :橙色 (5Y R6/6)
外 :鈍い橙色 (5Y R7/4)

188
ⅡB区
ヽ佃‖湾

」とH巾 妥霊
+ 哭 饗 皿Ⅱ類

向 :回弘ナテ

外 :回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の 向 :掲白色 (75V6/1,
外 :福 白Ⅲ (75Y6/1)

反転実測

図
号

挿
番

測
号

実
呑

写真
番号

出土地芦
Gr/遺構

層位 種別 酔
ω

幅

ｃｍ

厚 さ
(cm)

重さ

(g)
備考

1157 (18-② )
石鍋
(滑石)

口径(324)
反転実測 外面 煤付着 (包 含層出上の可能

性あり)

Q20 砥石 43881

砥石 623

Q824 平玉 ? 210

挿図
番号

実測番
号

写真
番号

出土地点
Gr/遺構

層位 種 別
寸法 (cm)

形態・ 文様の特徴 備考
長 さ 幅 厚 さ

188下 Q393 釘 (57) (09)

188下 Q509 (30) (03)

1163 188下 刀子 ?
刀子の茎部分に別個体が鰭で接合して

188下 Q148 鍋 ? (65)

図
号

挿
番

実測
番号

真
号

写
番

土
点

出
地

層 位 種別
寸法(cm:

樹種 備考
癌 幅 )早

曲 物
直径
24 1

曲物 (133)

189 曲物 (113)

図
号

挿
番

銭
号

古
番

写真
番号 触Ｇｒ／遺構

層位 名称 曇
くｇ＞

初鋳年代 備 考
b d 厚 さ

188下 P326 熙寧元贅 207 072 012 373 (北 宋)1008 象書

188下
選構
検出面 皇宋通費 252 017 327 (北宋)1038 安 書

188下 P504 077 風化著 しヽ

188¬F P567 至和元費 076 (北 宋)1054 真書
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(5)包 含 層 の遺 物

弥生土器

第218図、第219図は弥生土器である。

1174～ ■81は 中期の甕である。1174は 甕で体部内面にケズリが施されており、Ⅲ様式もしくは土

師器の可能性もある。1175、 1176、 1178は Ⅳ-2様式の国縁部で頸部に突帯がついている。1179、

1181は 底部で上げ底状になっている。1182～ 1186は 中期 (Ⅲ様式)の壷である。1184は 口縁部外面

に、口縁部に平行する 2条の刻目突帯とそれに直行する突帯が貼 り付けられている。1187～ 1197は

中期 (Ⅳ様式)の壷である。1188の 頸部外面にはヘラ状原体による 4条の凹線文が施されている。

1195の 外面にはヘラ状原体による 4条の凹線文が施されている。1196の頸部外面にはヘラ状原体に

よる 5条の凹線文が施されている。■97の 外面は文様が施される前に縦方向に ミガキが入 ってい

る。1198は Ⅲ～Ⅳ-1様式の壺・底部である。■99はⅣ-1様式の可能性のある高郭 。日縁部であ

る。1200～ 1210は V様式の甕である。 1204は 日縁部に貝殻原体と思われる擬凹線文が施されてお

り、擬凹線文の継ぎ目部分 も確認できる。1205は V-4も しくは草田編年 6期 と思われる。1208、

1209は V-4様 式の甕・体部で外面に貝殻原体と思われる刺突文が施されている。1211は V-1様

式の壺または甕である。1212は V-2様 式の壷と思われる。1213は V-3様 式の高堺・口縁部であ

る。1214は V-3様 式の低脚郭である。1215は V-2様 式の高堺・ 口縁部である。1216は V-4様

式の器台、1217は V-2様 式の器台である。

上師器

第220図、第221図 は土師器である。

1218～ 1237は 甕の口縁部である。1218、 1219は草田 6期 または 7期 と思われる。1220～ 1224は 古

墳時代前期頃と思われる。単純口縁の甕は口縁部の形態を中心に大きく4種類に分かれる。1225～

1228は 口縁部が短い。(I類)1229～ 1236は 口縁部が長 く頸部の屈曲が緩やかである。 (Ⅱ 類)1237

は口縁部が長 く上部が外反する。 (Ⅲ類)1239は小型の甕である。 (Ⅳ類)さ らに I類は頸部の形態

より2種類に細分する。1225、 1226は 頸部が明瞭に屈曲している。 (I― A類)1227、 1228は 頸部

が緩やかに屈曲 している。 (I― B類)ま たⅡ類はさらに国縁部の長さで 3種類に細分 し、口縁端

部の形態で 2種類に細分する。1229は 口縁部が長い。 (Ⅱ ―A類 )1230、 1231は 口縁部が短い。

(■ ―C類)1232は 口縁部の長さは中程度で、口縁端部内側に段がついている。 (Ⅱ ―Bl類)1233

～1236は 回縁部の長さは中程度で、日縁端部内側に段はついていない。 (■ ―B2類 )1237は 口縁

部が長 くⅢ類もしくはⅡ―A類である。1238は 甕の体部である。1239は 甕Ⅳ類である。1240は 甕の

底部と思われる。1241は 低脚界の脚部で、脚部内側は調整があまり丁寧でなく凹凸がある。1242～

1247は高郭である。1248、 1249は 土製支脚である。1250、 1251は移動式竃で、1250は 焚き回正面の

部分で縁の部分が剥がれて落ちている。1251は 竃の上部と思われる。
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第218図 Ⅱ区弥生土器① (S=1/3)
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第219図 Ⅱ区弥生土器② (S=1/3)
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第 4章  Ⅱ区の調査
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V
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第220図  Ⅱ区土師器① (S=1/3)
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第221図 Ⅱ区土師器② (S=1/3)

―-268-―

L   l13   1,cm



、、                     テ́

1263

O     1 3     1pcm

第222図 Ⅱ区須恵器① (S=1/3)

墨
1261

第 4章 Ⅱ区の調査
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第 4章  Ⅱ区の調査
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第225図  Ⅱ区須恵器④ (S=1/3)

須恵器

第222図～第226図 は須恵器である。

1252～ 1258は 古墳時代の須恵器である。 1252、 1253は界である。1254は無蓋高堺の雰底部であ

る。1255は高郭の脚部で透かしは 2方向である。1256は臨の口縁部と思われる。1257、 1258は 甕の

体部で、内面当て具痕はナデ消 してある。

1259～ 1272は古代 (7世紀後半～ 9世紀前半)の須恵器である。1259～ 1262は必蓋で、端部の形

態で 3種類に分類 している。1259は かえりが付いている。 (雰蓋 I類 )1260、 1262は かえりが付か

ず、短 く屈曲している。 (堺蓋Ⅲ類)1261は かえりが付かず、高 く屈曲している。 (郭蓋Ⅱ類)界は

―-272-―



第226図  Ⅱ区須恵器⑤ (S=1/3)

第4章  Ⅱ区の調査

高台がつ くもの (郭 I

類)と 付かないもの (堺

Ⅱ類)で大別 し、さらに

高台の付 く界のなかで底

部から口縁部の立ち上が

りの形態でさらに 2種類

分けた。日縁部が内湾す

るものを堺 I― A類、口

縁部が直線的に外傾する

ものを必 I一 B類 とす

る。さらに全ての雰及び

皿で底部がヘラ切りのも

のを 1類、糸切 りのもの

を 2類 とす る。 1263、

1271は 堺 I― Bl類 、

1264は堺 I一 A類、1265

は必 Ⅱ-2類 、 1268、

1269は 堺 I― B2で あ

る。皿についても、高台

が付 くもの (皿 I類)と

付かないもの (皿 Ⅱ類)

の 2種類 に分類す る。

1266、  1267イ よ皿 Ⅱ-2

類、1270は 皿 I-2類である。1275は高郭の雰部である。

1278～ 1302は古代 (9世紀後半以降)の須恵器である。堺は高台が付 くもの (堺 i類)と 、高台

が付かないもの (堺 �類)の 2種類に分ける。さらにヘラ切りの底部を 1類、糸切 りの底部を 2類

とする。1273～ 1276は堺�-2類である。 1且 77、 1278は邦�-1類である。1279～ 1281は堺 i-2

類である。1282～ 1284は底部糸切りの皿である。1285は体部外面に 1条の突帯の付 く必である。ま

た1275内 面底部から体部にかけてヘラ記号が施されている。1286～ 1290は壷の口縁部で、その形態

から2種類に分類する。単純口縁のもの (壺 α類)と 、口縁端部に段が付 くもの (壺 β類)に分け

る。1286、 1287は壷α類、 1且 88、 1289は壷β類である。1290は壷または甕の口縁部で口縁端部に自

然釉が付いていない、もしくは剥がれ落ちている。1291、 1292は頸部に突帯の付 く壷である。1298

は短頸壷で時期は 8世紀頃と思われる。1294は 糸切 りの底部の壺である。1295は高台の付 く壷であ

る。1296～ 1302は 長胴壷でヌの分類同様に高台の有無 (I類またはⅡ類)、 底部ヘラ切 りまたは糸

切 り (1類、 2類)で分類する。1296は長胴壺Ⅱ-2類である。体部外面の底部付近はヘラケズリ

が施されている。1297、 1298は長胴壺 I類で、底部ヘラ切 りまたは糸切りかは不明である。1299、

1300は 同一個体の可能性のある長胴壺である。 (長胴壷 I類 )1301、 1302は 胴部に 1条の突帯の付

く長胴壷である。
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第227図  Ⅱ区製塩土器 (S=1/3)

1303～ 1317は 古墳時代から古代の甕で、日縁部の形態で 2種類、体部外面の調整で 2種類、体部

内面の調整で 3種類にそれぞれ分類する。短頸のもの (甕 S類)と 、長頸のもの (甕 L類)に分け

る。また外面が平行タタキのもの (甕 I類)と 格子タタキのもの (甕 Ⅱ類)に分ける。さらに体部

内面が粗いタタキのもの (甕 a類 )、 やや密なタタキのもの (甕 b類 )、 平行タタキのもの (甕 c

類)、 輪花状タタキのもの (甕 d類)に分ける。 1303、 1304は 甕 S類である。 1305、 1306は 甕また

は壷の口縁部である。1306、 1307は 甕 L類である。1308、 1310は 甕Ⅱd類、1311は 甕 Ib類、1312

は甕 Ic類、1313は 甕 Ia類、1314、 1315は 甕Ⅱb類、1316、 1317は 甕Ⅱa類である。

製塩土器

第227図 は製塩土器である。 1318は 内面に長さ約 1,7c14、 幅約0.5cm直径約 3 mmの 黒色物質が付着

している。また同じく内面下方には灰色の付着物が確認できる。1319は 外面に灰色物質の付着及び

繊維状の物質を押 しあてた痕のようなものを確認 している。1320は外面がしわ状に弱いひび割れが

見られ、内面は指頭圧痕が確認できる。1321、 1322に ついても外面にしわ状の弱いひび割れが確認

できる。1323、 1324は 外面に直径約 4 mm、 深さ約 2 mm程度の空隙が数力所確認できる。1325は 外面

に指頭圧痕状の窪みが確認できる。1326は 外面に米粒大の大きさの窪みと長さ約2.5cmの繊維状物

質を押 しあてたような痕が確認できる。1327は 内面に放射状のひび割れが確認できる。1328は 内面

に指頭圧痕、1329は 外面に繊維状物質痕が確認できる。1330は 内面に指先もしくは先端の丸い物質

で上下になぞったような痕跡が確認できる。また土器の割れ口を観察すると灰白色の層を層状に確

認できる土器が多数見受けられる。
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第 4章  ユ区の調査

第230図  Ⅱ区土師質土器③ (S=1/3)
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】

第231図  Ⅱ区土師質土器④ (S=1/3)

土師質土器

第228図～第230図は土師質土器である。1331～ 1335は 堺である。

1331は郭 I類、1332は 必Ⅱ類、1333は 必Ⅲ類、1334は 必Ⅳ類1335は 輯幅成形 。朝櫨調整でない京

都系の雰と思われる。1386～ 1361は 皿である。1336～ 1343は皿 I類である。1344～ 1348は 皿Ⅱ類、

1349～ 1353は 皿Ⅲ類、1354～ 1356、 1358は 皿Ⅳ類、1359は 皿Ⅵ類である。

1362～ 1367は 古代から中世にかけての高台付界である。1362は胎土中 (体部外面)に直径約 5 mm

の明赤橙色の粒子を lヶ 所含んでいる。1365は 高台部分が接合部分から剥がれ落ちている。1368は

高台付皿で内面はわずかに炭化 している。1869～ 1378は 内面が黒色の土師質土器である。1369は 内

外面にミガキは確認できず、また輯輯調整と思われる。1370、 1371は 内面にミガキが確認できる。

1372は 軸幡調整と思われる。1373は 底部糸切 りである。1374は 底部回転糸切 りである。1375は 内外

面 ミガキで底部は糸切 りである。 1376は 内面 ミガキの可能性がある。 1378は 内面 ミガキと思われ

る。1375と 1378は 胎土、焼成等が類似 している。1379～ 1389は 柱状高台である。1379は 高台部分上

のくびれ部分の胎土中に直径約 1.4cmく らいの石を lヶ 所含む。 1390～ 1394は ⅡB区出上の上師質

土器である。1390は 内面及び体部外面が赤彩の高台付堺である。底部外面に「小」の字に似たヘラ

記号状の削った痕がある。1391～ 1394は 摩耗 してるが、内面及び体部外面は赤彩で底部はヘラ切 り

と思われる。

1395～ 1398は 鉢である。1395は 悟鉢で悟 り目は 1単位あたり最低 6本で全体で 8ヶ 所である。か

なり使い込んであり悟 り目が残 っているのは底部中央のみである。1396は 悟鉢で 1単位 7本/2.8

cmで全体で 7ヶ 所である。□縁部は片口状になっている。1397は悟鉢の片口部分の破片で悟 り目は

現状で 4本確認できる。現状の色調が鮮やかな橙色を呈 している。1398は 鉢でかなり使い込んであ

り、またその後の摩耗も激 しく悟 り目は確認できない。現状で内外面が煤けたような黒色を呈 して

いる。1299、 1300は 鍋である。

1401～ 1404は IB区出土の上師質土器である。1401は 高台付郭、1402、 1403は 柱状高台、1404は

甑と思われる。

④

滲

痘

-278-



第 4章  H区の調査

1415

枇 鞠 М

７

物

フ ′
1423

∈′死欝
三_!=J粘

:5

0    卜3    19Cm
1420

第232図 Ⅱ区中世須恵器① (S=1/3)
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1                       /'

第234図  Ⅱ区中世須恵器③ (S=1/3)
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第235図 Ⅱ区白磁 (S=1/3)

中世須恵器

第232図～第234図 は中世須恵器である。1405～ 1425は 鉢である。 1405は 鉢A-1類 、 1406は 鉢

B-1類、1407は 鉢 B-3類 である。1408は D-1類 で内面の一部に灰色の物質が付着 している。

以上1405～ 1408は 内面に橋 り目またはハケロは施されていない。 1409、 1410は鉢 E類で、悟り目が

施されている。1409の 悟 り日は 1単位最低 5本/2,7cm、 1410は 6本/1.9cmである。1411～ 1418は

鉢 Z類で1413、 1415は 片口部分である。 (1415と 1418は 同一個体である。)1419は 鉢W-1類 、1420

は鉢W-2類 、1421は 鉢Y類、1422は鉢X類である。1411～ 1422は 内面に斜めのハケロが施されて

いる。1423は鉢の片口部分、1424は体部、1425は底部と思われる。

1426～ 1439は 甕である。 1426～ 1428は 甕A類である。1429は甕 B-2類 、 1430は 甕B-1類 、

1431は甕B-3類 、1432は 甕 C類、1433は餐H類、1434は 甕 F類、1435は 甕 L類、1436は甕M類、

73

′′
1451

▽

＼＼  ヒL~ケ
1465
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第236図  Ⅱ区青磁 (S

1437は甕 E類、1438は 甕N類、1439は 甕 I類である。1440は 壷の体部、1441は壷の底部で同一個体

と思われる。体部外面の底部付近はヘラケズリで、焼成は悪 く胎土中に空気が入り膨らんでいる部

分が数力所ある。

1442～ 1444は 甕D類である。同一個体かどうかは分からない。1445は 鉢 Z類で、全体的な形が歪

んで焼成されたと思われる。1446は 瓦質土器の鍋である。

白磁

第235図 は白磁である。1447～ 1453は 椀Ⅳ類である。1454は 椀V-2b類 で、外面に縦箆花弁文

が施されている。1455、 1461は椀 V、 ⅥまたはⅦ類である。1456は椀V-4b類 で内面に櫛目文が

施されている。1457は V-4b類 もしくはⅧ-1, 3類である。 1458は V-4c類 の可能性があ

り、外面に縦箆花弁文が施されている。1459は椀Ⅷ-2類の可能
J陛がある。1460は 口縁端部の釉を

掻き取っている椀または皿のⅨ類である。1462、 1463は皿Ⅳ類である。1464、 1465、 1466は 日縁端

部の釉を掻き取 っている皿Ⅸ類である。1467は皿Ⅶ-lbま たはⅧ-lb類 で底部内面に箆描き文

が施されている。1468は 皿V～Ⅷ類である。1469は皿D類、1470は合子の身である。1471は輪花状

の国縁部の椀または皿である。1472は E類の皿で内面に重ね焼きの目跡が残っている。また外面に

直径約 4 mmの 黒色のシミがあるがこれは胎土中に含まれる鉄分などの不純物、 もしくは焼成時に付
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(1492～ 1496は S=1/6、 1497～ 1502は S=1/3)

着 した不純物などによると思われる。1473は E類の椀である。

青磁

第236図 は青磁で、1474～ 1486は 龍泉窯系青磁、1487～ 1490は 同安窯系青磁、1491は 青白磁であ

る。1474は椀 I-2類で内面に片彫蓮華文の一部が確認できる。1475～ 1479は青磁椀で体部外面に

片彫連弁文が施されている。1478、 1479は鏑連弁文で椀Ⅱ―b類である。1476は 2枚の花弁を 1単

位として復元 した場合完形の椀で10単位になると推定できる。1477は 椀Ⅱ―a類で、内面見込みに

「王」の字の陽刻がある。1478は 椀Ⅱ―a類で、1479は 椀Ⅱ―b類で鏑連弁文である。 1480は 口縁

部外面に雷文帯のある椀C-2類 である。1481は 椀Ⅱ― c類の底部で、内面見込みには幾何学花文

のスタンプ、外面には鏑連弁文の最下部が確認できる。1482は 椀Ⅲ-3c類 で体部外面は鏑連弁文

である。1483は 椀Ⅳ-lb類 で内面見込みに陰刻による文様が確認できる。また体部外面には連弁

文があり花弁 1枚を 1単位として復元 した場合完形で24単位となる。全体として貫乳が見 られる。

1484は郭Ⅲ類の国縁部である。1485は皿 I類である。1486は 小椀Ⅱ類である。1487、 1488は 椀 I―

b類で、体部外面に櫛目文が施されている。1489は皿 I-2b類 で、内面見込みはヘラによる文様

とジグザグ状の櫛点描文が施されいる。外面底部は施釉 。乾燥後に釉を削り取っておりその工具痕

が残っている。1490は皿 I-lb類 である。1491は青白磁 。小壷の口縁部である。
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第 4章  Ⅱ区の調査

中世陶器

第237図～第239図は中

世陶器である。 1492～

1498は 中世陶器の大甕で

同一個体 の可能性があ

る。時期は12世紀代と思

われる。日縁部は単純口

縁で外側に大きく外反す

る。口縁部から体部上面

にかけては自然釉と思わ

れる緑色または灰色の釉

がかかっている。 1497、

1498は 粘土の接合部分付

近で外面に押印文が施さ

れてヽヽる。1494～ 1496イよ

越前の大甕で、時期は14

世紀代と考えられる。口

縁端部 は断面 L字状 に

なっている。1499～ 1502

は鉢である。1499は 悟鉢

の日縁部で、括 り目は 1

単位 4本/1 cmで、縦と

横に入っている。現状で

確認できる部分では縦の

橋 り目が先で、その後横

の悟 り目を施 している。

日縁端部上面に 1条の沈

線が入っている。産地、

時期は不明である。1500

は越前で時期は13世紀末

0  -_:3   1pcm  から14世紀頃である。日
―

第238図 Ⅱ区中世陶器② (S=1/3)         縁端部には 1条の沈線が

入っている。1501も 越前

の口縁部で色調は青灰色に近 く、また口縁端部には 1条の沈線が入っている。1502は 越前の底部で

断面三角形の高台が付いている。また体部外面はケズリが施されており、内面は使用のため摩耗 し

ている。1503、 1504は 同一個体の可能性のある信楽の壷で、時期は13世紀頃である。口縁部は断面

N字状を呈 している。□縁部から体部上面にかけては自然釉が付着 しており緑色を呈 している。ま

た1504の 底部付近の体部外面には焼成時に付着 したと思われる別個体の一部が 2ヶ 所に付いている
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のが確認できる。 この付着

の原因等 は分か らない。

1505～ 1511は備前である。

1505～ 1509は橋鉢である。

1505は 備前第Ⅱ期または第

Ⅲ期と思われる。括 り目は

現状で 1単位 4本 /1,l cm

である。1506は 備前第Ⅱ期

で、備前の鉢に悟 り目が入

り出す初現期の信鉢であ

る。悟り目は 1単位 5本/
1.5 cmで ある。 1507は 備前

第Ⅳ期と思われる。橋 り目

は 1単位 9本/2.5cmで あ

る。1508は 悟鉢の底部で橋

り目の 1単位 は 9本/2.6

cmで、内面は使用のため摩

耗 している。1507と 同一個

体の可能性がある。1509は

片口部分で、悟 り目の 1単

位は13本/2.3cmで ある。

内面下方は使用のため摩耗

している。1510は壼の頸部

から体部と思われる。体部

内面の頸部側は回転ナデ調

整が行われている。また外

面は淡黄色の自然釉が付着

している。1511は備前第Ⅲ

期または第Ⅳ期甕の口縁部

と思われる。割れ日の片面

に黒色物質が付着 してい

る。

第239図 Ⅱ区中世陶器③ (S=1/3)

１０

　

３

1511

1 0cm
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第240図 Ⅱ区中世陶磁器 (S=1/3)

中世陶磁器

第240図 は中世の陶磁器である。1512～ 1521は 輸入陶磁器と思われる。 1512、 1513は 同一個体の

可能性のある褐釉陶器・耳壺のB群である。1514は器種不明で、焼成は土師質に近 くまた表面は櫛

状の工具で陰刻を施 し、緑色の釉を施釉 したと思われる。1515は 中国天目茶碗である。体部内面及

1524

―-287-―
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第241図 Ⅱ区金属器① (S=1/2)

び外面は黒色と赤褐色のまだら状に発色 している。1516は盤または鉢の口縁部と思われる。胎土は

きめ細やかで赤褐色を呈 している。1517は 黄釉陶器・盤の口縁部である。口縁端部付近は化粧土が

施されており、内面と外面の一部に黄釉が施されている。1518は 青花・椀である。内面見込みに

「寿」の文字が書かれている。1519は 青花 。皿である。底部は碁笥底である。 1520、 1521は 李朝陶

器・皿と思われる。1520は 内面見込みに砂土目跡が残っている。1522～ 1530は古代から中世にかけ

ての国内産の陶磁器および不明陶磁器である。1522は緑釉陶器の皿である。1523は灰釉陶器の可能

性のある不明陶器で蓋状の器種であると思われる。1524は灰釉陶器と思われ、器種は不明である。

底部糸切りで体部外面にはハケロが確認できる。1525～ 1529は古瀬戸及び瀬戸大窯期と思われる。

1525は片国の卸皿である。1526は 平底末広椀と思われ、内面及び外面上方はオ リーブ色の釉が施さ

れている。底部は糸切 りである。1527は 天目茶碗である。1528は 大窯期の丸皿と思われる。1529は

平椀と思われる。1530～ 1532は 肥前系陶磁器である。1530は染付 。大皿である。1531は染付・椀で

ある。1532は肥前系唐津の皿で、内面見込みに砂土目跡が 4ヶ 所残っている。

|

傷
豚
▽

御
Ｖ
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第244図 Ⅱ区金属器④ (S=1/2)

金属器

第241図～第244図は金属器である。1533～ 1539は刀子など刃物系の金属器と思われる。1533は茎

の部分に目釘穴が lヶ 所あいている。1535は楔等の可能性 もある。1536は 茎部分に目釘穴が lヶ 所

あいている。1537は器種不明で、部分的に赤色を呈 している。1538は 銅製の小柄である。1539は図

面の右端部分が手前にやや反 りかえっており、鎌等の可能性がある。また全体的に赤色を呈 してい

る。

1541～ 1566は釘・楔である。1546は楔の可能性がある。1553は 器種不明である。1566は断面が円

升多とこ史王く⇔丁芝双タト
`DTU含

}l■ がとらる。 1545、  1547、  1548、  1553、  1555、  1556、  1557、  1560、  1561、

1563、 1565は部分的に赤色を呈 している。

1567～ 1572は鋳造品と思われる。1567、 1568は それぞれ鉄鍋の回縁部、底部 と思われる。1569～

1572は器種不明であるが、鉄鍋などと思われる。1573、 1574、 1575は火箸と思われる。1576は フッ

ク状の鉄製品、1577～ 1579は 銅製の煙管と思われる。1580、 1581は 銅製品で錯・柄頭等の可能性が

ある。1582は銅製で左右両脇はギザギザ状になっており加工もしくは工具で切 り取ったような痕で

ある。1583は器種不明の銅製品である。1585は銅製と思われる耳環状銅製品である。1586は金色を

した環状の金属製品である。1587～ 1592は器種不明の鉄製品である。1587は環状の鉄製品、1589は

鋳造と思われる鉄製品である。1590、 1592は部分的に赤色を呈 している。
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Ⅱ区古銭① (S=1/1)
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第 4章  Ⅱ区の調査

第246図 Ⅱ区古銭② (S=1/1)

―-293-一
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第247図 Ⅱ区木簡・墨書土器 (S=1/3)

古銭

第245図～第246図は古銭である。

木簡 。墨書土器

第247図は木簡・墨書土器である。1632は「京世ひ」と墨書されていると思われる。「京世ひ」と

は京済 (き ょうせい)を表すと思われる。なおこの木簡は削屑と思われる。1633は 「かや九百

ふ」と墨書されている。『九』の部分は書き直されており、『九』の前に『八』と書かれていたと思

われる。かやとは様々な意味があり、 (①茅・屋根を葺 くのに用いる草の総称、②枢 。イチイ科の

常緑高木で、材は建築、器具、造船材とし、とくに碁盤、将棋台によいとされる、③蚊帳 。蚊を防

ぐために、四隅をつって、寝具をおおう具など)ん あゞげられる。1634は本来は折敷等の側板と思わ

れ、幅約 l mm、 深さ約 5 mmの加工溝、また木釘穴等 も確認できる。文字は不明である。

1635は墨書土器で須恵器の底部である。「吉長西」と墨書されている。吉祥句と思われる。

-294-



; ∞

〔=聾螂翅
ケ  Ч二LL土笙ゴ   /余＼

4644

▲

…
ll )

一イ嘲一$
鰯 :鼠 闇

=酬
匠        |

三二Ⅲ)|,11111

-咽

           

韻

1649
|

幸 4訥 諭

1654   ==EEEEIIEE■
  =ElllElllll二 i   幹 ■    ?  li4  10cm

第248図 Ⅱ区木製品① (S=1/4)

―-295-―



B~日 荒 60   R661  

ヤ

⌒        
一 ―

     艤

B一日荒60

硼
　

一
　

　

【
　

　

　

ゴ

' 1665 V

I涌 h r‐M・ 詮_

型m縮…

==ゴ
諫 圃_爛

諷 却       MIIEllF f      ―
こ

1680

―1    1     1

1686

1         1
、ヽ      心

―
   a     /ィ rモ′ぢ/々//rイ 子〔,″ヶ杉

/―
f~  日

|         |
遼運弧

IEこ

こ三
ii与手♀

~た
7縄

!噂

第249図 Ⅱ区木製品② (S=1/4)   
性__ュ望生__学m

―-296-―



第 4章  Ⅱ区の調査
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木製品

第248図、249図 は木製品である。 (網掛け部分は赤漆、黒色部分は黒漆)1636～ 1644は 漆碗であ

る。1636は 内面及び体部外面は黒漆で所々赤漆が使われている。ただ風化が激 しく模様等は分から

ない。器形は広 く浅めであり、底部は削り出し高台になっていない。1637は 内面赤添、外面黒漆で

底部は削り出し高台になっていない。1638は 内面及び体部外面は黒漆で、内面見込みに lヶ 所赤漆

で雁のような模様が施されており、体部外面にも赤かが残っている。高台内部は現状で漆は残って

いない。 1639は 内面赤漆、外面黒漆で、底部高台内面 も黒漆と思われる。1640は内面現状茶色の

漆、外面は底部高台内も含めて黒漆で、体部に lヶ 所「ハ」の字状に赤漆を確認 している。また内

面の茶色であるが、もともと茶色なのか、埋蔵中等に変化 したものかは分からない。1641は 内面及

び高台内も含めた外面ともに赤漆である。1642は 内面赤漆、外面黒漆で高台内は現状でみは残って

いない。1643は 内面及び高台内も含めた外面黒漆で内面見込みに赤漆で模様が施されている。1644

は内面及び高台内も含めた外面黒漆で高台内中央に「一」と赤漆で書かれている。1645は 連歯下駄

である。1646は 火きり臼である。板状の木材に4ヶ 所穴があいており、中は炭化 している。1647～

1651は折敷等の部材と思われる。1649は 焼痕が残っている。1652は 杓文字状木製品である。1653は

栓状木製品である。全体は黒漆が塗 られていたと思われる。 lヶ 所穴が穿たれており、また頭の部

分の門は面とりされている。棒状の部分は途中で折れていると思われる。1654～ 1656は 曲物等の部

材であると思われる。1657は 折敷等の部材と思われる。1658、 1659は ケビキの入った部材である。

1659は有機質の革状物質で 2枚の材を留めている部分である。1660は棒状木製品で断面四角い部分

と丸い部分からなっている。1661～ 1663は 把手状木製品である。1664は駒状木製品である。1665～

1667は 円状木製品である。 1666は 表面が炭化 している。1668～ 1670は 箸状木製品である。1671～

1673は 有孔木製品である。 1674は 第の一部の可能性があり、骨角器 もしくは木製品と思われる。

1675は 不明木製品である。 1676、 1677は 棒状木製品である。1678～ 1682は 有孔の板状木製品であ

る。1688～ 1686は 板状木製品である。1685は 両面に朱色の顔料の様なものが付着 している。1687は

2ヶ 所穿孔されたような痕があり、その内側はやや炭化 している。火切 り臼の可能性がある。

1688、 1689は ケビキのある木製品である。1690、 1691は 不明木製品である。

石製品

第250図 は石製品である。 1692、 1698は 石核、1694～ 1696は 剥片の可能性のある石製品である。

1697は 滑石製石鍋の底部である。外面底部は煤けて黒色になっている。二次利用 している可能性が

ある。1698は 台石の可能性がある。網掛け部分は煤けた可能性があり、やや黒色に変色 している。

1699は 石斧の可能性がある。1700は 不明石製品である。1701～ 1703は砥石である。1704～ 1707は 平

玉である。
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図
号

挿
番

実測
番号

真
号

写
番 酬圏

層位 種別 器種
寸法 (clm

形態・文様の特徴 調 整 胎 土 色 調 備考
回径 底 径 器 高

‐９０
下 L ll 弥 生 甕 Ш様式

内 i横ナデ、ヘラ古1り

外 :横ナデ
径 l mm弱 の砂
粒を含む 衆:鍬寝岳騒認子爵協;

190
ト 弥生 甕

Ⅳ-2様式口稼タト部刻み目文
頚部 刻み目魅付突帯

内 :横ナデ
外横ナデ

微粒子の金冨母、長
石、石英を多く含む

内 :灰 色(5Y4/1)
外 :灰 色(5Y4/1)

・９０
上 弥 生 甕

Ⅳ-2様 式日縁端部円形1子 文
顕部 刻み目貼付突常 環:穣チヨ、際の際

徹ll子の長石、
石英を多く含む 質:疫喜層致認¥ミ諮;

190
卜

L9 18 弥生 甕 皿様式
内 :横ナデ
外 :ハケロ 経υが三客歌

内 :灰黄色(10Y6/2)
外 :灰黄色(10Y6/2)

反転実測
磨:`が激しい

‐９０
上 弥生 甕

皿-2またはⅣ-1様式
瞬部 刻み目貼付突帯

内1憔ナス′サロ
外!横ナア、ハケロ?、 8条の凹稼

徽泣子の長石、石
英、黒包粒子を含む

内 :灰黄色(25Y7/1)
外 :灰黄色(25Y7/1) 反転実測

‐９０
下

」
KH の 弥生 甕 (118) Ⅱ～Ⅳ -1様式

内 :指頭圧痕
外 :

微粒子の砂粒
を多く含む

内 :黄灰色(25Y6/1)
外 :黄灰色(25Y6/1) 反転実測

189 M10 18-
弥 生 甕 Ⅳ様式

内 !ヘラ削り、指頭圧痕
外 :ネ明

径1阻弱の金冨母、長
石、石英を多く含む 界i凝自色際予枡;

反転実測

団
上

M10 ８．
② 弥生 餐 Ⅱ～IV-1様式

内
外

径1空弱の全事母、黒雲
母、長石、石英を多(含む

内 :鈍 い貢橙色(10YR7/3)

俯轡雖:(撃と伊ξ攣抄】
n 反転実測

‐９０
上

IB区 弥生 士軍
HI-2様式 口縁端部
刻み目文

内 :横ナデ
外 :横ナデ

径面弱の全冨母、長
石、石英を多く含む

内 :鈍い橙色 (75Y R7/3)
外 :灰白色10Y R7/1)

９ ０

ト M8 弥生 士璽 (273)
lll様 式 口縁部 斜格
子】夫亥1み 目文

内 :ミ ガキ?
外 :横ナデ

径loo,iの R雲母、長
を、百芙を多く含む

内 :灰白色(25Y7/1)
外 :灰白色 (25Y7/1)

反転実測

523
‐９０
上 ⅡB区 弥生 一宣 騒鯨

式
2財朧陥鶏

に7～箭m幅の粘上を貼り付け

内 :横ナデ
外 :lRナ デ

径2～tH大の長石、徴他
子の長石、百英を多(含む

内 :灰白色(25Y8/1)
外 :灰白色(25Y8/1)

1185
190
上

L12 弥生 士笠

Щ僚式 回線端部 '十 格子状刻み目文、
円形浮文 刻み目文 舛面 少なくとも1

案つ刻み日貼付鮒 詢 献 文

ハ
横

内
外

∈1コ前後の黒雲FJ、長
石、石英を多く含む径1

電六つ髄 泣Tt含む

内 :灰黄色(25Y7/2)
外 :灰黄色(25Y7/2) 反転実測

と90

「

区

選

Ｂ

壁

Ⅱ

ヤ 弥生 士霊
Ⅱ-2様式 回縁端部
芽1み 目文

内
外

径2～ ,□入の石文、徴
也子の石英を夕(含む

内 :灰白色 (10Y R3/2)
外 :灰 白色 (10Y R8/2)

反転実測
磨耗が激しい

‐９０
下 K10 弥 生 饗

Ⅳ-1様式 口縁部 3
条の凹線

内 I横ナデ、ハケロ
タト:横ナデ、ナデ

微粒子の金雪母、
長石、石英を含む

内 :鈍 い黄橙色(10Y R7/8)
外 :鈍 い黄橙色810Y R7/3) 反転実測

1188
‐９０
下 M10 ８．

② 弥生 士璽

Ⅳ様式 口縁部 2～ 3条の

里録
ヽ
〕穏々a量奏の際

内 !横ナデ、横ハケロ
横ナデ、縦ハケロ 蝉鉤］舶

界:説轡遭編角塙!チ屏
7/2)

反転実測

524
190
下

IB区 弥生 壷 n様式
内

外
横ナデ、′サ ロ
積ナデ、ハケロ

伝血弱の黒雲母、長
石、石英を多く含む

内 :灰 白色(5Y8/2)
外 :灰白色(5V8/2)

反転実測

‐９０
下 弥 生 一霊 踏尊勇尿ζ豊

部箆摘斜格内

外
IIIEュ前後の長石、
石英を多く含む

内 :鈍 い黄橙色(10Y R7/4)
外 :鈍 い黄橙色810Y R7/4)

190
下

】ヒ壁溝 弥生 士質 ∫雛 鴨耳娩
線、3条の波状文

内 i不明
外 :不明

やや粗い 内 :鈍い橙色 (75Y R7/3)
外 :鈍い橙色(75Y R7/3)

190
下

弥 生 〓霊
Ⅳ様式 □縁端部 2条の凹線
内面 6条の凹線

内 :不明
外 :不明

径Inll前 後の長石
石英を多く含む 界:倭自包隣¥誘 ;

磨耗が激 し

団
下

弥生 騒魏鰯錨鶏螢β熙
工具による束1突文が施されている

内 :不明
外 :不明

径IIEE‐ 後の金雲母、
長石、石英を多く含む Дi疫自色想予誘!

‐９０
下 弥生 一霊

Ⅳ株式 タト面最低4粂の凹線
を施した後、少なくとも2段の羽
1大文を施している

内 :不明
外 :ハ ケロ

径1回前後の長石、石薙
多(含む石英を多(台む

内 :浅黄橙色(10Y R8/3)
外 :浅黄橙色(10Y R8/3)

ll分 け者の為赤黄色
に変色鳳化苦しい

190 】6蜃届
トレンチ 弥生 士要

Ⅳ様式 外面 箆状I呉
による凹線文(最低5条 )

内 :ハ ケロ
外 :不明

とに弱の金雲母韻
石、石英を多く含む

内 :灰自色(25Y8/2)
外 :灰白色(25Y8/2)

磨耗が激し

485
‐９‐
上 L10 16下 弥生 士堕 Ⅳ様式 媒 付看

内i積ナデ、ヘズ/1i、
'サ ロ界ハ

ケロ、帽1～ 1“の
'森

つ凹猟脂前lRIIa

確少な(I.・ 粂報、働聴

徹位予V」金学母、長る、
石英を多く台む 径,4. 界1鍬富目琶隅予ミ膀;

反転実測

1197
‐９‐
上

Ｋ９

Ｋｌ０ 弥生 と霊 Ⅳ様式 懲!祐務蘊務純鞘
段、後文鰈か入る、円形浮文

径2mm弱 の砂
粒を含む 界1疑自色隣¥誘 ;

1198 ］
Ｋｌ０

L8-
の 弥生 十霊 皿～Ⅳ -1様式

ガ
ガ

内
外

径 8mm弱 の砂
liを含む

内 :灰白色(25Y7/1)
外 :灰白色(25Y7/1)

反転実測
唇耗が激しい

‐９‐
上 弥 生 高 郵 Ⅳ -1様式

内:回転ナ,
体;回転ナア、少なくとψ祭の凹線

径 1¶¶弱の砂
粒を含む

内 ;灰白色(10Y R8/2)
外 :灰 自色(10Y R8/2)

191
ト Kll 弥生 甕 V-1様式

内 !横ナデ、ヘラ削り
外 :横ナデ、ハケロ?

径3nm弱 の砂
粒を多く含む

内 1浅黄橙色(10Y R3/3)
外 :浅黄橙色(10Y R8/8)

反転実測

‐９‐
上 弥 生 甕 V-1様式

内1積ナスヘラ41,
舛憤ナデ、婢 (とも1条の髯凹緑

径1田弱の砂地を含む
径1は前後の赤色他子
を含む

内 :鈍い橙色 (75Y R7/4)
外 :鈍い橙色 (75Y R7/4) 反転実測

191
ト K12 弥生 餐 V-2様式 界級 4輿冴殺も線

径l mm大 の砂
粒を多く含む 環:褒自色腐予息ア3 反転実測

磨耗が激と

1203
‐９‐
上 弥生 餐 V-2様式

内 :横 ナデ
外 :横 ナア、擬凹線?

径 5Ⅲ m弱 の砂
粒を多く含む 界:優自琶隣¥誘 ;

反転実測
磨耗が激しい

‐９‐
下

24」ヒ
面

弥生 甕 V-3様 式 41離子鑑脇擬凹線
を数回に三って、たしている

径4m砲 弱の砂
粒を多く含む

内 :灰白色(25YS/1)
外 :灰白色(25Y8/1)

反転実測
懸托が激しい

靱
下

M8
第一遺

構面
弥生 甕 V-4様 式

内 :横ナデ、ヘラ削り
外 :横ナデ

径1囮 前後の長石
石英を多く含む

内 :鈍 い黄橙色(10Y R7/3)
外 :鈍 い黄橙色(10Y R7/3)

反転実測

1206
‐９‐
下

K■ 北
寅トレンチ 弥生 甕 V-4様式

内

外
横
横

徴
tl子の金雲母、黒E

母、石英を者干含む
内 :灰白色(10Y R8/2)
外 :演黄橙色(75Y R8/4)

191
下

北

チ 弥生 甕
V-4様式または草園6

期
内 :横ナデ
外 :横ナデ 資好締 チヽiη〔自::t4:¥畳患アち;

‐９‐
下 K12 24 弥生 甕

V-4様式
外面 貝殻刺突文?

内|ヘラ削り
外:少なくとも3条の沈線

徹粒子の黒雲母
石英を多く含む 環1熱婁種g齢 ¥ミ筋〕

1209
191
下 西壁溝 弥生 甕

V-4様式
タト面 貝殻束1突文、列点文 界深監3条の沈線

径2Щ大の石英を含む
徴t子の全雲母、長石、
石英を多く含む

内 :鈍 い黄橙色(10Y R7/3)
外 :鈍 い黄橙色(10Y R7/3)

‐９‐
下 弥 生 甕 (184) 弥生～古墳時代

内 :横ナデ、ヘラ肖1り

外 :皓ナデ
微粒子の景雲母、長
石、石英を多く含む

内 :浅黄色(25Y7/3)
外 :黄灰色(25V5/1)

反転実測

191 K12 弥生 甕 V-1様式
内 :横 ナデ、ヘラ湾1り

外 :横 ナデ、1条の凹線 経製豪客を界:褒自色罷:¥誘〕 反転実測

‐９‐
下 K12 弥生 士璽 V-2様式 または上師器

内 :横ナデ
外 :横ナデ

徴也子の里雲母、長石を
多(台む 径1～?コの赤
色也子をわす)寸:含む

内 :灰白色(25Y7/1)
外 :灰白色(25Y7/1) 反転実測

‐９‐
下

東
溝

北
壁 弥生 高14N (221) V-3様 式

内 :横ナデ
外 :横ナデ

密 径2naヨ ,の砂位
を含む 径1]]前 後
の赤色泣子を含む

内 :灰白色(10Y R3/2)
外 :灰白色(10Y R8/2)

反転実測

N9-09
トレンチ

18-
の 弥生 酬

邪
V-3様式

内 :ベ ラミオキ
外 :ナ デ

微粒子の砂位を
わず力Hこ含む

内 :飩 い黄橙色(10Y R7/2)
外 :鈍 い黄橙色(10Y R7/2)

反転実測

‐９‐
下

餌
濫

Ｊ‐
側 弥生 高 郭 き姦癬!星翻験

の擬瞭 内 :横ナデ
外 :横ナテ

徴也子の笠雲母導雲
母、長石、石爽を多(含む

内 :灰白色(25Y8/2)
外 :灰色(5Y4/1)

191

下
IB区 弥生 器台 V-4株式

内i横ナデ俵ヘラミガキ

外i騰ナデ後ヘラミガキ、ヘラヽガキ
微粒子の金雲母、石芙、
赤色砂粒を多(含む

内 :浅黄橙色(75Y R3/3)
外 :浅黄橙色(75Y R8/3)

反転実測

西壁溝 弥 生 器 台 V-2様式
内 :不明
外 :不明

径1～ 2Ⅷの赤色
ri子、砂社を含む

内 :橙 色 (5Y R7/6)
外 :構 色 (5Y R7/6)

反転実測

第 4章  Ⅱ区の調査

第153表  Ⅱ区土器観察表

一-299-―



図
号

押
番

実測

番号

童
含
巧

写
番

出土地点
Gr/遺構

層位 種別 器種
法 (cm

形態 。文様の特徴 調 整 月台土 色調 備考回徳 底 客 器高

鬱

鬱
土師器 甕 (148) 革田6期 内 :横ナデ

外 :横 ナデ

径血弱のひ池を多く
含む 径2皿 前後の
赤色位子を含む 寮:験屠色協¥ミ筋!

反転実測

東側 ト
レンチ 土師器 甕 (144) 草田6～ 7期 内 :横ナデ

外 :横ナデ
徴粒子の砂li
をわずわWこ 含む 只:疫自]認乎晨誘:

反転実測

1220 土宮T器 甕 (126) 古墳時代前期? 内 :横ナデ
外 :横ナデ

径1la大 の赤色粒
子わす力Чこ含む

内
外 セ書ヨ母4g:宮 tiI¥登患ア:; 反転実測

醒
雌

土師器 甕 (140) 草田7期以 F4 環1腟チア 微粒子の砂粒
を多く含む 衆i疫自色腐¥彫3 反転実測

1222 K■ 南北
トレンチ 土師器 甕 (180) 古墳時代前期 ? 内 :横ナデ?

外 :横ナデ?
微粒子の砂粒
を多 く含む 衆:褒姜糧墨認¥ミ務;

反転実測
磨耗が激しヽ

1223 478 土師器 餐 (192) 古墳時代前期? 内 !横 ナデ、ハケロ?
外 :横 ナデ

径1研Ⅲ大の砂粒
をわずかЧこ含む 界:優婁色t夕:¥彩ち: 反転実 Rl

K ll】 と東
トレンチ 土師器 餐 (170) 古墳時代前期?

横
横

内
外 鰺多て客と粒界1鉛壌橿蚤裕¥吾携;

反転実測

lB区 1

J1314 土師器 饗 饗 I― A類 内 :横ナデ
外 :横ナデ、ハケロ 僑妙見客愁環:妻褒色腕¥影3

M910 レ キ 土 BT器 甕 (167) 饗 I― A類
内
デ
外

ハケロ後 ナ
、ヘラ削り
横ナデ、ハケロ

密 微粒子の
砂粒を多く合
む 環:鍛壌糧色制Vミ擁!

反転実 Al

１

潜Ｋ‐
帳

24
上面

土宮T器 甕 (268) 饗 I― B類
内 :横ナデ

咎:熊島淋爆8 釜製彗患
の砂

界:優要色腐乎務;
反転実測

KH ４
面

２
上 土師器 甕 (272) 饗 I― B頬 豊雪骨♀倉:Fと

文を多く台む 界:螢茎岳亀あ
7/2) 反転実ul

外面 媒付着

1229 IB区 土師器 甕 (242) 型 Ⅱ―A類 ”『ナデ、′、ヶロ
…フ、膨
雄

内

し
、外 ∈恕那三各臥界:鍬寝層蚤認¥A勝 ;

反転実測

1230 IB区 土師器 賽 (153) 疑 Ⅱ―C類 内 :横ナデ、ヘラ肖Iり

外 :検ナデ、ハケロ
径lmm大 の砂
位を多く含む 環1優甍色腐¥鴇 ;

反転実測

土師器 費 (152) 饗 Ⅱ―C頌
径lm弱のひ粒を多

紬争盤T災

の環i疫葵層色脇¥民紛;
反転実 Fl

1232 18 土師器 甕 (240) 饗Ⅱ―Bl頬 環1権チア、穴発
り祭ど騨鶴

ずかに含む 寮:摺炭雹構辞習矛57/り 反転実 Il

K ll 土師器 甕 (236) 饗 Ⅱ―B2類 籍響ダニ各を界:褒壽悟徴認¥爵誘:
反転実測

483 I B EXI
４
下

２
層 土師器 餐 甕Ⅱ―B2類 環i穣すテt^剥り径 3]冊 弱 の砂

粒を多 く含む 只:鍛壌信琶制VA協 ;
反転実測

ⅡB区 ４
下

２
層 土師器 甕 (212) 饗 履―B2類 界:犠す灸会型

り幽弱
ぞ′蹴3

他を多く台む 界:鍛覆穫&認 ¥ミ誘:

反転実 kl

蝶付着

1236
ⅡB区
周溝 土師器 饗 塑蓮コ B2類 径 3 Ⅲm弱 の砂

粒を多 く含む 衆:疑婁箔&認 ¥ミ務; 蜃審薯測

EB区
114 土師器 餐 (272) 霊Ⅱ類または■―A類 環:棧李耳、今李瞥

徹他子のR雲母をわす

焼亮p六娠環:鍛寝撞徴認¥ミ務;
反転実測

N09
トレンチ 土師器 甕 外面 煤付着 界嵯チ灸

^発

り敏粒子の争雲母、里雲
母を夕(含む 2□大の
長石を多(含む 環:褒藍色錢V鴇〕 反転実測

[239 土師器 甕 裂Ⅳ類
内 :横 ナデ、ヘラ削
り、指頭圧痕
外 :横 ナデ、

rI位子の金雲母、黒雲
母を含む 1国 大の辰
石、石芙を多(含む 衆:優福色til¥民 :アウ; 反転実測

L ll 土師器 甕 内 :ナ デ
外 :ナ デ 鷺讐ξ9事耳

せヽ
寮:総雛腐学彫8

区
溝

Ｂ
側

Ⅱ
北 土師器 脚

邪
赤彩 二次的火を受け
ているか?

微粒子の金雲
母を多 く含む 外 :橙色(5YR6/8) 反転実測

〔ヽ8 土師器 高郭 (168) 内 :不明
外 i不明

徹瞬FJ全 部おむト
laわ純併盗む 只:鍬嘔色路乎擁!

反転実測

3 北壁溝 土師器 高郭 (234)
内i横ナデ、ヘラミガキか?

内底部:

外!俄ナデ、ハケロ

微粒子の金雲母、黒
ヨ駄石英を含む
IBI大の長石を含む 只i鵠婆層色【醍誡イ毬 反転実測

7
東
溝

北
壁 土宮下器 高郭 赤彩

ガ
ケ

内
外

微粒子の金雲
Ftを 含む 寮:隅奈橿色静報繋;

反転実測

1245 ⅡA区 土師器 高郭 (156) 内 :不 明
外 :不明

微t子の金雲母、黒雲
母、石英を多(含む1釦

弱の長石を含む 界:疫藷静評鴇;

反転実測
磨耗激 しい

1246 193 北壁溝 土師器 高 堺 制報齊i攘チ季 密 界:毘イ豊檀欲mv M脇
色

反転実測

M78第 一

赳憾面下
土師器 高杯 赤 彩

脚部内:絞り込み
脚部クトi横ナデ、ハケロ

微粒子の金雲
母を含む

０
＞
７
＞

７
β
Ｒ
浴

噸
ＹＲ６
は

ＹＲ６

Ｑ
６
色
６

色
色
橙
色

橙
橙
黄
格

鈍
形
鈍
彩

赤
　
赤

内
内
外
外

反転実測

1248 470 青灰色
粘質土 土自下器

製
脚

土
支

紋位子の黒雪母、石実
を含む径1～ 2田 大の
長石、石英多くを含む

鈍い黄4目色 (10Y R6/3)

1249 K910 第一遺

稽面
土師器

製
脚

土
支

微粒子の軍_f母 、
長石、石英を含む 灰白色25Y7/2)

1250 18-
②

土師器 竃 内 :ナ デ、ケズリ
外 :ナ デ、ハケロ

怪1・・前後の赤色ll子、石
英をわず″‖を含t昼 1～

をコ燕D尿石、多(を 含む
環:疫自色移評務!

J ll 土師器 饉 嶽1未扇ヽ
ケズリ 微位子の黒蜜母、金雲

母を含む 径1⊇ 前後
の長

`、

石英を含む 環:獲宴亀留εttF留 8/3)

1252 M9 須恵器
(古墳)

啄身 寮i目錘す5t々勇Jり

密 微粒子の黒色
位子を多く含む 界:縫麗お

‐９４
上 M9 須恵器

(古墳 )
啄身 内 1回転ナデ

外 1回転ナデ、ヘラ削り
径1¶ m弱の白色社
子の石英を含む 環:雁潤財 反転実測

‐９４
上

須恵器
(古増 )

無蓋
高琢 無甍高郎 Дi目矮チ夏 密 環:疫自呂8¥彩 3 反転実測

‐８
．②

須恵器
(古増)

高 郭 (88) 2方透か し 環:日矮チ夏ヽ
ナテ

呻呻
環i躍艦λ 反転実測



第 4章  Ⅱ区の調査

図
号

挿
番

測
号

実
番

真
号

写
番

由土地点
Gr/遺構

層位 種男Ⅲ 器種
法 (cm)

形態・ 文様の特徴 調襲 男台土 亀調 備考
康 俸 器 高

醜
上 鶴⑩

磁 外面 小さい波状文
内

外
回転ナデ
回転ナデ

密 微位子の石英、白
色粒子をわすかに含む

内 1灰色(5Y5/1)
外 :暗灰色(N3/)

削
土

東北壁
溝

須恵器
(古墳 )

甕
内 :同 心円 タタ■

外 1平行 クタキ
密

内 :灰 白色 (N7/)
外 :灰色 (N6/)

‐９４
上

須思器
(古墳)

甕
内 :同 心円タタキ

外 :平行タタキ
密

内

外
灰色(10Y6/1)
暗灰色(N3/)

1259
‐９４
上

L ll

南壁溝
牡
面

須恵器
(古代 )

郭 蓋 郭蓋 I類
内 :回転ナデ、ナデ

外 :回 転ナデ

密 徴粒子の

長石を多く含む

内

外
灰色 (10Y5/1)
灰色 (N5/)

1260
‐９４
上

K10 須恵器
(古代)

郭蓋 (139)
jTNttШ類

内:回転ナデttナデ

外:回転ナア、ヘラ百1り ? ` 
微粒子の長石

を多く含む

内

外
灰色 (N5/)
灰色 (N5/)

反転実測

‐９４
上 爛ｍ

郭 畜
邸蓋Ⅱ類 外面 自然

釉付着

回転ナデ

回転ナデ

密 欲粒子の石英、白
螢世子をわずかに含む

内 :灰白色(5Y7/1)
外 :灰白色(5Y7/1)

‐９４
上

須恵器
(古代)

邦 蓋
郭蓋Ⅲ類 かなりの歪
みあり

回転ナア、ナデ

回転ナデ、ヘテ削り後ナデ

き 径l led協 の長
石、石英を多く含む

内 :灰色(N4/)
外 :灰色(N4/)

1263
‐９４
下

K10 ８．
② 縛い

高台
付邪

(78) 郭 I― Bl類
内:不明
外i回転ナデ ヘラ切り

径i nl大 の長石、
石英を多く含む

内 :灰色 (5Y6/1)
外 :灰色 (6Y6/1)

反転実測

1264
‐９４
下

須恵器
(古代) 付郭

51 郭 I― A類 内 :回 転ナデ後ナデ

外 :回 転ナデ
客 後位子の長石、

石突をわすかに含む

内

外

:灰 色 (10Y5/1)
:灰 色 (10Y5/1)

1265 嘲鱗
須恵器
(古代 )

郭 (47) 必 顧-2類 回転ナデ後ナテ

回転ナア 回転糸切り
密 徴粒子の砂粒
をわす力‖こ含む

青灰色 (5B5/1)
青灰色 (5B5/1)

‐９４
下

H区東側
粘土

須思器
(古代 )

皿 (100) 皿 ■-2類 内:回転ナデ

外 :回転ナデ 糸切り
α 微泣子の白色
也子をわすかに含む

内:灰色(N5/)外 :灰色(N5/)

外国縁:灰色(N4/)
反転実測

2
IB区
J13

須恵器
(古代)

皿 皿Il-2類
内 1回転ナデ

外 :回転ナデ 糸切り

径1～ 2師の砂粒
をわず力‖こ含む

内:灰色(5YS/1)

外 :灰色(5YO/1)～ 灰色(N6/)

1268 癬ｍ
高台
付郭

(82) j4NI― B2類
内i回転ナデ、ナア

外1回転ナデ 回転糸切り

径lEdの 白色社子を

含む 径3nHの ひ泣

をわすかに含む

内 :灰色 (N5/)
外 i灰 色 (N4/)

反転実測

1269
８．
② 鶴ｍ

付郭
(82) IIN I― B2類

内1回転ナデ、ナデ
タト:回転ナデ 回転糸切り

径I田弱の白色也

子、徹粒子の石英、

黒色粒子を含む

内

外
灰色 (N5/)
灰色 (N5/)

反転実測

415
‐９４
下 北壁溝

須恵器
(古代 )

台
雰

高
付 (146) 皿 I-2類 内1回転ナデ

外1回転ナデ 回転糸切り
径 1～ 3mII大の

長石を含む

内

外

オリーブ灰色 (25Y6/1)
オリーブ灰色 (25Y6/1)

反転実 Rl

‐９４
下

M910
N9

第1道

構面下 鶴い
台
郭

高
付 (118) 琢 I Bl類

内:回転ナデ後ナデ

外:回転ナデ ヘラ切り

密 微粒子の長石、

石央を含む 径548

の石を1,含む

内 :灰白色(N7/)
外 i灰色(N6/)

反転実測

1272 削
下

M91011 須恵器
(古墳)

高雰 (249)
内

外
回転ナデ後ナデ

回転ナデ

密 徹粒子の石英

をわすかに含む

内

外
灰色(5Y6/1)
灰色(5Y6/1)

反転実測

‐９６
上

ⅡB区
1 14

須恵器
(古代)

雰 (120) (70) ITN �-2類 内:回転ナア

休i回転ナデ 回転糸切り
鱒
姫

密
ゎ

内

外
灰色 (N6/)
灰色 (N5/)

反転実測

‐９６
上 K12 須意器

(古代 )

郭 (128) (79)
イ�-2類 体部 歪み

あり

内1回転ナテ
VI:回 転ナデ 回転糸切り

密
内

外
灰白色(75Y7/1)
灰色(75Y6/1)

反転実測

トレン
チ9

須恵器
(古代)

雰 (121)
郭�-2類  内面 ベラ

i己号
内:回転ナデ、ナデ

タ|:回転ナデ 回転糸切り

内:灰色(10Y6/1)

外:灰色(10Y5/1)～ 灰色(10Y71)

一部反転実

測

1276 385
I B EXE

1 14 鰯い
郭 67 不 �-2類 内:回転ナデ、ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り

密 徴粒子の石英
をわす力1こ含む

内 :灰 白色(25Y7/1)
外 :灰白色(75Y7/1)

磨耗が激 し

1277 朗
上

K12 須恵器
(古代)

堺 (100) 罫 �-1類 内:回転ナデ

外:回転ナデ ヘラ切り
奮 微粒子の長石、
石英を夕く含む

内 :灰白色(5Y7/1)
外 :灰白色(5Y7/1)

反転実測

1278
‐９６
上

須恵器
(古代)

郭 (76) 不■-1類 内:回転ナデ

外:EHI転 ナデ ヘラ切り
密 微粒子の長石
をわすかに含む

内 i灰 白色(N7/)
外 :灰 白色(N7/)

反転実測

‐９６
上

L ll
須恵器
(古代 )

台
郷

高
付 (136) (76) IIN i-2類

内:回転ナデ
外:回転ナデ 回転糸切り

密
内

外

t灰 白色(5V7/1)
i灰 白色(5Y7/1)

反転実測

1280 IB区 鶴ｍ
台
郭

高
付 (79) スi-2類

内:回転ナデ、ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り
密 微粒子の

石英を含む
内:灰白色(5Y71)

外:灰自色(5Y3/1)～ 具色(10Y2/1)

反f・実測
二次的火を請け
ているか?

399
‐９６
上

須恵器
(古代)

台
郭

高
付 (66) イ i-2類 内:回転ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り

内

外
灰色 (10Y6/1)
灰色 (10Y6/1)

反転実測

1282
‐９６
上

Ⅱ B区 須恵器
(古代 )

皿 (142) (32) 底部 歪みあり
内:回転ナア、ナデ

外1回転ナデ 回転糸切り

径1田 大の赤色他子、長石

をわすかに含む 徹t子

の石英を前

'1こ

台む

内

外
灰自色(25Y7/1)
灰白色(5Y7/1)

反転実測

朗
上

東壁溝
須恵器
(古代)

皿 (148) (88)
内1回転ナデ

タト1回転ナア 回転糸切り

密 徹粒子の長石、
石英をわすかに含む

内

外
灰色 (N6/)
灰色 (N6/)

反転実測

‐９６
上

須恵器
(古代 )

皿 (128) (68)
内1回転ナデ、ナア

休〔回転ナデ 回転糸切り
密 微粒子の長る、

石英をわすね‖こ含む

内

外
灰白色 (N7/)
灰白色 (N7/)

反転実測

4
‐９６
上 ⅡB区 須恵器

高台付
ITN I

t体 部安
帯村き)

(170) (113)
体部に1条の突帝あり
回縁部 歪みあり

内i回転ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り
密 微粒子の長
石、石芙を含む

内

外
灰色 (N5/)
灰色 (N5/)

反転実測

1286
‐９６
下

９

１ ‐

Ｋ

Ｋ

８．
②

須恵器
(古代 )

壷 (68)
壺 α 内面

着

自然rt付 内

外
回転ナデ

回転ナデ
密

内

外
灰色く5Y5/1)
灰色 (10Y4/1)

反転実測

1287 朗
下

須恵器
(古代)

士蜜 壼 α
内

外
回転ナデ

回転 ナデ
密

内 :灰白色(N7/1)
外 :灰白色(N7/1)

1288 396
‐９６
下

須恵器
(古代)

士堕
壺β 外面 二段の粗
い波】大文

転
転

回

回

内

外
密 微粒子の長石、

石実をわすお】こ含む

内

外
灰色(N4/)
黒色(N2/)

団
下

４
面

１
下

須恵器
(古代)

士電 (144)
壺β 内面
者

自然釉付 内

外
回転ナデ

回転ナデ
密

内

外
灰色(10V6/1)
灰色(N5/)

反転実測

‐９６
下

16
須恵器
(古代)

又
壷

甕

は
外面 自然釉付着

内 :回転ナデ

外 :回転ナデ
密 微粒子の

長石を含む

内

外
灰色 (5Y5/1)
灰色 (5Y6/1)

団
下

K12 須恵器
(古代)

壷 外面頸部 貼付突器
内

外

t回転ナテ
t回 転ナテ

密
内

外
灰色 (N6/)
灰色 (N5/)

反転実測

‐９６
下

K12 須恵器
(古代)

士璽 外面顎部 貼付突帯
内

外

!回 転ナテ

:回 転ナテ

密 微也子の長石、

石英をわすかに含む

内

外
灰色 (NO/)
灰色 (N5/)

反lr実測

1293
‐９６
下 齢

飾 籍い
額

士
質

(150) 口縁部 自然釉付着
回転ナデ

回転ナデ
密 歓粒子の長石、
石英をわず力1こ含む

内

外
灰色(N6/
灰色 (N6/

反転実測

‐９６
下 西壁薄

須恵器
(古代)

士蔓
内i回転ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の長石、

る交をわす力‖こ含む

内 :灰色 (N5/
外 :灰 色 (N4/

‐９６
下

L10'11
,12ベルト 砂層

須恵器
(古代 )

(62) 内面 自然釉付者
内

外
回転ナデ
回転ナデ

密 徴li子 の長石、

石英をわす力‖こ含む

内

外

t灰色(N5/)
t灰色(N4/)

反転実測

-301-



図
号

膵
番

実測
番号

写真
番号 卿嘲

層位 種別 器種
なくcmケ

形態 。文様の特徴 調整 胎 土 色 調 備 考口径 底 径 器 高

‐９７
上 駆

峙
須恵器
(古代 )

鰤
壷 唇娯篇習響 

内面 内:回転ナデ
外 :回転ナデ、ヘラ肖1り

密 微粒子の白色J粒

毛†阜与り・
tI掲色興:隠 N酪 反転実測

‐９７
上 ⅡB区 鶴ｍ

長1同

昂
川可
彦黙憩帝』

面肩
界1目露子ヨヽ

ナテ
ぞ、議顕35 環:階 N:お 反転実測

‐９７
上 K10 趾

面
須恵器
(古代)

長胴
長胴壺 I類 内 :回転ナデ

外 :回 転ナデ 署、摯顕 3悉 界婚良似驚/)
反転実測

442‐

1

‐９７
上

側

ＪｌＯ

」１０

川

剛

Ｋｌ０

↑
②
勉

須恵器
(古代 )

長胴
外面肩部 二条の沈線 内 :回 転ナデ

外 I回 転ナデ
空気が入り、大きな膨
らみが多く競られる 只:優目盈捗;/)

1300と 同一旧
体の可能性大

４ ２

２
朗
上

KH 鶴ｍ
帥

士
望

長胴壺 H類 内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

空気が入り、大きな膨
らみか多く観られる 寮:疫自討腸7)

反転実測

解勝航却
‐９７
上 K12 須恵器

(古代 )

長胴
貼付突帯 寮1目錘チ写 岳踊 懸

ヽ
寮:縫居語影t¢

反転実 fal

1302 ‐９７
上 Ⅱ B区 須恵器

(古代 )

帥

士
空

貼付突帯 内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

密 徴粒子の長石、
石英をわず力Hこ含む 界:庚琶尉醇子

/)
反転実測

198
Ｊ

Ｋ
17
24

須恵器
(古代)

甕 (160) 変 S類 弁星4幣膀 密 環i階 N財 反転実測

８．
② 籍帥

甕 (212) 晉具編寸彗
函顎部

A:目矮チ写 著、磐笑乏客忌興:階N錦 反ほ実測

IB区 鶴ｍ
甕 外面 4条 の波状文

内 :回転ナデ
外 :回転チデ 密、箸箕憲督辱衆:疫色t留 :ア ;

L10 ８．
② 鶴ｍ

甕 賽よ鶉湖段藉ヨ惚磐輩内 :回転ナデ
外 :回 転ナデ 密 環1紹 N馴

1307 K12 須恵器
(古代 )

餐 晉次霜特で
面頸部

冗1日彗;ヨ
耐円″キ

密 界1縫際¥霧 ;
反転実測

1308 198
８

溝

Ｊ

北 17 須恵器
(古代)

甕 墾Ⅱd類 内 :輪オと1大 タタキ
外 :平行タタキ 雷色C辛磐薯窓 界:倭色tN:サ !

431 K12
灰
砂
十

青
色
管

須恵器
(古代 )

甕
馨

面肩部 自然釉付
弁:∇1孵膀 密 界i籍 N脇

K9 ８．
②

須恵器
(古代)

甕 褻 Ⅱd類 内 :同心円タタ■
外 :平行タタキ 密 寅:騒 N4お

ⅡB区

北壁西側
須意器
(古代)

甕 饗 Ib類 内 :同′Ёヽ円タタ■
外 :平行クタキ

密 径lm弱 の白色位
子を含む 微粒子の石
芙をわす力寸こ含む 環1自褒獣N協

須恵器
(古代)

甕 甕 Ic類 興1辛客多多: 密 衆:喜疫色8::枡 ;

198 IBⅨ 須恵器
(古代)

甕 饗 Ia類 内 :同心円タタキ
外 :平行タタキ

密 径I ma弱 の白色il

子を含む 微十,子の石
芙をわず力‖こ含む 環:自紹 N協

ⅡB区 須恵器
(古代)

甕 晉次亀将着 面肩部 内 i同 心円 タタキ
外 :平行 タタキ

微粒子の石英を
わずかに含む 環:優§N財

区
溝

Ｂ
側

Ⅱ
北

須恵器
(古代)

甕 褻 Ⅱb類 内 :同 心円タタキ
外 :平行タタキ 密 界:優且尉醇∫

の

ⅡB区 須恵器
(古代)

餐 劉 Ha頬 内 :同心円タタキ
外 :平行クタキ ぞ英朗解石

寮1優自徴N協

K」 ８．
②

須恵器
(古代 )

甕 変Ha類 内 :同心円タタキ
外 :平行 タタキ

密 微粒子の長石、
石英をわす力Hこ含む 衆:階認予酵3

ⅡB区 塩
器

製
土

内 :不明
外 :未調整

径1～3□の赤色LI子を台む
径1～ 3四の黒色u子を多く
含む 1,所 ICXS田の黒色
粒子を台む 微粒子の金雲
母を含む 灰白色の層をわ
tVlに 1,層状に含む

環:鯰否糧色腐乎岳腕;

446 IB区 製塩
土器

内面 製塩時に物質付着か?(灰

白色N7)J/1面 繊粧状の空隙あり 整
デ
調

ナ
未

内
外 會蹴

、赤
灰白色の唇を層状に含む ДI鍬羅 8゛ Mゝ)

1320 聴
嚇

塩
器

製
土 回縁径推定100m

内 :ナ デ、指頭圧
痕
外 :指頭圧痕

径1皿前後の赤色粒子を
わすカイこ含む
徴粒子の金雲母、石英を
わず力1こ 含む
責白色の層を層状に含む

環:慶妻糧畳旅Vミ誘}

Ⅱ B区 製塩
土器

内 :横ナデ
外 :未調整

ξ伊弱嚇飩子を兄
徴粒子の金雲母を台む
灰白色の層を層状に含む

Ai縣蟹殿碑R7

1322 唖防姓
製塩
土器

□縁径推定8 0cm
内 :ナ デ
外 :未調整

興郎 篭 鵬 幡 告
位子を含む 歓粒子の金
雲母、石笑を多ぐこ含む
灰白色の層を層状に含む

寮i鍬縫籠¥畳霧!

噸
”

製塩
土器 旱鞠 遭染鮮 内 :穣ナテ

外 :未調整

径1～ 4]dの 赤色粒子
を多く含む 微粒子の
金雲母をわすかに含む

チ

'1農

:葺奪目:gt子 :¥ミ患アi;

1324 ⅡB区 |

151F溝

製塩
土器

内 :横ナデ
外 :未調整

径1同弱の赤色粒子を含む
敷細な黒色粒子をわずかに
含む 歓也子の金雲母をわ
ず力,こ 含む
灰白色つ層を層状に含む

環1層畳〔:¥畳子サ:;

200 K ll
８．
②

塩
器

製
土

内 :横ナデ
外 :指頭庄痕 中　呻呻

触
‐‥含む鮎
雌

環:嬰挟琶£
=苺

心γ
3)

448 蒟
咆

塩
器

製
土

外面繊維状の空隙あ
り

内 :横ナデ
外 :未調整

径Iau大～1則llの赤色世
子を含む
微泣子の金ヨ母を含む
灰白色の層錮 状に含む

環:縫 8彰ミ擁:

1327 製塩
土器

口縁径推定10 0cm 痕
デ
圧

ナ
頭

横
指

内
外 ℃投弩僻 乃4

子の金雲母を多く台む 衆:鍬羅 8Vミ雛;

1328 200 II B区
塩
器

製
土 農

サデ、柳班
外 :未調整 身雛聯攣髯醗

灰白色の層を層状に含む
衆:擬想遷色i:乎 畳なサ:!

IB区 塩
器

製
土 傘戻温涯霧懃馳拝 沈 内 :ナ デ

外 :未調整 緒窃観鋏そ第
じ

ДI幾婁藩笹岳隅テニf/4)

唖酷
製塩
土器 中採絢蹴絆許じ

内 :ナ デ
外 :未調整

径1～5剛大の黒色ll子を
わず力,こ含む径2～3団の
赤色位子を少し含む 寮:糧径為醍誡チd 未使用の可

能性大



第 4章  Ⅱ区の調査

凶
号

師
番

実測
番号

真
号

写
番

出土地点
Gr/造 構

層位 種 別 器種 形態・文様の特徴 調 整 月台土 色調 備考
口笹 底径 緊 恵

9
土師質
土 器

郭 (116) 不 I 頬
内:回転ナアナデ
タト:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の黒雲母、

長石、石芙を含む

内

外
灰黄色(25Y7/2)
灰黄色(25Y7/2)

一部反転実
測

1332 K」
質

器

土

土 琢 (148) (46) 郎 Ⅱ類
尚!回転ナア

外:日伝ナア 回転糸切り

密 微粒子の金雲
母をわずかに含む

内 :鈍い橙色(5YR7/4)
外 :鈍い橙色(5YR7/4)

反転実測

208
質
器

師土
土 郭 (148) (55) 郭Il類

内:回転ナデ

外:回転ナ, 回転糸切り

密 微粒子の金雲
母を多く含む

内:鈍い橙色(75YR7/4)
外 :鈍い橙色(75YR7/4)

反転実測

202 N8
質

器

師土

土 啄 必Ⅳ類
内:国 llナデ

休i回lrナデ 回転糸切り

雷

母
微粒子の金雲

石英を含む

内

外

!演黄橙色(7 5YR3/6)
1浅黄橙色(75YR8/6)

L10東側
サブトレ 16

質
器

土
土 啄

軸強成形・輯輯調
整ではない

内

外 密
灰白色(2 5YR8/2)
灰白色 (2 5YR8/2)

1336
８．
②

土師質
土 器

皿 14 皿 I類
内:回転ナデ
タトi回転ナ, 回転糸切り

密 微粒子の金雲
母を多く含む

内

外
灰黄色(25Y7/2)
灰黄色(25Y7/2)

1ヽ9
”
７

質
器

土
土

皿 16 皿 I堰
内:回転ナア、ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り

密

母
微粒子の金雲

石英を含む

内

外
灰黄色 (25Y7/2)
灰黄色 (25Y7/2)

1338
８．
②

質

器

師土

土 皿 邸
輝

類
ガ

　́
後

―
切

皿
糸

明

明

不

不

内

外
密 微粒子の金雲
母を含む

内

外
暗灰黄色(25Y5/2)
暗灰黄色(25Y5/2)

踏耗が激しい

K10
土師質
土 器

皿 (76) (48) 皿 I類
内:回 l・ナデ、ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り
密 微粒子の赤色

粒を含む

内 i鈍い橙色(5YR7/4)

外 1鈍い橙色(5YR7/4)
反転実測

Kll
８．
②

質
器

土
土 皿

皿 I´ 類 底部糸

切 り後ナデか ?
内 :回 転ナデ

外 :回 転ナデ
8 徴粒子の石英を含む

径5dl大 の位子を含む

内 !鈍 い黄色(25Y6/3)

外 :鈍 い黄色(25Y6/3)

外一部 :鈍 い赤掲色(5YR6/4)

253 K10 ８．
②

土師質
土 器

皿 57 皿 I´ 類
内!回転ナデ、ナデ
クト:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金雲母、
石英を多く含む

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/2)
鈍い黄檻色(10YR7/2)

1342
MN9
1ヽ10

土日下質
土 器

皿 77 14 皿 I類
内!回転ナデ

外:回転ナア 回転糸切り

径1～ 2am前後の赤
色粒子を含む

内

外
浅橙色 (5YR8/3)
橙色 (5YR7/6)

質
器

土
土 皿 (73) (46) 皿 I´ 類

内!回転ナア、ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り
密 微粒子の金雲母、赤
色粒子をわす力Чこ含む

内

外
鈍い橙色(5YR7/4)
鈍い橙色(5YR7/4)

反転実測

1844 K910 琳
層

土師質
土 器

皿 (36) 15 皿 Ⅱ類
内:回転ナデ

外t回転ナデ 回転糸切り

密 微lr子の黒雲母、
長石、石英を多く含む

内 !鈍い黄橙色(10YR7/2)
外 !鈍い黄格色(10YR7/3)

反転実Rl

唇耗が激しヽ

1345 K10
８．
②

質

器

師土

土 皿 (82) (52) 皿 Ⅱ類
内i回転ナデ

外1回転ナデ 回転糸切り

微粒子の金雲母を

多 く含む

内

外
鈍い橙色(5YR7/8)
灰褐色(75YR5/2)

嬢
紗

1346 17
質
器

師土
土

皿 (80) (36) 16 皿Ⅱ類
内:回転ナデ
タ|:回転ナデ 回転糸切り

内 :明 掲灰色(7 5YR7/2)

外 :灰白色(10Y8/2)

外底部 :鈍い橙色(5YR7/3)

反転実i則

磨耗が激しい

Ю
鉤

８．
②

土師質
土 器

皿 (64) (25) 皿Ⅱ類
内:回転ナデ タli日転ナデ

回転糸切り後ナデ?

gF 微粒子の金雲
母を多く含む

内

外

t鈍 い橙色 (75YR7/4)
t鈍 い橙色(75YR7/4)

反転実測

馨ttが激しい

1348
８
面

１
上

質

器

師土

土 llll (71) 皿Ⅱ
´
類

内i回転ナデ、ナデ

外1国 14ナデ 回転糸切り

賢

母
微粒子の金雲
石英を多く含む

i明 褐灰色 (7 5YR7/2)
:浅黄橙色 (75YR3/3)

一部反転実測
落耗が激しい

８．
②

土師質
土 器

皿 66 皿Ш類
内:回転ナア、ナ

'外:回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金雲
母を多く含む

内 i鈍 い黄橙色(10YR6/3)
外 :鈍 い黄橙色(10YR6/3)

1850 Kll
18-
②

質

器

土

土 皿 17
皿Ⅱ類 底部の一

部煤付着
内!回転ナデ、ナデ

外i回転ナ, 日転糸切り
密 微粒子の長石、
石英を多く含む

内

外
鈍い橙色 (5YR7/4)
鈍い橙色 (5YR7/4)

L12
質
器

土
土 皿 (88) 皿Ⅱ類

内i回転ナア、ナデ

外1回転ナデ 回転糸切り
微粒子の金雲母、長
石、石英を多く合む

内

外
橙色(25Y6/6)
橙色(25Y6/6)

鶏耗が激 し

K10
８．
②

土師質
土 器

皿 42 皿Ⅱ類
内:回転ナデ、ナ,
外!回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の金雲
母を多く含む

内 :鈍い権色(5YR7/4)
外 :鈍い橙色(5YR7/4)

磨耗が激し

質
器

土
土 皿 (72) (30) IIⅢ

´
類

内i回転ナア

外1回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の石英
を多く含む

内 :灰黄褐色(10YR6/2)
外 :灰黄褐色(10YR6/2)

反転実測

1354 K10
８
面

１
上

質

器

師土

土 皿 (78) (50)
皿Ⅳ類 外面灰色

物質付音

内:回転ナデ、ナデ
タト:回転ナ

' 
回転糸切り

密 微粒子の金雲
母を多く含む

内

外
鈍い黄桂色 (10YR7/3)
鈍い橙色 (5YR7/4)

反転実測

唇耗が激しい

土師質
土 器

皿 (68) (56う と4 皿Ⅳ類
内!回転ナデ

外!回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の長石、
石英を多く含む

内 :鈍 い黄橿色(10YR7/4)
外 :鈍 い黄橙色(10YR7/4)

反転実測

K9
K ll

８．
②

質
器

土
土 皿 (67) (48) 皿Ⅳ類

内:不明
外i不明 回転糸切り

密 微粒子の金雲
母、長石を多く含む

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/2)
鈍い橙色(7 5YR7/3)

反転実測

磨耗が激と

質

器

師土

土 皿 (80)
内

外
回転ナデ

回転ナデ
密 微粒子の石蒙
を多く含む

内 :鈍 い橙色 (75YR7/4)
～明褐灰色(75Y R7/1)
外 :鈍い橙色 (75YR7/4)

反転実測

1358 16
質

器

土

土 皿 (106) (78) IllW´ 類
内:回転ナデ、ナデ

外:回転ナデ 底部不明
密 微粒子の黒雲
母、石英を多く含む

内 :灰褐色(75YR6/2)
外 :灰褐色(75YR6/2)

反転実測

1359 Q222
質
器

師土
土 皿 57 IILⅦ類

内!回転ナデ、ナア
クトi回転ナデ 回転糸切り

優2～〕コ前後の長石、石英を多(3
とは部に径IO・六の石おむ

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/2)
鈍い黄橙色 (10YR7/2)

249 K10 18
土日正質
土 器

皿 (68)
内 :回転ナデ
外 :不明 底部?

密 微粒子の石英
をわずかに含む

内 :灰黄色(25YR7/2)
外 :灰黄色(25YR7/2)

一部反転実
測

1361 18
質

器

師土

土 皿 (70) (42) 12
内i回転ナア

休i回転ナデ 回転糸切り
密 微粒子の石英
を多く含む

内

外

:浅黄色(5Y7/3)
:鈍 い橙色(7 5YR6/4)

1362 ユ 雛
緬

質

器

師土

土 付郭

:回 転ナテ

:回 転ナテ

密 雲母多く含む径5コ ュ大

の明赤褐色の粒子を含む

内 〔淡褐橙色(10Y R8/3)
外 :鈍い赤褐色(5YR5/4)
～鈍い黄橙色(10Y R7/3)

土師質
土 器 付郭

内 :回転ナデ、ナデ

外 :回転ナデ
密 微粒子の金雲
母を多く含む

i鈍 い黄橙色(10YR7/2)
i鈍 い黄橙色(10YR7/2)

一部反転実
測

1364
質
器

土
土

台
郭

高
付

内i回転ナデ、チア

タIi回 転ナデ回転糸切り後ナデ

in担 前後の朱色の

砂粒を含む

内

外
浅黄橙色(10YR8/3)
浅黄橙色(10YR3/3)

反転実刑
全体的に暦耗し
ており調整分か
りにくい

質

器

師土

土 付郭

内1回転ナデ

外1回転ナデ回転糸切り後ナア
密 微粒子の金雲母、石英を多
く含む ita大の粒子を1,含む

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/3)
鈍い黄桂色(10YR7/3)

Kll
質
器

土
土

台
郭

高
付

内i回転ナデ

外i回転ナデ回転糸切,後ナデ

密 微粒子の金雲
母を多く含む

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/3)
鈍い黄橙色(10YR7/2)

外面一部黒
色

」K10
‐８
．
②

質

器

師土

土
高台
付郭

(70) 回転糸切り後ナ

密 微粒子の金雲

母を多く含む

内

外
鈍い黄橙色(10YR7/2)
飩い黄橙色(10YR7/2)

反転実測

N～ 09
トレンチ

質
器

土
土

台

皿

高
付

4)(11 内面黒色
内 :回転ナデ

外 :回 転ナデ
密 微粒子の金雲
母、石英を多く含む

内 :灰褐色(75Y R5/2)
外 :鈍 い黄檀色(7 5YR7/4)

反転実測

Kll
質

器

師土

土 啄 内面黒色
内 ;回転ナデ

外 :回転ナデ

密

母
微粒子 の金雲

石英を含む

内

外
黄灰色(25Y4/1)
灰白色 (5Y7/1)

北壁溝
質

器

土

土 郭 内面黒色
内

外
回転ナデ

回転 ナデ

密 微粒子の黒雲
母、石英を少し含む

内 1黒褐色(10Y R3/1)
外 :鈍 い黄橙色(10Y R6/8)

―-303-一



図
号

挿
番

測
号

実
番

写真
番号 剛棚

層位 種 別 器種
法 (cm

形態。文様の特徴 調 整 胎土 色調 備考□俸 廣 客

Ｋ」８

」９
第 l lEI

惜面下

質
器

土
土 琢 内面黒色

内 :ミ ガキ ?
外 t?

密 微粒予の長石、
石英を少し含む

内

外
黒色(10Y R2/1)

鈍い黄橙色(10Y R7/2)

204 KH
質

器

師土
土 郭 内面黒色

転

転

回

回

内

外
密 微粒子の金雲
母を含む

内 :黒褐色(10Y R3/2)
外 :黒褐色(10Y R3/2)

KLll 18
質
器

土
土 琢 内面黒色

内i回転ナデ後ミガキ?

外!回転ナデ 凰転糸切り

密 微粒子の黒雲

母を含む

内 :黒褐色(10Y R2/1)
外 :鈍 い黄橙色(10Y R7/2)
～掲灰色(10Y R5/1)

MN9
M10

第 1遺

構面下

質

器

師土

土 郷 (65) 内面黒色
内!回転ナア

外i回転ナデ 回転糸切り

密 微粒子の石英
を少し含む

内

外
黒色(10Y R2/1)
鈍い黄橙色(10YR7/3)

反転実測

P777
質
器

土
土

台
郭

高
付 内面黒色

内:回転ナデ後ヽガキ

ll:回転ナ打ぶオキ回転糸切り

密 徴粒子の量雪母、全雲
母、長石、石英を多く含む

内

外
黒色(10Y R2/1)
オリーブ黄色(5Y6/4)

一部反転実測

内面T営 なヽガキ

全体的に磨耗が

激しい

質
器

土
土

高台
付郭

(80) 内面黒色
内 :ミ ガキ ?

外 :回 転ナデ
密 微粒子の石英
を多く含む

内

外

:暗灰色(N3/1)
i鈍 い橙色(75Y R7/3) 反転実測

229 K12
質

器

師土

土
台
郭

高
付 (76) 内面黒色

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

密  微粒子 の黒雲

母、石英を含む
内 :暗灰色(N3/1)
外 :明褐灰色(75YR7/2) 反転実測

KJ
質
器

土
土

台
郭

高
付 内面黒色

内 :回 転ナデ後ミガ
外 :回 転ナデ

密 微粒子の黒雲母、金雲
母、長石、石癸を多く含む

内

外
黒色 (25Y2/1)
黄灰色 (25Y6/1)

反転実測

8
蘭北トレンチ

(サ ハレ内)

質

器

師土

土
状
台

柱
高

径14mmの 石を底部
付近にlヶ 所含む

内(回転ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り

径 1～ 2nmの 雲目
を含む

内 :鈍い黄橙色(7・ 5YR7μ )

外 :鈍 い責橙色 (7・ 5YR7/4)

‐８
．
②

土師質
土 器

献
高
留

内1回転ナデ

外1回 lIナデ 回転糸切り

密 微粒子の金雲
母を多く含む

内 :鈍い責橙色(7・ 5YR7/3)
外 :itい 費整色(7・ 5YR7/3)

反転実測

磨耗が激しt

1381
質

器

師土

土
状
台

柱
高 (44) 内i回転ナア、ナデ

タト1回転ナデ 回転糸切り
密

母
微粒子の金雲

石英を含む

内

外
浅黄橙色 (10Y鳥 8/3)

演黄橙色 (10YR3/3)
反転実測

219
MN9
M10

質
器

土
土

柱状
高台

内:回転ナア、ナデ
外1回転ナデ 回転糸切り

長の
む

子

含

鮒

弾

密

石
内 :鈍 い黄橙色(10Y R7/2)
外 :艶い黄橙色(10Y R7/2)

反転実測

1333 203
」10東西
トレンチ

質
器

師土
土

拭
台

柱
高

密 微粒子の金雲
母、長石を多く含む

鈍い黄橙色(7・ 5YR7/4)
鈍い黄橙色(7・ 5YR7/4)

反転実測

質
器

師土
土

状
台

柱
高 (66) 内1不明

外1回転ナア 静止糸切り

密 微粒子の金雲
母を多く含む

内

外

ilい黄橙色(7・ 5YR73)
鈍い資橙色(7・ 5YR7/3)

反転実測

1385 」Kll
‐８
．
②

質

器

師土
土

状
台

柱
高

内:ナデ

外:回転ナデ 回転糸切り
密

内 :艶い黄檀色(7・ 5YR7/3)
外 :鈍い黄糟色(7・ 5YR7/3)

一部反転実
測

1386 18
質
器

土
土

状
台

柱
高 (54)

回転ナデ回転糸切り?

1■m前 後の砂粒の具雲

母、長石、石実を含む

内

外
鈍い黄橙色(10Y R7/2)
鈍い黄橙色(10Y R7/2)

反転実測

203 M10
質

器

師土

土
状
台

柱
高 (64) 内i不明

クトi回転ナデ 回転糸tDり

密 微粒子の金雲
母を多く含む 外 :鈍 い黄橙色(10Y R7/3)

1388 ‐８
．
②

質
器

土
土

状
台

柱
高 (62) 内:不明

外:回転ナデ 回転糸切り
密

母
微粒子の金雲
長石を含む

内

外
橙色 (25Y R7/6)
橙色 (2 5YR7/6)

反転実測

1389 Lll
‐８
．
②

土師質
土 器

柱 状
(82) 内:不明

タト:回転ナデ回転糸切り?
密 微粒子の金雲

母を含む

内

外
橙色 (5YR7/6)
橙色 (5YR7/6)

反転実測

1390 202 ⅡB区
質
器

土
土

高台
付郭

(156) (86)
立杉
り

赤

有
底部削り痕 1回 転ナデ、ナデ

:回 転ナデ
密 微粒子の金雲
母、長石、石英を含む

内:格色(25YRδ /6)

外体部 :橙色(25YR6/6)

外底部 :艶 い橙色(75YR7/3)

反転実測

現状で色は剥
げ落ちている

ⅡB区 周溝
土師質
土 器

堺 (115) (62) (50) 赤 彩
内 1回転ナア、ナデ

外 i回転ナデ ヘラ切り?

密

母
微粒子 の金雲

黒雲母を含む
内 :鈍 い黄橙色(10YR7/2)
外 :鈍 い黄橙色(10YR7/2)

反転実測

現状で色は剥

げ落ちている

1392 275 ⅡB区 土師質
土 器

郭 赤彩
内1回転ナア、ナア
外:回転ナデ ヘラ切り?

密

母
微粒子の金雲

石英を含む

内 :橙色(25YR6/6)
外 :橙 色(2 5YR6/6)～鈍い
篭色(5YR6/4)

現状で色は11

げ落ちている

IB区 質
器

土
土 邪 126 70 赤 彩

内 :回転ナデ、ナデ

外 1回転ナデ ヘラ切り?

密 徽粒子の金雲
母、長石、石英を含む

内 :種色(5YR6/8)

外 :鈍い黄橙色(7 5YR7/4)
磨耗が激 し

IB区
質

器

土

土 堺 赤 彩

内:回転ナデ、ナデ後ハケロ?

tl:回転ナア
ヘラ切り?ハケロ状の康跡あり

密 微粒子の金雲
母を含む

内

外
橙色(5YR6/6)
鈍い橙色(5YR6/8)

1395
Ｋ‐

ル
Ｋ‐‐
冊 趾

面

土師質
土 器

信鉢 (262) (110)

描目 :(1単位)6本
8ヶ 所
ハケロ単位 :12本

(2 9cm)/1単 位

内

外
径 1冊河前後の長石
を少し含む

内

外
浅黄橙色(75YR8/4)
浅黄橙色(75YR3/6) 反転実測

1396 205 脚Ｋ‐‐Ｌ‐‐剛ＳＸ０４

‐７‐８噛陶誕

質
器

師土
土 暦鉢 (236) (96)

悟目 I(1単 位)7本

/28cm 7ヶ 所
内 :ハ ケロ、ナデ
外 :ハ ケロ、ナデ

微粒子の金雲母、石
実をわずわ‖こ含む

内 i浅黄橙色(75YR3/6)
外 :浅黄橙色(75YR8/6) 反転実測

L18 土師質
土 器

悟鉢 橋 目 14本
内

外
ケロ、ナデ
ケロ?、 ナデ

歓社子の金雲母、長石、石英を多

倫む 胎土灰白色6YW)
内 :r・4色 (5YR7/6)
外 :橙 色(5YR7/6)

1398 嘲Ｋ」８Ｌ９
第一遺
構面下

質
器

土
土 鉢

明

明

不

不

内
外

色2mm前 後の砂粒
を含む

内 :浅黄笹色(75YR3/3)
外 :演黄橙色(75YR8/3)

磨耗が激しい

廃葉後の媒
力)?

1399
Jll
Kll

土師質
土 器

鍋 (330)
内面底部やや媒け

外面煤けている

内

外
ケヽロ
ケヽロ

径 1～ 2mmの金雲

母を含む

内口縁付近:灰白色(25YV2)
内底部付近:暗灰責色(25Y8/2)

外:黒色(25Y2/1)

反転実測

」11

Kll “脚肌
土師質
土 器

鍋 (338) 内 :ハ ケロ
外 :ハ ケロ

微粒子の金雲母、
黒雲母、長石を多
く含む

内 :鈍 い黄橙色(10YR7/2)
外 :鈍 い黄橙色(10YR7/2)

反転実測

ⅡB区 24青灰
FJ質土

質
器

土
土

高台
付郭

内 :不明

外 :不明

回転糸切 り

密
内

外
灰白色(75Y R3/2)
浅黄橙色 (75Y R3/3)

磨耗が激 し

ⅡB区
質
器

土
土

状
台

柱
高 (38)

明

転

切

不

回

糸転

内

外

回

密 微粒子の石英
を含む

内

外
鈍い黄糖色(10YR7/2)
鈍い黄糟色(10YR7/2)

反転実測

IB区 質

器

師土

土
状
台

柱
高

内 :ナ デ

外 :回 転ナデ

回転糸切 り

密  微粒子 の長
石、石英を含む

内 :灰白色(25Y7/1)
外 :灰白色(25Y7/1)

一部反転実
測

Ⅱ B区 土師質
土 器

甑形
土器

内

外
不明
ハケロ

径 l mm前 後の長石
を多く含む

内 :灰 白色(75Y鳥 8/2)

外 :淡橙色(5YR8/4)



第 4章  Ⅱ区の調査

図
号

挿
番

測
号

実
番

真
号

写
番 剛Ｇｒ／遺構

層位 種別 器種
法 (cm)

形態・文様の特徴 調 整 胎 土 色 調 備考
回客 底 径 器 高

溝状
遺構2

世
器首

心

中
須

鉢 (264)
鉢A-1類
着

煤 付 回転ナデ ?
回転ナデ ?

密 微粒子の金雲
母、石英を含む

内 :灰白色 (N7/)
外 :灰白色 (N7/)
外口縁 :灰色 (N6/)

反転実測

K ll
８．
②

世
器恵

中
須 鉢 (286) 鉢 B-1類

内

外
回転ナデ ?
回転ナデ ?

密 きめ細かい

微粒子の石英、自
色粒子を含む

色

色

灰

灰

内

外
反転笑測

PV9
,11し 11

中 世
須恵器

鉢 (313) 鉢 B-3類 内 :回 転ナデ?
外 1回 転ナデ ?

密 きめ細かい

微粒子の石英、白
色粒子を含む

内 :灰色 (N7/)
外 :灰色 (N7/)
回縁端部 :灰色(N5/)

反転実測

世

器恵

中

須 鎌 (246)
0ホ D-1類  灰色
状の物質付者(灰

色N4/)

内 :回転ナデ?
外 :回 転ナデ?

微粒子の石英、白
色粒子を含む

内 :灰色(N8/)
外 :灰色 (N8/)
外国縁 :1音灰色 (N9/)

反転実測

療
溝

Ｊｌ
側

世
器恵

中
須 悟鉢

鉢E類 括目 :(1単

位)最低5本/1 7cm

内

外
ナデ?、 ハケロ
ナデ?、 ハケロ

径 l mm前 後 の石 英

を含む

内 :灰色(5Y7/1
外 :灰 色(5Y7/ユ

K12 中 世
須恵器

悟鉢

鉢 E類 括目 :(1

単位)0本 /(1 9cm)

底部使用の為磨耗

内 :ハ ケロ
外 :ナデ?、 ハケロ
外底部 :ナ デ?

径1～ 2¶Ⅲ大の長石、
石英を多く含む

内 1灰色(5Y7/
外 :灰色(5Y7/

K10
L10 18-②

世
器恵

中
須

鉢 ih Z類

内 :ナ デ?ハ ケロ
外 :ナ デ?
回線部 :横ナデ?

微粒子の黒色粒子
を多く含む

内

外
灰色(N8/)
灰色(N8/)

反転実測

168 S D01
世
器恵

中
須 鉢 (288) 鉢 Z類

内 :ナ デ ?ハ ケロ

外 :ナ デ ?
回縁部 :横ナデ ?

微粒子の石英、黒
色粒子を多く含む

色

色

灰

灰

暗

暗

内

外
反転実測

M10 17
中 世
須恵器

鉢 (287) 鉢 Z類
内 :ナ デ?ハ ケロ
外 :ナ デ?
口縁部 :横ナデ?

密 微粒子の石英、
自色粒子を含む
灰白色(5Y7/1)

色

色

灰

灰

内

外
反転実測

2-3
世
器恵

中
須

欽 (326) 鉢Z姫
内 :ナ デ?ハ ケロ
外 :ナ デ?
口縁部 :横ナデ?

微粒子の石英、黒

色粒子 をわすかに

含む

内 :灰 自色(N8/)
外 :灰色(N5/)

反転実測

K ll

J ll
16

世

器恵

中

須 鉢 鉢 Z類
内 iナ デ?ハ ケロ
外 :ナ デ ?

口縁部 :横ナデ?
密

内 :灰色(N7/)
外 :灰色 (N6/)
外国縁 :灰色 (5/)

K12
層
面

‐４
上

中 世
須恵器

鉢 鉢Z類
内 :不明
外 :不明

微粒子の黒色粒子
を多く含む

色

色

灰

灰

内

外 磨推が激しい

世
器恵

中
須

鉢 鉢 Z類
内 :ハ ケロ

外 :縫ナデ ?

微粒子の石英、黒
色粒子を含む

内 :灰白色(5Y7/1)
外 :灰色(N5/)

S D01
世
器恵

中
須 鉢 然 Z頬

内 :ハ ケロ
外 :横ナデ?

M8
18-
②

中 世
須恵器

鉢 (368) 鉢W-1類
内 :ナ デ ?ハ ケロ

外 :ナ デ ?
口縁部 :横ナデ ?

微粒子の石英を含
む

色

色

灰

灰

内

外

L9 齢
鰤

世
器首

心

中
須

鎌 (310) 鉢W-2類
内

外

ハケロ
悩ナデ?、 ナデ

密 微粒子 の石英

を含む

内

外
鈍い橙色(5YR6/3)
灰赤色(25YR4/2)

反転実測
二次的焼成
か ?

８．
②

世

器恵

中

須 鉢 (303) 鉢 Y類
内 :ハケロ(幅26硼 位,

外 :不明

口縁部 !横ナデ?

微粒子の石英を多
く含む

内 :暗灰色(N3/)
外 :暗灰色(N3/)

1422
８．
②

中 世
須恵器

鉢 鉢X頼
内 :ハ ケロ
外 :ナ デ?

微粒子の金雲母、
石英を含む

内 :灰白色 (5Y7/1)
外 :灰白色 (5Y7/1)

世
器恵

中
須 鉢

内 :ナ デ ?
外 :ナ デ ?

密 微粒子 白色粒

子、黒色粒子を含む

灰白色(5Y7/1)

内 :灰色(N4/)
外 :灰色 (N4/)

208
世
器恵

中
須

鉢
内 :ハ ケロ

外 :ナ デ ?
微粒子の石英、黒
色粒子を多く含む

内

外
灰白色 (5Y7/1)
灰白色 (5V7/D

中 世
須恵器

鉢
内

外
ナデ?
ナデ?

微粒子の石英を含む

灰白色(5YS/1)

色

色

灰

灰

内

外

18-②

24上面

世
器恵

中
須 甕 (306) 饗 A類

内 :横ナデ

外 :格子ロタタキ

外頸部 :指頭圧痕

微粒子の長石、石
英を多く含む

内

外
灰色(N5/)
灰色(N5/)

反転実測

1427 K9
８．
②

世
器恵

中
須 甕 菱 A類

内

外 格子 ロタタキ
密 微粒子の長石、
石英を多く含む

内

外
暗灰色(N3/)
暗灰色 (N3/)

1428
８

面

世

器恵

中

須
又
壷

甕
は

甕A類 内面にハ

ケロ状痕跡 あ り
(幅 16釦 位/1単位)

内 :ナ デ

外 :格子 ロタタキ

後一部ナデ

微粒子 の長石、 石

英を多 く含む

内 :灰色 (N4/)
外 :灰色 (N4/)

1429 17
中 世
須恵器

甕 饗 B-2類
内 :ナ デ

外 :格子 ロクタ■

径 lmm前 後 の長石、

微粒子 の石英を多

く含む

内 :暗灰色(N3/)
外 :暗灰色(N3/)

世
器恵

中
須 甕 饗B-1類 内 :ハ ケロ

外 :格子 ロタタキ
密 微粒子の長石、
石英を多く含む

内 :暗灰色(N3/)
外 :暗灰色(N3/)

K10 中 世
須恵器

甕 菱B-3類
内 :ナ デ

内底部 :指 頭圧痕

外 :格子ロタクキ

径2コ8前 後の長石、
石英、微粒子の石
英を多く含む

内 :灰白色 (25Y7/1)
外 :黄 灰色(25Y6/1

M8 18
中 世
須恵器

甕 変 C類
内 :ハ ケロ?

外 :格子ロタタ■
密 微粒子の石英
を多く含む

内

外
灰白色(25Y8/1)
灰白色 (25Y8/1)

1433 138
世
器恵

中
須 甕 墾H類

内

外 格子ロタタ■
密  微粒子の長
石、石英を含む

内

外
灰色 (N5/)
暗灰色 (N8/)

８．
②

世
器恵

中
須 甕 甕F頬

内

外 格子ロタタ■
径lmm前 後の石英、
その他を多く含む

内

外
鈍い橙色 (5Y R7/3)
灰色 (5Y4/1)

L ll

南壁溝
中 世
須恵器

又
壷

甕

は
饗L類

内

外
タタキ後ナデ 密 微粒子の長

石、石英を含む
内 :灰色(N6/)
外 :灰色(N6/)

須
？

世
器

中
恵 甕 変M類

内

外
放射状タタキ

平行タタキ
径lm冊 前後の自色粒

子をわずわHこ合む

内

外
灰色(N6/)
灰色(N5/)

J K」
８．
②

中 世
須恵器

甕 甕E頼
内 :ハ ケロ
外 :格子ロタクキ

密 微粒子の黒雲
母、石英を含む

内 :灰自色 (10YR3/1)
外 :鈍い橙色 (10YR7/2)

N8 中 世
須恵器

賽 (218) 甕 N類
内

外
横ナデ

横ナデ

径l mm前後の石英、
黒色粒子を含む

内 :暗灰色(N3/)
外 :暗灰色(N3/)
外国縁部 :灰向色(5Y8/1)

反転実測

K10 24層
上面

世
器恵

中
須 餐 型 I類

内 :同心円タタキ

外 :格子ロタタ■
密

内

外
灰色 (5Y8/1)
灰色 (5Y8/1)

９ ‐

１５

L8K12 ８．
②

世
器苗

心

中
須

士蔓
内:ハケロ?後回転ナデ

外:ハケロ?後回転ナデ
密 きめ細かい

色

色

灰

灰

内

外

反伝実測
1441と 同一佃

体の可能性大

L8K12 18-
②

中 世
須恵器

士質 (70)
内 !ハケロ後回転ナデ

内底部 :ハケ日後ナデ
tl iハ ケ日後回転ナデケズJ?

密 きめ細かい
内

外
灰色(N4/)
灰色(N4/)

反転実測

1440と 同一個
fFの可能性大

―-305-―



挿図
番号

測
号

実
番

真
号

写
番

由土地点
Gr/遺 構

層位 種別 器種
(Cm,

形態 。文様の特徴 調 整 胎 土 色調 備考底 r.C 器 高

」K12
の

甲
多百蕉 甕 (286) 変 D類 g猿軍絶分Fサ

ロ 密 微粒子の
石英を含む 舟i僧褒徴N訪 反転実測

Ｋ

Ｌ
中
密簿 甕 変 D類 脇

｀
猜早隅 婢 密 冗:悟優蟄N粉

1444 154 K10 中
餐 変 D類 内 :ハ ケロ

外 :格子ロタタキ 界:層褒蚤無訪 反転実測

J ll
中 世
須恵器

鉢
(342
最大)

舛Z類 内面体.T、 底部の一部に熊
付着ぽ部使用の為磨耗 口縁の歪
みかなり秋しい

内 !ハケロ外 :ナデ?

回縁部機ナデ?
微細な黒色粒子、
白色li子を含む 界i優自語:あ

7/つ
反転実測

Ｊ

Ｋ

質

器

凡
十 鍋 (315) 内 :横ナデ?

外 〔横ナデ? 隻、観 Д:坪不
=製

雀6G R2/つ 反転実測

1447 185
224
ト

L10Jヒ
東トレンチ 白磁 椀 (178) 椀Ⅳ類 (C期 )

密 きめ組かい
灰白色(N8/) 寮籍:疫自色隅¥紛 !

反転実測
２４

に

Ｋ

Ｋ 白磁 椀 (184) 椀W類 (C期 )
密 きめ細かい
灰白色(6Y7/1) 期 :褒自色静評枡;

反転実測

２２４
上 白磁 椀 椀Ⅳ類 (C期 ) 原が二鞘牲オ翠

灰白色(5YVI) 期 :庚自色脇¥彩 3

２２４
上 L ll

８．
② 白磁

大統
又Iおホ 椀Ⅳ-la類

と きめ細分■ヽ や

g揚尋缶堀1灰
黄界愁:兵目亀亀評協 反転実測

224
ト K12 白磁 椀 (162) 椀Ⅳ類 (C期 )

灰白色(75Y
8/1) 聴 :疫自色静評枡;

反転実測

２２４
上 [8 白磁 椀 (154) 椀IV類 (C期 )

微細な黒色粒
子を含む 灰白 環籍:疫自色侶¥彩 3 反転実測

２４

上 L10 ８．
② 白磁 椀 椀Ⅳ類 (C期 )

dl きめ細かい黒
色泣手を含む灰白
色(N8/)

Д釉:褒自色舒評枡〕 反転実測

179
２２４
下 チ11 白磁 椀 塑薬あみ

b繰
賀特曜↑

部 密 きめ細かい黒
色l■子を含む灰白
色(削♪

環資甘:,:自 ::t母患ア;

1455 224
下 白磁 椀

椛V―ι類またはⅥ類またはlH類 外

雲
脚麒隙銚知版ロ と きめ絹かい微

細な黒色粒子を含
む灰白色(N招 /)

期 :褒自色子評枡;

224
下

J K10 白磁 椀 (167) 舞授Б緋類 密 灰自色(10
Y7/1) 環籍:疫自色枡評枡:

反転実測

２２４
下 白磁 椀

椀V-4a類またはlB-1またはlH―

3類 内面□歓部付近―条の沈線外
反口lR

密 きあ細かい
反白色(10Y7/1) 界瓢:褒自琶8Υ子2 反転実 lrtl

下
16 白磁 椀 椀V-4c類 密 きあ綱かい

灰白色(5Y8/1) 瑠 :褒自色想諄8
1459

２２４
下 白磁 椀 (162) 椀Ⅷ-2類 ? やや粗い

灰白色(N8/) 界ぞ:秦量魯を評物 反転実測

Z24
下 白磁

又

皿

椀

は (128) 酪鎌嬬選選謝脇
Ⅸ類 密 きめ細かい

灰白色(N8/) 環籍i優自色陥認¥患冗 反転実測

と12 白磁 椀 (142) 椀V-2類 またはM類 ま
たはⅦ類 外反口縁

砂味がやや多い
灰白色(5Y7/1) 寮絡i疫自色8¥彩 3 反転実測

225
ト 白磁 皿

皿Ⅵ類または同安窯系
青磁皿

密 きめ綱かい
灰白色(5Y7/1) ハp黄慇よ鶏鼈ケЪ 反転実測

1463 ２２５
上 卜110

18
上面

白磁 皿 型霙蒼晩β
面底部付近 密 きめ細かい

灰白色(N8/) 界愁:兵 !自締孵 反転実測

K10 17 白磁 皿
皿Ⅸ類 口縁部釉掻き
取り

密 きめ組かい
灰白色(N8/) 寮籍1優自色t:乎子サ!! 反転実測

1465
ZZう

ト K9 18 白磁 皿 (80) 皿Ⅸ類 内面底部,近一条の沈
線 外面底部鉄維状の物質付着

密 きめ細かい
灰白色(5Y7/1) 蹴 i褒E3鰯T 反転実測

豹
上 西側溝 白磁 皿 ? 皿Ⅸ類 国縁部釉掻き

取り
密 きめ細かい
灰白色(N8/) 卿 :褒自色81乎枡:

２２５
上

８．
② 白磁 皿

皿Ⅶ-lb類 または14-
lb類  内面底部櫛結文

密 きめ細かい
灰白色(N8/) 魏:各侵言B鰍 反転実測

２２５
上

L12南
側溝

16 白磁 皿
皿
ェ締気ポ類 直口縁 微細な自色粒

子を含む 灰白 衆鞍:優自色t:¥息アを;

２２５
上 白磁 皿 皿D類

密 きめ細かい陶
質に近い員色粒子
を含む灰白色(25 期:侯目魯t著鞠 反転実測

２２５
上 白磁

又
皿

椀
は

回縁部に輪花 督:退|1炭曽樫
(2 5YS/1)

畑 :褒自色絃評訪;

２２５
上 K ll 白磁 椀

皿 E類 内面目跡あり
外反回縁

密 きめ細力ヽ下

後細な景色池子を
台む 界籍1疫自色子評彩3 反転実淑1

1472
225
ト M9 自磁 椀 皿 E類 密 きめ細かい

灰白色(N8/) 期 :優自自器財 反転実測

ZZb
ト

17

18■面 白磁 合子 密 きめ細かい
反白色(5Y8/1) 蠅 i庚自色隅乎枡;

反転実 pl

Ｍ９
Ｍｌ

青磁
(龍泉窯系)

椀
椀 I-2類 (D期 )内面

片彫文
8 きめlaかい
灰白色(75Y7/1) 環懃14十二テ疫蟄循:学那 反転実測

1475 青磁
(能又窯系)

椀 椀 題― b類 (E期 )

密 きめ細かい
黒色粒子の砂粒
を含む 爛1隅 4十 三霧琶::予棚 反転実測

ね
下

青磁
(能泉窯系)

椀 椀 Ⅱ―b類 (E期 )
密 きめ観かい
灰白色(76Y71) 姿4十 三尭陶子謝 反転実測

1477 193
ZZb
下 K10 青 ily

(籠泉窯系)

椀 (148) 椀コーa類 (E期 )内
面見込み 陽印文「王』

密 ややけ味がある
灰白色(6Y7/1) 隅凝宮琶:[子棚 反転実測

ⅡA区 青磁
(籠泉窯系)

椀 椀 Ⅱ― a類 (E期 )
密 きめイ側かい
灰白色(5V71) 十三テ兵霰博予彫9 反転実測

17
青磁

(能/R室 系)
椀 (143) 椀 Ⅱ―b類 (E期 )

灰白色(10Y7/1) 界聡14十 三テ震魯ほ予謝 反転実沢1

青磁
(能泉窯系)

椀 (144) 椀 C2類  回縁部外面
雷文

密 きめ細かい
灰白色(5Y7/1)

内釉
外釉 十三毅課弼学協 反転実測

225
下

Kll 音磁
(確泉窯系)

椀
椀Ⅱ―c類  内面見込
み 幾何学文

径lmn前 後の黒色
粒子を含む灰白 弁憩1弁 十三テ褒藪迅予脇 反転実測

1482 青磁
館泉富系)

椀 外面 密 きめ細かい
灰白色(N7/) 舟4,4と雰査島幣♀泌か

1483 88
ZZb
下

lA懸
Kll

2(lA区 ) 青磁
礎泉宝系)

小椀 環留
見
拌影連駿

プ又? 密 貫人が見られる
灰白色,SY7/1 弁撒1隅

'十

三毅琶::ヤ棚 反転実測

194 L10 17 青磁
(艦泉蕉系)

郭 椀Ⅳ類 密 きめ細かい
灰白色(N7/) 協剃三テ優gほ :学棚

1485 L10 18」ヒ
面

音磁
(籠泉室素)

Ill 皿 I類 密 きめ細かい
灰白色(N3/) 躙 :褒自き鍔¥彩3 反転実測



第 4章  Ⅱ区の調査

押凶

番号

実測
番号

写真
番号

出土地点
Gr/遺 構

層 位 種 別 器種 形態・ 文様の特徴 調整 胎土 色調 備 考
日経 底 径 器高

1486
青磁 (龍
泉宰系)

小椀 (40) 小椀 I類 またⅡ類
密 きめ細かい

灰色 (N5/)
内釉 :オリーブ灰色(5G Y6/1)

外釉 :オリープ灰色(5CY6/1)
反転実測

青磁 (同

安蕉系)
椀

Ｉ

文

椀

目

―b類 外面  櫛 密 きめ細かい

明紫灰色(5P37/1)

内釉 :灰色(10Y6/1)
外釉 :灰色(10Y6/1)

204 M10 青磁 (同

安窯系)
椀

椀 I-lb類 内面 櫛
点祐文 外面 櫛目文

密 きめ細かい

灰白色(5Y7/1)

釉

釉

胎

内

外

外

灰白色 (75Y7/2)
灰自色(75Y7/2)
灰 白色 (5Y7/1)

反転実測

1489 K」
‐６

、

１ ７

銅
剰

諏
無 皿 (45)

皿1-を も願 内面 1箆による文檬、衝
t協文 外面底部 全面施袖後、掻き取り

密 きめ細かい

灰白色(N7/)

内

外

オリーブ灰色(10V6/2)
オリーブ灰色(10Y6/2)

反転実測

1490
青磁 (同

安窯系)
皿 (45)

皿 I-lb類 内面 ジ

グザグ状の櫛点猫文
密 きめ細かい

灰白色(N7/)

釉

釉

胎

灰オリーブ色(75Yγ 2)

灰オリープ色(5Y5/2)

灰オリープ色(5Y6/2)

反転実測

1491 青白磁 小壷
外面 沈線状の文様(12

C後半以降)

密 きめ細かい

灰自色(N7/)
内絶 :灰白色(25C Y8/1)
外袖 :灰白色(5G Y3/1)

反転実測

1492
２２７
上

J ll,12

K13 槻鵡
奄器系
陶 器

大 蜜
内 :横ナデ?
外 :横ナデ?

径1～ 5皿前後の

灰色粒子を含む

内

外
黒褐色(10Y R3/2)
オリーブ灰色(10Y5/2)

外面 自然釉

２２７
上

Ｊ

Ｍ
1l109
出上面

系
器

器奄
陶 大甕 外面 押印文

内 :指頭圧痕、ナデ
外 :不明

径1～ Cnn前後の

灰色粒子を含む

内

外
黒褐色 (10Y R3/2)
灰自色 (10Y7/1)

外面自然釉
同時期の大甕

２２７
下

S X02し 10

,11112
究器系陶
器(越前)

大甕
内

外
償ナデ、指頭圧痕
横ナデ

径lDn前 後の白色
粒子を含む

内 :鈍い赤褐色(25Y5/3)
外 :鈍い赤褐色(25Y5/3)

1495
２２７
下

資器系陶
器(越前)

大 覆
径lnd前 後の白色
粒子を含む

内 !鈍い赤褐色(25Y5/3)
外 !鈍い赤褐色(25Y5/3)

1496
２２７
下 KH 翻鰤

査

器 大甕
デ

デ

内

外
径lEn前 後の白色
粒子を含む

内 :鈍い赤褐色(25Y5/3)
外 :鈍 い赤褐色(25Y5/3)

1497 K10
８．
②

系
器

器奄
陶 甕 外面 押印文

内

外
きめ細llヽ 径1～ 1lBI

の濃灰色と子を含む

内 :黒褐色(25Y3/2)
外 :灰白色(75Y8/1)

～黒褐色 (10Y R3/2)

1498 544
区

１

５

１６ 翻鰤
奇
器 甕 外面 押印文

内 :ナデ、指頭圧痕
外 :

きめ細力Ⅲ 径1～ 10田

の販 tlt子 を含む
内 :灰黄褐色(10Y R6/2)
外 :灰褐色(5Y R5/2)

1499 888
Ｈ

Ｈ

Ｍ

Ｌ
18上面
18-②

系
器

器奄
陶 悟鉢

篤日単位 縦:1本/(1 0gI)横 :

1本/(1 0ca)維後、積に施している

内

外
回転ナデ

回転ナデ

径lmn前 後と、径9

nd前後の自色II子

(小石)を合む

内

外
赤灰色(75R5/1)
赤褐色(75R5/1)

反転実測

366
盗器系陶
器(越前)

鉢
(lS C末～14C頃 )回 縁
端部 一条の沈線

内

外
回転ナデ

回転ナデ

径1囮前後と、径3

皿前後の白色粒子
(小石)を含む

鈍い赤褐色(25Y5/3)
鈍い赤褐色(25Y5/3)

L10 17
竃器系陶
器(越前)

鉢 口縁端部 一条の沈線
デ

デ

転

転

回

回

内

外
径 1回皿前後 の

小石を含む

内

外
褐灰色(5Y R4/1)
褐灰色(5Y R4/1)

1502と 同一個

体の可能性大

1502
M9
M10 離鰤 脚鰤

査

器 鉢 高台付き
内 :使用の為磨耗
外 :回転ナデ、ケ

径 l mm前 後の

小石を含む

内

外
褐灰色(5Y R4/1)
褐灰色(5Y R4/1)

反転実測
1501と 同一個
体の可能性大

８．
②

奇器系陶
器(信楽)

士璽 (190) (12C頃 )

径2m前 後の自色紅

子、赤色粒子を含む

灰色(16YS/1)

内釉:灰 掲色(75YR4/D ttra:灰 色
(NGか 外和:(オサブ灰色10YS/2)

外胎:(オサータ景gl(75YVl)

反転実測

1504と 同一個

体の可能性大

374
KH南

'と

レヽ

1]壁 PI穆

18

18-②
密器系陶
器(信楽)

(148) (12C頃 )

径2 mm大 の白
色粒子を含む

灰色(N6/)

内i灰色(NSI)～ 協色(lSY胆 /1)

外袖1賭オ,一ア色(1,4/1)

夕阻 :灰色(M/1～ 鈍(妹協色(SYm猾 )

反転実測
1503と 同一個

体の可能性大

N8
器
前

陶
備 婚鉢 (270)

間壁Д～Ⅲ期 ? 橋目
単位 :不明
(少 なくとも4本確認)

内 :回転ナテ

外 :回転ナテ

径1コロ前後の

黄灰色粒子を
含む

内

外
暗赤灰色(10R4/1)
暗赤灰色(10R4/1)

反転実測

闘脚脚

馳
祀
Ｋ

1'18

1B ②21

陶器
(備前)

幅鉢 (270) (108)
間壁Ⅱ期 ? 信目 :(1

単位)5本 /1 5cI

底部使用の為磨耗

内

外
回転ナデ
回転ナテ

径 2mm前 俵
の黄灰色粒子

を含む

内

外
暗赤灰色(10R4/1)
暗赤灰色(10R4/1)

反転実測
底径が小さい
か?

360-

1

陶器
(備前)

福 鉢 (270)
間璧Ⅳ期 ? 福目 !(1

単位)9本 /25c n
内 :回転ナデ

外 :回転ナデ?
径1～4ne前 後の責
灰色粒子を含む

内 :褐灰色(75YR5/1)
外 :灰黄褐色(10YR/2)

反転実測

1508と 同一個

体の可能性大

1508
６０

２ L10 18
陶器

(備前)
信鉢 (125)

信目 :(1単位)9本 /26
cm底部使用の為磨耗

内

外
不明
回転ナデ

径1爾 前後の白色粒子

を含む 径〕～,aaの 黄

灰色他子を含む

内 :褐灰色(75YR5/1)
外 :褐灰色(75YR5/1)

反転実測
1507と 同一個
体の可能性大

1509
K12南薄 ・

‐８
‐６

Ｖ

器
前

陶
備 悟鉢

括目:(1単013本 /23cm
内面自然釉がかかり白色に変色

内

外
回転ナデ
回転ナデ

径3～5皿の黄灰色

粒子を含む

角い赤色75R4/4

内 :赤色(75R4/2)
外 :褐灰色(75R4/2)

Ｋ

東
陶器

(備前)

士鍾 肩部 自然和
内

外
回転ナデ

回転ナデ

径Int位の白色世子を

わす力I:台む

きめ細かい所々 層状

内 :赤灰色(10R5/1)
外 :赤灰色(10R5/1)
外肩部 :淡黄色(5Y8/4)

L ll
”
７

器
前

陶
備 甕 間壁皿～Ⅳ期 ?

内

外
横ナデ

横ナデ

[1～ i回の白色砂粒子
を多く含む
鈍(妹褐色6YR./1)

内 1暗赤灰色(10R4/1)
外 :暗赤灰色(10R4/1)

破片断面に漆の

様な物割寸着

347‐

1
‐７鰤

国
器

中
陶

一望 (96) 四耳壺か? 褐釉
内

外
回転ナデ

回転ナデ

密 所々 に径I国 弱の

黒色社子セ含む

掲灰色(5Y RG′ a)

黒褐色(25Y3/1)
オリーブ黒色(75Y3/2)

反転実Al

1513と 同一個
体の可能性大

34
7-2 L ll

中国
陶器

士駆 (70) 褐釉
デ

デ

転

転

回

回

内

外

密 所々 に径1団 弱の

黒色粒子を含む

掲吹色(SYRC/6)

釉

胎

釉

内

内

外

暗オリーブ色(5Y4/3)
灰白色(N?/)

灰オリーブ色(5Y4/2)

反転実測
lS12と 同―個
体の可能性大

L10
明
器

不
陶 不明

文様 櫛状?の施文具のようお

Tlで施釉前に彫り込んでいる
明
明

不
不

内
外

密 土師質
やや赤っぼい

釉 :緑

その他 :灰 白色(75Y R3/2)

M9K■ 1 “
８． ②

中国
陶器

目
碗

天
茶 (42)

内

外 回転ナデ?

径 さめ翻かヽ かな,撤

細ll白 色世子を含む 暗
青灰色(,P31′ 1)

内釉:鈍い赤褐色(25Y R5/3)

外釉:鈍い赤褐色(25Y R5/3)

外胎:掲灰色(10YRG/ゆ

反転実測

nll昭 溝

明
器

不
陶

婢
額

(276)
内

外
回転ナデ?
回転ナデ ?

密
灰赤色 (25Y
R5/2)

釉

釉

胎

掲灰色(75Y R5/1)

掲灰色(75Y R5/1)

鈍い赤褐色(5Υ R5/3)

反転実測

M8
国

器

中

陶 盤 (268) 黄釉

密 微細な赤色粒

子をわすかに含む

微細な白色粒子を

含む ひ味が強い

灰白色(26YV2)

内釉i黄褐色(25YS/6)内 胎:灰白
t(aYO/り 外la:責掲色(2留 6/G)

外胎i鈍い橙色(aV R6/3)

反転実測

K12 17 青花 椀 (54)
椀 B群又はE群又はG
群(Ⅳ期)

内

外 回転ナデ ?
密 力)なり粉引ぎい

灰白色(25Y8/2)

釉
釉
胎

内
外
外

灰自色 (5Y8/2)
灰白色 (5Y8/2)
灰白色 (25Y8/3)

反転実測

K9 青花 皿 皿C群 底部 碁筒底
密 きめ細かいが

やや粉っぽい

灰白色(N7/)

明オ,― ブ灰色(6G Y7/1)

明オ
'一

ブ灰色(6GY7/1)

灰白色(10Yイ/1)

反転実測

1520
K ll

南溝
李朝
陶器 ?

皿 (44) 砂 目跡

径ina前 後の白色

粒子を含む

灰白色(N7/)

内釉 :灰オリーブ灰乞(5Y6/2)～

灰白色(5Y8/1)外釉 :灰オリーブ

灰色(5Y6/2)～ 灰白色(5YVl)
反転実測
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TF凶
番号

実測
番号

写真
番号 硼嘲

層位 種別 器種
寸法 (cm)

形態 。文様の特徴 調 整 胎 土 色調 備考
口径 底 径

朝
器

李
陶 Ell? (108)

内 :回 転ナデ

外 :回 転ナデ

径1]]弱 の粒子を

わずかに含む

灰白色(5Y7/1)

釉

釉

内

外
灰色(5Y6/1)
灰色(6Y6/1)

反転実測

1522 10
釉
器

緑
陶 皿 (144)

内

外
回転ナデ
回転ナデ

密
灰色(75Y6/1)

内釉 :オ リーノ灰色(10Y6/2)

外釉 :オ リーブ灰色(10Y6/2)

一部反転実
測

K ll東
〕七

灰釉
陶器 ? 蓋 ? 内 :回転ナデ?

外 1回転ナデ?
密

灰白色5Y7/1)
内 :灰白色(N8/)
外釉 :灰色(75Y6/1)

反転実測

1524 団硼囀
灰釉
陶器

不 明 (46)
内 !回 転ナデ?
外 :回 転ナデ?
回転糸切り

笞 所 に々径lШ

前後の粒子を含む
灰白色(5V71)

釉

釉

内

外
灰白色(5Y7/2)
灰自色(5Y7/2)

一部反転実
測

1525 瀬戸
″,皿
(片口)

(140)
内 !回 転ナデ?
外 !回転ナデ?

密 やや砂味
を帯びている
灰白色(25Y82)

内釉 :淡黄色(25Y8/3)
外釉 :淡黄色(25Y8/3)～
橙色(25Y R6/6)

反転実測

1526
Ｍ

ル

Ｋ

ベ 瀬戸 ? (60) 中 I～Ⅳ期?
内 !―

外 :回 転ナデ?
回転糸切り

密 紋細な黒色粒

子をわすかに含む

灰白色(26Y71)

内釉 :オ リーブ黄色(75YG/3)

外釉 :オ リーブ貨色(75YG/3)

外胎 :灰色(5Y6/1)

反転実測

K12L10 瀬戸
天目
茶碗

(120)
内

外
回転ナデ?
回転ナデ?

密
灰自色6Y7/1)

釉

釉

胎

内

外

外

黒色(75Y2/1)
オリーブ黒色(5Y3/1)

灰白色(5Y7/1)

反転実測

M8 瀬戸 丸皿 (109) (68) 16C後半 ? 脇
削

内釉 :オ リーブ責色(75YG/3)

外釉 iオ リーブ責色(イ 5YG/3)
反転実測

K10 Kll
瀬戸 平椀 (173) (92) 後Π期 ?

回転ナア・ケズリ?

密 やや砂味を
帯びている
淡責色(5Y8/3)

内釉 !暗 オリーブ色(75Y4/3)

外釉 !暗 オリーブ色(75Y4/3)

外胎 I淡黄色(5Y3/3)

反転実測
□縁内部に二次的

火を受けた後あり

1530 駆
Ⅷ

肥前系
陶磁器

大皿 (140)
密 やや粉っぽい

灰白色(5Y3/1)

釉

釉

内

外
灰自色(N8/)
灰自色(N8/)

反転実測

17
系
器

前
磁

肥
陶 椀 (50)

密 やや粉っぼt下

灰白色(N3/)

釉

釉

内

外
灰白色(25C Y8/1)
灰白色(95CY8/つ 反転実測

6 K10
系
器

前
磁

肥
陶 皿 内面4ヶ 所に砂目跡 外 :回転ナデ ケズ

リ? 回転糸切り

密 鈍い橙色
(75YR7/3)

釉

釉

胎

内

外

外

掲灰色(10Y R5/1)
掲灰色(10Y R5/1)
鈍いPE色 (7 5YR6/4)

一部反転実
測

筆
２６９

‐４

ト ⅡB区 須恵器 啄 「吉長西J
内!回転ナデ

外 !回転ナデ 回転糸切り
密

内

外
灰白色(N7/)
灰白色(N7/)

挿図
番号

測
号

実
番

写真
番号

出土地点
Gr/遭構

層位 種別
寸法 (cm,

形態 。文様の特徴 備考
回径 底 径 器 高

211上 K10 24上面 小刀 ? (286) (31) (09)

212上 小刀 ? (225) (23) (06)

1535 2 上 南Jヒ  トレンチ 不 明 (575) (185) (06)

1586 2 上 K10 刀子 ? (214) (209 (06)

F25 2 上 L10 18上面 不明 (54) (07) (03) 赤色部分あり

2 上 N09ベ ルト 小柄 ?

上 L12 18上面 鎌 ? (64) (13) (04) 赤色・青色部分あり

上 N8 刀子 ? (90) (15) (03) 青色部分あり

18-② 釘 ?

釘 ? (103) 075

K10 釘 (92)

18 釘 (104) (09) (07)

M8 18-② 釘 (87) 12 赤色・青色部分あり

1546 K ll と8 楔 ? (72)

L10 18 釘 ? 赤色部分あり

〕,土 釘 ? 赤色部分あり

L10 18上面 釘

1550 K10 18-② 釘

M N8 十日18 釘 (40) 04 赤色部分あり

1552 F ll M10 17 楔 ? (13) (05)

1553 不 明 (47) (18) (05) 赤色部分あり

K ll 18上面 釘 (59) (07) (05)

1555 18上面 釘 ? (07) 赤色部分あり

1556 L ll 釘 (64) (07) 赤色・ 青色部分あり

K ll 18上面 釘 (525) 赤色・青色部分あり

1558 K D01 釘 ? (43)

1559 K D01 釘 (54)

1560 F22 L ll】 ヒ狽!トレンチ 釘 ? (45) (05) 赤色部分あり

釘 ? (32) (07) 赤色部分あり

1562 18-② 釘 ? (46) (07) (04)

1563 N10南壁溝 16～ 18 釘 (53) (06) 赤色部分あり

釘 ? (45) 青色部分あり

1565 F83 L ll 18 釘 ? (33) (05) 赤色・青色部分あり

1566 K10 不 明 (32) (04) (04)

第154表  Ⅱ区金属器観察表
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第 4章  Ⅱ区の調査

図
号

挿
番

測
号

実
番

写真
番号

出土地点
Gr/遺構

層位 種別
法 (cm)

形態 。文様の特徴 備考
回径 器 高

212上 」12 18-② 鍋 ? (58) (59) (045) 口径 (236) 反転実測

1568 F74 212上 K」 鍋 ? (28) (045)

1569 212上 Kll 鍋 ? (71)X(74) (12) 赤色部分あり

212上 鍋 ? (95)× (79) (12)

F31 212上 K ll 16 不 明 (62) (385) (07) 青色部分あり 鋳造品

212上 不明 (70) (36)

1573 F23 212上 火箸 (05) (05)

212上 K10 火箸 ? (62) (075) (06)

212上 火箸 ? (89) (05)

1576 212上 L10 不明 (44) (05)

1577 212上 14上 面 煙省 銅製 ?

1578 F12 212上 M8 煙管 回径16× 095 銅製 ?

212上 煙 管 回径14X14

1580 212上 M9
又
頭

錨
柄 60× 37 鋼製 ?

212上 N9 18-② 館又は

柄頭 ?
32× 36

F70 212上 18上面 不 明 (56) 18

1583 F37 212上 KH北側サブトレ
色
土質

黒
粘

飾 り
金具 ?

(405) 16 0015

1584 212上 K D01 18 不明 (94)

F57 2■下 L10 17 耳環 ? 24× 26 銅 ?

211下 環状製品 口径 12× 07 材質不明

2■下 環状製品 (46)× (45) (08)

1588 F52 211下 16 不明 (120) (16) 鋳造品 ?

1589 2■下 K9 18上面 不明 (66)× (58) (15)

1590 F97 211下 h148 系 明 (34) (26) (10) 赤色・青色部分あり

211下 18上面 不明 (64) (16) (08)

1592 211下 L ll 不 明 (22) (26) (125) 赤色部分あり

挿図
番号

古銭
番号

写真
番号

由土地点
Gr/遺構

層位 名称
寸法 (cm 重

①
初鋳年代 備考

d 厚 さ

1593 212下 紹聖元費 315 (北宋)1094 行書

C62 212下 皇宋通費 2 (北宋)1038 築書

212下 政和通費 (北 宋)1■ 1 繁書

と596 212下 K10 元確通費 ２４０
④

238
(上 )

９５
Ｄ

９８
Ｄ ０６９

０
０６９
Φ

029
(2枚)

802
(2枚)

(北宋)1086 2枚 錆付き 象書

212下 KJ 元○通費 271 (北 宋)1086 行書

C41 212下 K12 天聖(元費)
151 (北宋)1078

元豊の2文字から元豊通費とし
た 象書

212下 L10 元豊通費 240 068 015 (北 宋)1078 象書

1600 212下 皇宋通費 388 (北宋)1038 宴書

212下 元砧通費 299 (北 宋)1086 柴書

1602 212下 Lll 18上面 紹聖元賣 199 316 (北宋)1094 宴書

212下 天聖元質 078 (北 宋)1023 象書

C13 212下 lv18 18 景徳元費 190 296 (北宋)1004

1605 C25 212下 18上面 元豊通費 (北 宋)1078 象書

1606 212下 18上面
至道元賢
(2枚重ね)

２４６
ω

郷
の

硼
Φ

‐９４
⑮

０５８
Ш

０５５
⑮

039
(2枚 ) 制的

(北 宋)995 2枚 錯付 き 草書

212下 18上面 開元通費 102 (唐 )621、 845(南唐)960

1608 212下 K10 18上面 至道元費 240 190 (北 宋)995 員署

1609 212下 粟北トレンチ 18上面 群符元賓 011 (北 宋)1009

212下 K10 18上面 政和通費 062 (北 宋)1■ 1 宴書

212下 東北トレンチ 18上面 風化者 ヒ

C17 212下 Kll 18上面 皇宋通費 242 009 く北宋)1038 真書

第155表  Ⅱ区古銭観察表

―-309-―



挿図
番号

銭
号

古
番

真
号

写
番

出土地点
βr/樹濫 層位 名称

寸法 (cコ 曇
①

初鋳年代 備考b f ナ夏さ
213上 Kll 18上面 皇宋通費 2 304 (北宋)1038 真書

213上 元○通費 (北宋)1086 行書

Ｃ４

４７ 213上 18上面
４

※
２４
鰈

192
(※ )

Ю

※
０６
は

６

※ ０３８∽
剛∽

錆付 き ※1枚 目のみ3枚

213上 K10 16下面
17

聖宋元費? 244 206 (北宋)1101

213上 KH 詳符元費 197 (北宋)1009

213上 17 天薩通費 258 257 068 (北宋)1017

213上 17
243
(※ )

245
(※ )

９

※

つ

※
073
(※ )

075
(※ ) ０２２的

721
(2枚 )

錆付き ※1枚 目のみ2枚

1620 213上 17 元耐通費 (北 宋)1068? 行 書

213上 17 燿寧元賓 204 (北 宋)1068 鎖 書

213上 17 元豊通費 248 2 194 (北宋)1078 行書

213上

213上 Kll と6 興寧元費 207 075 (北宋)1068 象書

213上 Kll 呈禾通費 ? (245)

213上 16 嘉砧元費 068 く北宋)1056 真書

213上 蒔符元費 198 (北宋)1009

1628 213上 1ヽ8
第 1遺 構

面下
熙寧元費 217 (北宋)1068 真書

213上 M9 紹聖元費 19 (北 宋)1094 行 書

213上 M9N10 天稽元費 255 (北 宋)1017

213上
面‐６

唖
元符通費 244 194 (北 宋)1098 4〒書

挿図
番号

測
号

実
番

真

号

写
番

出土
地点

層位 種 別
寸法 (cm)

樹 種 備考岳 幅 厚

1632 213下 木 簡 (72) 「京世ひ」

1638 213下 P178 2 木簡 03 「かや九百 ふ」

1634 213下 木簡 (27) 「口J

1636 215上 13東西 トレンチ 漆椀
(174)
口 客 ∞

睫 様

漆

文

黒

で漆

内

赤

測

漆

実

黒

転反

外

184 215上 漆椀 ∽
睫

反転実測 内 :赤漆 外 :黒漆

183 215上 L9又 はL8 漆椀 反転実測 内 :黒漆
外 :黒漆 赤漆で文粽

178 215上 K12 漆椀 内 :赤漆 外 :黒漆

214下 漆椀
(128)
口径 ⑫

酪
一部反転実測 内 :赤漆
外 :黒漆、赤漆で文様

215下 ll B区 16よ り上層 漆椀
(113)
日径 ４６雌

一部反転実測 内 〔赤漆 外 :赤 漆

215下 L ll 17 漆 椀 反転実測 内 !赤漆 外 !黒漆

215下 土坑2 2又 は4 漆椀 (皿 )

Ｄ

径

①

口 ⑩
睫

測

漆

実

黒

転反

外
内 :黒漆、赤漆で文様

215下 L ll 漆椀
０

径

鰯

回
反転実測 内 :黒漆 外 :黒漆
外底部 :赤漆で―の文字

1645 216上 K10 18上面 連歯下駄
(160)
台部 ∽

舗
(22)

1646 216上 K10 [7 火きり臼 127 13
‐４３

．

‐４４ 216上 K10 18上面 ll敷 ? (283) 木製の上杭(?)が底部に等間隔(85
～4c4)に 施されている

1648 216上 折敷 ? (152) 断面に止孔が施されている

1649 216上 16 折敷 ? (53) (22) 焼 痕

1650 216上 折敷 ?

216上 M10 16又は17 折敷 ? (32) 11 断面に止孔が施されている

216上 18-② 杓子状木製品
34

14(柄部分)

216上 L10 栓状木製品
82X33

20(軸 部分)
黒漆

216下 M9 曲物 ? (211) (159) 11

216上 土坑5東面トレンチ 曲物 ? (179) (37)

216上 土坑5東面トレンチ 曲物 ?

と657 216上 M10 曲物 ? (112)

216上 K12 24上面 曲物 ? 等間に刻み目(06～ 08側)痕 あり

216上 L9又 はL8 曲物 ? (59)

216下 暗黒褐色土 棒状木製品
柄部 15
(最大)

碇21× 桜
24

1661 216下 Mll 把手状木製品

1662 216下 L10 18上面 把手状木製品 (120) (28)

216下 J12 把手状木製品 と3

第156表  Ⅱ区木製品観察表
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第 4章  Ⅱ区の調査

挿図
番号

測
号

実
番

写真
番号

土
点

出
地 層位 種別

em)
樹種 備考

長 厚

216下 K10 駒状本製品 (38) (09)

1665 216下 円状木製品 (82) 826)

216下 円状木製品 直径64

216下 と■東側トレンチ 円状本製品 (50) (33) 両面 :焼痕有 り

1668 216下 P157 箸状木製品 (73)

1669 216下 P456 箸状木製品 (117)

216下 箸状木製品 (132)

216下 北壁溝 黒色土 有孔木製品 (86)

216下 K12 16又は17 有孔木製品 (84)

1673 216下 K12南側薄 有孔木製品 片面 〔焼痕有り

216下
IB区

I  J 13 14
葬 ? 07

216下 P178 2 不 明 (39) μ
鉄

1676 216下 棒状木製品 117

1677 99 216下 土坑5東面トレンテ 棒状木製品 (132)
内面 :斜めに刃物等による切れ込み
を無数施している

1678 217上 南北 トレンチ 板状木製品 (131)

217上 J12 24上面 板状木製品 (145)

1680 217上 土坑 2 板状木製品 (37) 片面 :焼痕有り

217上 M9 板状本製品 (125)

1682 217上 18上面 板状木製品 (25) 07 片面 :切痕あり

217上 24上面 板状木製品 (29)

1684 57 217上 土坑4 板状木製品 (130) (10)

217上 K12 17 板状木製品 (135) (60) 片面 :焼痕有 り

と686 217上 卜110 18上面 板状木製品

81 217上 K10 18-② 板状木製品 直径8ミ リ大の孔が2ヶ 所

216下 K12 板状木製品 10

1689 216下 K10 板状木製品 (141) (37) 07 両面 :一部に朱色の付着物

217上 K12東側溝 不明 中央を幅2 3cmの 湾状に加工

217上 不 明 (112) 11 両面 :焼痕有り

挿図
番号

測
号

実
番

写真
番号

出土地点
Gr/遺構

層位 種 別 肇
ω

幅

伽
酪
ω

襲
⑭

備考

1692 217下 K12 18 石核 ? 376 8784 玉髄

と693 217下 18-② 石核 319 1594 玉飩 2回打

1694 217下 K10 剥片
髄
片

玉
剰

1695 217下 L10 剥片 094
髄

片

玉

剥

1696 560 217下 IB区】ヒ狽J溝 素I片
玉髄
2次加工の最1片

石鍋
(滑石)

2876 2次利用の可能性有り

1698 台石 ? (長径)1526 (短径)1074 103139

1699 553 K9 石斧 ? 1259 2010 3437 簡単に加工

刃部は再加工?

1700 517 8976

218 K10 砥石 1315 38796 4研面

砥 石 1096 409 50168 5研面

北東K ll杭 18上面 砥石 108047 5研面 多孔質

西側清 平玉

16 平 玉

K12 17 平 玉

1707 218 J K 12 18-② 平玉 089

第157表  Ⅱ区石製品観察表
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(6)ォ Jヽ     稿吉

本調査 区で は、①近世初 め と考 え られ る遺構 。遺物、② 中世前半 か ら後半 にか けての遺構・ 遺

物、③ 中世初 め頃以前 の自然河道、④時期不明の遺構 。遺物 (Ⅱ B区)⑤古代 の遺物、⑥弥生時代

中期か ら後期 の遺物 を検 出 した。他 の調査区同様、遺構・ 遺物 の種類や量 を多 く確認 したのは、②

である。掘立柱建物 に伴 うと考 え られ る柱根 はⅡA区で約 1,800確認 してお り、金調査 区の中で も

特 に密度が高 くな っている。

註

(1)弥生土器

松本岩雄  「出雲・隠岐編」『弥生土器の様式と編年 一山陰・ 山陽編―』 木耳社 1992

鹿島町教育委員会  『南講武草田遺跡』 1992

(2)土師器

松山智弘  「出雲における古墳時代前半期の土器の様相一大東式の再検討」『島根考古学会誌』第 8集

島根考古学会

鹿島町教育委員会  『南講武草田遺跡』 1992

(4)須恵器

大谷晃二  「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第11集 島根県考古学会 1994

島根県教育委員会  『西川津遺跡Ⅷ』 2001

(1)土師質土器

広江耕史  「島根県における中世土器について」『松江考古』第 8号 松江考古談話会 1992

島根県教育委員会  『古志本郷遺跡 I』 1999

島根県教育委員会  『蔵小路西遺跡』1999

(2)陶磁器 。中世須恵器

太宰府教育委員会  『太宰府条坊跡XV―陶磁器分類編―』 2000

中世土器検討会 概説  『中世の土器・陶磁器』 真陽社 1997

上田秀夫  「 14～ 16世紀の青磁の分類について」『貿易陶磁器研究No 2』

山陰中世土器検討会『中世須恵器の生産と流通 一山陰地方を中心に一』2003

※白磁の編年は、基本的には『太宰府条坊跡XV― 陶磁器分類編―』の山本信夫氏の編年を参考にし、

山本氏の編年より新 しい部分は『中世の土器・陶磁器』の森田勉氏の編年を参考にした。

青磁についても、基本的には『太宰府条坊跡XV― 陶磁器分類編―』の山本信夫氏の編年を参考にし、

山本氏の編年より新 しい部分は「 14～ 16世紀の青磁の分類について」『貿易陶磁器研究配 2』 の上田秀

夫氏の編年を参考にした。

備前、古瀬戸の編年は、『中世の土器・陶磁器』を参考にした。

(3)金属器

広島県草戸千軒遺跡調査研究所編『草戸千軒遺跡発掘調査報告書 I～ V』 1993～ 1996

(4)木製品

奈良国立文化財研究所「木器集成図録 近畿古代編」1984

広島県草戸千軒遺跡調査研究所編『草戸千軒遺跡発掘調査報告書 I～ V』 1993～ 1996

(5)石製品

石器の分類については古代文化センター丹羽野裕、埋蔵文化財調査センター柳浦俊―の指導を得た。
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第 5章 理化学分析

第 5章 理化学分析

青木遺跡出土中世須恵器の胎上分析

白石  純 (岡 山理科大学自然科学研究所)

1.分 析 目 的

青木遺跡出上の中世須恵器には、外面に格子状タタキ、内面にカキロが施された須恵器の甕が出

土 している。これら格子状タタキが施された甕の生産地は、岡山県の亀山焼や勝間田焼に類例があ

ることが知 られている。そこで、理化学的手法により生産地 。消費地の須恵器胎上の分析を実施

し、どの生産地から持ち込まれているのか推定 した。また、最近の研究では、山陰地方にもこの時

期の窯跡があることが想定されており
(D②

、 この窯跡と考えられる松江市別所遺跡、亀山および勝

間田との比較を行い、生産地推定を実施 した。また、甕以外の壺・鉢 。鍋などについても併せて分

析 した。そして、比較試料として、出雲市大井谷Ⅱ遺跡出上の中世須恵器の甕も分析 した。

2.分 析 方 法

理化学的な分析方法は、蛍光 X線分析法で実施 した。この方法は、試料に含まれる成分 (元素)量

を測定するもので、その成分量の違いか ら生産地を推定する方法である。また、分析装置の特徴

は、分析試料の作製が簡単で、測定 も短時間でできるため、多量に試料を分析するのに有効であ

る。 しか し、測定試料は均質性が求められるため、分析試料を 2gほ ど粉末にする必要があり、破

壊分析である。

測定装置は、エネルギー分散型蛍光X線分析装置 (セ イコーインスツルメンツ製SEA2010L)を

使用 し、SiO Ti・ Al・ Fe・ Mno Mgecao Na・ K oPo Rbesr・ Zrの 13元素を測定 した。

分析試料は、第 1表に示した青木遺跡出土の甕60点、三 4点、鉢38点、鍋 3点、羽釜 3点の合計

108点 と大井谷Ⅱ遺跡の甕 7点である。

3.分 析 結 果

第 1表の生産地遺跡分析値一覧表から、各試料のあいだでTi(チ タン)、 Ca(カ ルシウム)、 Sr

(ス トロンチウム)、 Zr(ジ ルコウム)の各元素に顕者な違いがみられる。そこで、 これ らの元素

のXY散布図を作成 し、胎上の比較を行った。

《青木遺跡出上須恵器の分類》

甕の場合

第 1図 Ti― Ca散布図は、青木遺跡内から出土 した甕・壷の胎土を比較 した。すると、Ca量 に違い

がみられ、大きく3類に判別できる。それは、Ca量 が約0.8%以上 (A類 )、 約0.4%～0.8%(B

類)、 約0.4%以下 (C類)である。なお、古代の甕はC類 に分布 し、壷はBと C類の両方に分布 し

た。

鉢の場合

第 2図 Ti― Ca散布図は、青木遺跡内から出土 した鉢の胎土を比較 した。すると、Ca量とTi量の両

-317-



方に違いがみられ、大きく5類に分類できる。それは、Ca量が約1.0%以 上 (A類 )、 約0.4%～ 1.0

%(B類 )、 約0.4%以下 (C類 )、 Ti量が約2.0%～ 4.0%(D類 )、 約4.0%以上 (E類)で ある。在地

で生産されたと考えられる土師質の鉢 2点は、A類とB類に分布 し胎土が異なっていた。

第 3図 Ti― Ca散布図では、青木遺跡内から出土 した鍋・羽釜の胎土を比較 した。すると、Caお よ

びTi量で 3類に分類できた。このうちC類が生産地である別所遺跡の鍋が分布 している。

《各生産地と青木遺跡出土須恵器の比較》

第 4図Ti Ca、 第 5図 Zr_sr散布図では甕の生産地を推定 した。推定方法は両散布図の各生産地

分布範囲に分布 しているかいないか。また、多変量解析のクラスター分析を用いてグループ分類を

行い検討 した。

その結果、青木遺跡出上の甕は、以下の生産地に推定された。

別所遺跡 ・……試料番号 3・ 24・ 25・ 76・ 78・ 84

亀 山 焼 ・……試料番号 5・ 6

どの生産地にも属さない 。……試料番号 9。 16・ 20・ 21・ 26・ 67・ 68・ 79・ 80・ 82・ 83

これ以外の甕は、各散布図とクラスター分析の結果が一致せず生産地がわからなかったものであ

る。

また、どの生産地にも属さないものは、今回比較 した、生産地以外に推定されると想定される。

そして、大井谷Ⅱ遺跡の甕は、別所遺跡に近いものの胎土が一致 しなかった。

第 6図 Ti― Ca、 第 7図 Zr s r散布図では鉢の生産地を推定 した。推定方法は甕の場合と同様であ

る。

その結果、青木遺跡出上の鉢は、以下の生産地に推定された。

勝間田焼 ・……試料番号23・ 50

亀 山 焼 ……。試料番号43・ 44・ 45・ 46

神出、魚住焼 ……・試料番号39・ 40・ 58

どの生産地にも属さない 。……試料番号30・ 32・ 36・ 37・ 38・ 47・ 48・ 51・ 52・ 54・ 60・ 61・

62・ 63・ 107

なお、これ以外の鉢は、甕と同様に生産地がわからなかったものである。

また、土師質の鉢 (107・ 108)1ま 107が どの生産地にも属さず、108は別所遺跡付近に分布 した。

第 8図 Ti― Ca、 第 9図Zr_sr散布図では鍋、羽釜の生産地を推定 した。すると、試料番号41(羽

釜)と 、別所遺跡の鍋2点 と近いところに分布 している。その他のものは、試料番号94・ 95が ほぼ

まとまり、96・ 97・ 98が散漫な分布で、まとまらなかった。

4.ま とめ

この分析結果から以下のことが明らかになった。

(1)蛍光X線分析法により青木遺跡出土の甕 。鉢の胎土分析を実施 し、第 1図 。第 2図で青木遺

跡のものが、どのように分類できるか検討 したところ、 3種類から5種類の胎土にわかれ、明

らかに複数の生産地から持ち込まれていることが推定された。 しかし、生産地との比較では、

甕・鉢とも明確に生産地が推定されたものは限られた。第 1図のA・ BoC類 を大まかにみる
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と、Ca量でA類が未知の生産地、 B類が別所・勝間田 。亀山、 C類が神出 。魚住の領域にわ

かれる。

(2)今回の分析では、別所 。勝間田・亀山・神出 。魚住のいずれの生産地にも属さなかったもの

が多 くあった。これは、データを増やせば別所遺跡の分布範囲が広がるのか、新たな別の生産

地があるのか再検討する必要がある。 しかし、分析データをみると、鉢のなかには明らかに分

析値が異なり中国地方以外の生産地を求める必要があるのかもしれない。

(3)鍋、羽釜類の分析では、試料番号41の羽釜が別所遺跡の鍋と胎土的に類似 していた。器種は

異なるものの別所遺跡あるいは周辺で生産されていたことが推定されるが、生産地の分析デー

タが 2点と非常に少なく、今後データを蓄積 し再検討する必要がある。

以上のように、青木遺跡から出土 した中世須恵器の甕、鉢、鍋類の生産地推定を実施 したが、一

部の須恵器のみの産地が推定されただけである。今回の胎土分析では、別所・勝間田・亀山・神

出・魚住以外の生産地から搬入されたものがあると考えられ、今後も生産地試料を蓄積する必要が

ある。

この分析の機会を与えて頂いた、西尾克己氏、似藤 智氏をはじめ、島根県埋蔵文化財調査セン

ターの方々には、いろいろとお世話になった。また、分析試料の提供では、以下の各機関お世話に

なりました。末筆ではありますが記 して感謝いたします。

岡山県古代吉備文化財センター、島根県埋蔵文化財調査センター、松江市教育委員会、出雲市教

育委員会
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料
号

試
喬 遺 跡 名 器  種 遺物Nα Ti Al 卜In lvlg Ca Na K P Rb
ユ 青木遺 跡 須恵 器 甕 6966 676
2 青木遺 跡 須恵器 賓 7068 1925 1 93
3 青木遺跡 須 恵 器 甕 6781
4 青木 遺 跡 多農息 恭 甕 6972
5 青 木 遺 跡 須恵器 疑 6926 077 3
6 青木遺跡 須 息 洛 甕 6879 2023 021 235
7 青 木 遺 跡 須点 器 甕 6938 1656 008 277 012
8 青 木 潰 跡 須恵器 甕 1 17 1875 555 299
9 青木遺跡 須息 器 径 6448 073 1997 377 1 93 11 1 72
0 青 木 遺 跡 須点 器 養 6860 1696 187 014

青木遺跡 須恵器 甕 1702 205 138
2 青木追跡 須恵 器 6911 1693 575 327
3 青 木 遺 跡 須恵器 甕 6493 111 2158 561
4 青木違跡 額恵器 甕 6518 2144
5 青 木 遺 跡 箔 百 哭 甕 637 2166 471

青 木遣 跡 須恵器 甕 6770 1879 012 129
青木遣跡 狛 頁 来 甕 6555 202 025 265
青木 遺 跡 須 恵 器 客 6658 2108 283
青木 遺 跡 須恵器 甕 2152
青木遺跡 独恵 器 餐 2076 205 262

21 膏本遺 跡 須息 ホ 客 6365 1964 132
青木遺 跡 須恵器 甕 6569 2142 292
青木遺跡 須 恵 器 鉢 6954 095 066 237
青 木 遺 跡 須恵 器 客 1444 6819 045 51 352
青 木追 跡 須恵器 甕 6879
青木遺跡 須恵 器 餐 6730 372 090
青 木遣 跡 須恵 器 甕 6596 2124
青木 遺 跡 須恵器 甕 6571 2135 21 033
青木遺跡 須恵 器 空 6523 2134 557
青 木 遺 跡 須恵 器 鉢 6474 1847 77 012
青 木 遺 跡 須恵器 卵

`

6684 1946 558 255
青木造跡 須恵 器 鉢 6488 1858 171 015 602
青 木 遺 跡 衛 首 架 鉢 6827 252 1 75 073
青 木潰 跡 須恵器 鉢 6923 1856 372
青木遣跡 須 恵 器 鉢 6828 1898 179
青木 遺 跡 須 烹 器 鉢 6633 1883 444 087
青木遺跡 須恵器 鉢 6512 1 76

青木遺 跡 箔 百 哭 鉢 6431 197 1897 172 ] 590
青木 遺 跡 須恵器 鉢 7078 1811 021 132 013 2

青木造跡 須 恵 器 鉢 1644
膏 木 遺 跡 須恵器? 羽 釜 6853 1865 395 018
青 木追 跡 須恵器 鉢 6843 1893 876
青木遺跡 須恵 器 鉢 6136 2450 512 19

青 木 遺 跡 須恵 器 鉢 6064 2448 10 223
青 木遺 跡 須恵器 鉢 6198 2441 277 10

青木遺跡 須恵 器 鉢 6210 2421 232
青 木 遣 跡 須 苗 哭 鉢 6587 1786 674 011 1 16 182
青 木 潰 跡 須恵器 鉢 6348 1705
青木追跡 箔 童 架 鉢 652コ 2215 167 299
青木 遺 跡 須 点 器 鉢 6939 18 bb 227
青木造跡 須恵器 鉢 773
青木 遺 跡 須恵 器 鉢 6582 1971 247
青木遺 跡 須恵器 鉢 6322 2030 716
青木遺跡 狽 恵 器 鉢 6151 223 1878 233
青木 遺 跡 須恵 器 鉢 6786 1825
青木 遺 跡 須恵器 鉢 6719 1930
青木遺跡 須恵器 鉢 6787 1823 313
青 木 遺 跡 須点 器 鉢 6535 110 2094 1

青木遺跡 須恵器 鉢 6739 1801
青木追跡 須恵器 鉢 6411 102 1934 173 327 118 348
青木遺跡 須恵器 鉢 6144 2022 155 382
青木遣跡 須恵器 鉢 6762 1857 284 167
膏 木 遺 跡 須恵器 鉢 6311
青木遺跡 須恵器 鉢 6774 527 075 290
青木遺跡 須恵器 鉢 6756 089
青木 遺 跡 頁恵器 鉢 6725 527
青木遺跡 L 買意器 甕 6457 360 231 263
青木遺跡 須恵器 甕 6488 2034
青木 遺 跡 須 ′ま港 | 餐 6574 2084 225 96
青木遺跡 須恵器 甕 6611 136 0

青木遺跡 馴 輿 6894 1866 0   0 5     1 022 260 348

却 疫′ま恭
|

甕 6835 1878 276 289 112
言 本 遠 跡  | 須恵器 甕 7121 174 023
青木遺跡 馴 輿 6977 005
言 不 還 跡  | 狽息 器 甕 6569 2079 358 007 106 〕7

青木遺跡  | 須恵器 | 甕
|

6692 119「 20581 057

第 1表 胎土分析一覧表 (%) ただし、Rb・ Sro Zrは ppm.
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料
号

試
器 遣 跡 名 器  種 遺物血 Ti Al Fe 心ン生n 卜Ig Ca Na K P Rb

青木 遺 跡 須恵器 甕
239

青 木 追 跡 須恵 器 後 6780 2052 034

青木追跡 須恵 器 甕 6581 2079 079

青 木 遺 跡 須恵器 甕 6471 2107

青 木 遣 跡 須恵 器 資 6629 2075 005 070

青木遺跡 夕罠息 器 甕 6447 2135

青 木 遺 跡 須恵器 甕 6543 127 2058 171 253 172 323

青木 遺 跡 須 恵 器 甕 6721 2027 236

青木遺跡 須 点 器 甕 6649 2106 055 と

青木 這 跡 須恵器 甕 6528 2056 1 79

青木追跡 須恵 器 甕 6516 2060 072

青木遺跡 須恵器 6504 2084 517 077 185

青 木 遺 跡 須恵器 士霊 1869 178 267 278

青 木 遺 跡 須恵 器 士電 6769

青 木 這 跡 須恵器 士軍 6956 100 1788

青 木 遺 跡 須 思 喬 6899 1847 324

青木遺跡 須 息 為 不 明 6878 2026

青木 這 跡 姻衷器? 鍋 6455 1919 137 777

青木 遺 跡 須恵器 `F 鍋 ? 6468 1900 579

青木遣跡 須恵器 ? 羽 釜 6227 2053 4 644

青木 遣 跡 須恵器? 鍋 6133 1963 269

青木 遺 跡 損思喬Y 羽釜 2160

音 太 潰 跡 須恵 器 甕 6567 2163

青 木 遺 跡 須恵器? 不 明 828

青 木 遺 跡 須恵 器 不 明 6975 1892 228 026 12

青木遺跡 須 点 器 甕 6884 17 14 575

青木 遺 跡 須恵器 甕 7037 327

青木 遺 跡 箔百 采 餐 6787 006 027

青木遺跡 須 煮 器 甕 6967 573 205

青木 造 跡 須恵器 甕 7171 330

青木 遺 跡 土 師質 鉢 1395 6344 2058 l

青木遺跡 土師質 鉢 6445

l 大井谷 I遺跡 須恵器 甕 6765 121 290

2 大井谷Ⅱ遺跡 須恵 器 甕 6750 122 2010 l

3 大井谷I遺跡 須恵器 甕 6606 125 1961 299 077 344

4 大井谷Ⅱ遺跡 須思 器 甕 113 1997 292 376

5 大井谷Ⅱ遺跡 須 恵 器 甕 6646 121 223

6 大井谷Ⅱ遺跡 須恵器 甕 6740 1 10 1943 323

7 大井谷Ⅱ遺跡 容 6611

◇青木遺跡 (甕 )

口青木追跡(壷 )

o青木遺跡 (甕・吉代)

x大井谷狂遺跡(藁 )

C類 |  。
●

（潔
）

Ｇ
Ｏ

0.30

0.50         1.00         1.50

Ti(%)

第 1図 青木遺跡内出土甕の胎土比較(T卜Ca散布図)
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◇青木遺跡 (甕 )

“青木遺跡 (壷 )
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青木遺跡内出土甕と各生産地との比較(T卜Ca散布図)
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第5図 青木遺跡内出土甕・壺と各生産地との比較(Zr―sr散布図)
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第8図 青木遺跡出土鍋、羽釜と別所追跡との比較(T卜Ca散布図)
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青木遺跡出土木製品の樹種

株式会社 京 都 科 学

伊東 隆夫 (京都大学木質科学研究所)

出雲市東林木町に所在する青木遺跡から、平安時代終わりから中世末にかけてのものである土師

器、須恵器、石器、金属器、骨の他に、多くの木器が出上 している。今回、そのうち、188点 の木

器の樹種を同定 した。定法にしたがい、木器の木片から安全カミソリで木口面、柾目面、板目面の

3断面の薄い切片をつ くり、スライ ドガラスに載せて、抱水ガムクロラールで封入して顕微鏡標本

を作製 し、以下の識別拠点に基づいて樹種を同定 した。

スギ (浜喚 わ陶つ万αブ2)θ ttεα)

樹脂道を欠 く。晩材幅が広い。樹脂細胞は接線方向に点在する。分野壁孔はスギ型。

ヒノキ (Cんαηα9c"αttS οbttsα )

樹脂道を欠 く。晩材幅が狭い。樹脂細胞は接線方向に点在する。分野壁孔はヒノキ型。

二葉マツ ?物
"s sp,Dわ

ιοり Jοη)

垂直・水平樹脂道がみられる。窓状壁孔。放射仮道管に鋸歯状突起がみられる。

カヤ (Toηりα%たガ功り)

樹脂道、樹脂細胞ともに欠 く。仮道管に対になったらせん肥厚がみられる。

トチノキ υ生じsじ傷Jttsサ筋γbげηα勉)

散孔材。小型の道管が散在する。放射組織は層階状となる。

クリ (Cαsttησαじ%%α妨)

環孔材。孔圏に大型の道管が並ぶ。孔圏外道管は小さく集合 して火炎状 となる。単列放射組織の

み見 られる。

ケヤキ υttιんουα sc脅切筋)

孔圏道管は大きくほぼ一層となる。孔圏外道管は集団となり斜線上に並ぶ傾向がある。放射組織

は4-5列で、縁辺細胞に大型の結晶がみられる。

シイ属 (Cα s勉紹ψsλ sp。 )

孔圏に大型の道管が間隔を空けて並ぶ。孔圏外道管は放射状ないし火炎状に並ぶ。放射組織は単

ア」。

ブナ属 σ換聖s sp.)

散孔材。年輪始めの道管は他よりもやや大きい。単穿孔と階段穿孔がみられる。放射組織の大き

さは変化に富む。

カツラ (COκゲJ妙んノJιク解 ブ2)οηた傷制)

散孔材。小さい道管が密に並ぶ。バーのしっかりした階段穿孔がみられ、道管側壁は階段状とな

る。

ムクノキ Ot,力α%α%肋9 αw距紹)

散孔材。中型の道管がまばらに並ぶ。道管の壁は厚い。帯状柔組織がみられる。
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サカキ (Cι09η すの側
'切

)

散孔材。小さい道管が散在する。バーの多い階段穿孔がみられる。放射組織は単列。

ウツギ α)9劣拷ゲαじ陀ηα勉)

散孔材。小さい道管が散在する。放射組織の高さは高い。

ホオノキ 9順%即οιtt οbουα筋)

散孔材。道管側壁は階段状となる。放射組織は1-2列。

カエデ (Acer sp。 )

散孔材。中型の道管が単独ないし、 2-3個 放射方向に連なる。単穿孔。放射組織は4-5列

で、同性。

フジキ (CJα ,κ港ぬ ダα妙∽ηα)

環孔材。孔圏道管は大きい。孔圏外道管は集団状。単穿孔。放射組織は異性Ⅲ型。

ツバキ Qη 9ιι勉 ブ鯉)οηぢ∞)

散孔材。小さい道管が散在する。放射組織に大型の結晶がみられる。

ヌルデ 彼ん傷sヵυα笏じα)

環孔材。道管にチロースが詰まる。単穿孔。放射組織は異性Ⅲ型で 1-3列。

ムクロジ (S吻

"%α

ttS陶傷んο℃ssケ)

環孔材。単穿孔。小道管にらせん肥厚。柔組織は翼状、連合翼状、帯状 となる。放射組織は同

性。

クスノキ科 (Lauraceac)

散孔材。道管は単独ないし2個複合。階段穿孔。放射組織は異性Ⅲ型。油細胞はほとんど目立た

ない。

このほかに、散孔材 2点 と環孔材 1点が同定されたが、様様な特徴を照 らし合わせても樹種は特

定できなかった。

樹種同定結果は表 1に示 した通 りである。同表から樹種ごとの点数をまとめたのが表 2である。

表 2

ス   ギ   107点     ヒ ノ キ    19点
二 葉 マ ツ   8点    カ   ヤ   1点
トチ ノ キ    11点     ク   リ    7点
ケ ヤ キ    5点     シ イ 属    5点
ブ ナ 属    3点     カ ツ ラ    3点
ム ク ノ キ    2点    サ カ キ    2点
ウ ツ ギ    2点     ホ オ ノ キ    2点
カ エ デ    1点     フ ジ キ    1点
ツ バ キ    1点     ヌ ル デ    1点
ム ク ロ ジ    1点     クスノキ科    1点
散 孔 材    2点     環 孔 材    1点
樹   皮    2点
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総数188点のうち、スギが107点の過半数を占めていることがわかる。スギは容器、板、火きり

臼、箸、物忌札、木簡、柄、曲げ物、取っ手、駒状製品、棒状製品、箱状などの多 くの木製品に広

く利用されている。中でも曲げ物は20点すべてがスギであった。さらに板71点 のうち61点がスギで

あった。椀にはケヤキ、 トチノキ、ブナ、カツラ、クリなどの現代でも利用されている樹種が多 く

用いられた。下駄はホオノキ、火きり臼はスギという結果も過去の資料と合致する。

遺物Nα 棄ll図訛 サンプルNα 遺 物 名 樹  種
環微錫
写 妄

1 KK-199 下 駄 ホオノキ

2 KK-200 取っ手 ヒノキ

KK-201 柄 カ ヤ ○

KK-202 容 器 ス ギ

5 KK-203 板 スギ

6 KK-204 火きり日 ス ギ

7 KK-205 容器 (底) ス ギ

8 KK-206 板 ヒノキ ○

9 KK-207 下 駄 ヒノキ

KK-208 火きり臼 ス ギ

KK-209 板 ス ギ

KK-210 容器 ケヤキ

K K-211 椀 ブナ ○

KK-212 椀 トチノキ

KK-213 板 ス ギ

16 KK-214 容 器 ス ギ ○

17 KK-215 板 ス ギ

KK-216 板 ス ギ

KK-217 椀 ケヤキ

KK-218 箸 ス ギ

KK-219 箸 ス ギ

KK-220 箸 _葉マツ

KK-221 樹 皮 樹皮

KK-222 物忌札 スギ ○

KK-223 木簡 ス ギ

KK-224 円板 ヒノキ ○

KK-225 板 ス ギ

KK-226 容器 ス ギ

KK-227 板 ス ギ

KK-228 円板 ヒノキ

KK-229 柄 ス ギ

KK-230 容 器 (底 ) ス ギ

KK-231 有孔不明製品 シイ属

KK-232 容器 (底 ) ヒノキ

KK-233 板 ス ギ

KK-234 板 ス ギ

KK-235 円板 ス ギ

KK-236 曲げ物 ス ギ

KK-237 曲げ物 ス ギ

KK-238 柱根 二葉マツ ○

KK-239 柱 根 ムクノキ

KK-240 柱根 ヒノキ ?

K K-241 柱 根 クスノキ科 ○

KK-242 柱 根 サカキ ○

KK-243 柱根 散孔材A ○

KK-244 柱根 シイ属 ○

KK-245 柱根 ムクノキ

還物Nα ミ測図lll サンプルNα 遺 物 名 樹  種
鏡
真

微顕
写

KK-246 板 ヒノキ

KK-247 曲げ物 ス ギ

KK-248 曲げ物 ス ギ

KK-249 曲げ物 ス ギ

KK-250 曲げ物 ス ギ

1679 KK-251 板 ス ギ

KK-252 箸 ヒノキ

KK-253 曲げ物 ス ギ

KK-254 板 ス ギ

KK-255 板 ス ギ

KK-256 箸 ス ギ

KK-257 取っ手 二葉マツ

KK-258 板 ス ギ

1646 KK-259 火きり臼 ス ギ

KK-260 下駄 ムクロジ ○

KK-261 板 ス ギ

KK-262 板 ス ギ

1690 KK-263 板 ス ギ

1663 KK-264 取っ手 ス ギ

KK-265 板 ス ギ

1652 KK-266 しゃもじ1犬製品 ヒノキ

KK-267 板 ス ギ

KK-268 曲げ物 ス ギ

KK-269 棒状製品 ヒノキ

KK-270 箸 ス ギ

KK-271 栓 (漆 ) ヒノキ

KK-272 駒状製品 ス ギ

KK-273 曲げ物 ス ギ

KK-274 板 ホオノキ ○

KK-275 板 ク リ ○

KK-276 板 ス ギ

KK-277 取 っ手 ス ギ

KK-278 板 樹皮

1687 KK-279 板 スギ

1662 KK-280 曲げ物 ス ギ

1686 KK-281 板 ス キ

KK-282 板 ス ギ

KK-283 角材 _葉マツ ○

1666 KK-284 曲げ物 ス ギ

KK-285 板 ス ギ

KK-286 板 ス ギ

KK-287 角材 二 葉 マ ツ

KK-288 角材 _葉 マツ

KK-289 棒状製品 ス ギ

KK-290 板 ス ギ

1669 KK-291 箸 ス ギ

KK-292 板 ス ギ
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造物llo 罵lllttК サンプルNo 遺 物 名 樹  種

KK-293 秘 ヒノキ

KK-29コ 柄 ウツギ ○

KK-295 板 ス ギ

KK-296 取っ手 ス ギ

KK-297 板 ス ギ

KK-298 板 散孔材 B ○

KK-299 箸 ス ギ

KK-300 板 ス ギ

997 KK-301 板 ス ギ

KK-302 駒状製品 ス ギ

KK-303 板 二葉マツ

KK-304 棒状製品 ウツギ ○

KK-305 材 スル デ ○

1664 KK-306 棒状製品 ス ギ

KK-307 棒‖犬製品 スギ

ll KK-308 板 ス ギ

KK-309 板 ス ギ

13 KK-310 板 ス ギ

14 KK-311 板 ス ギ

KK-312 板 ス ギ

6 KK-313 板 ス ギ

7 1650 K K-314 板 ス ギ

8 KK-315 板 スギ

9 KK-316 板 ス ギ

KK-317 板 スギ

KK-318 板 ス ギ ○

KK-319 板 ス ギ

KK-320 板 ス ギ

KK-321 板 ス ギ

KK-322 板 ス ギ

KK-323 板 ス ギ

KK-324 板 ス ギ

1685 KK-325 板 ス ギ

KK-326 板 スギ

KK-327 板 ス ギ

KK-328 板 ス ギ ○

KK-329 板 ス ギ

999 KK-330 板 ス キ

KK-331 板 ス ギ

K K-332 板 カエデ属 ○

KK-338 板 ス ギ

KK-334 板 ス ギ

KK-335 板 ヒノキ

KK-386 板 ス ギ

KK-337 板 ス ギ

KK-338 板 ス ギ

KK-339 板 ヒノキ

遺物Nα 笑測図No サンプルNo 遺 物 名 樹  種
顕微鏡
写 真

KK-340 板 ヒノキ

KK-341 曲げ物 ス ギ

KK-342 曲げ物 ス ギ

KK-343 曲げ物 ス ギ

KK-344 曲げ物 ス ギ

KK-345 山げ物 ス ギ

KK-346 曲げ物 ス ギ

KK-347 曲げ物 ス ギ

KK-348 椀 (漆 ) トチノキ ○

KK-349 椀 漆 ) カツラ ○

KK-350 椀 漆 ) ンイナ高 ○

KK-351 椀 (漆 トチノキ

KK-352 椀 漆 ) トチノキ ○

KK-353 椀 (漆 サカキ

KK-354 椀 漆 ) シイ属

KK-355 椀 (漆 シイ属

KK-356 椀 (漆 ク リ

KK-357 椀 (添 ク リ ○

KK-358 椀 (漆 トチノキ

KK-359 椀 (漆 _葉マツ

KK-360 椀 (漆 カツラ

KK-36ユ 椀 (漆 トチノキ

KK-362 椀 (漆 ) トチノキ

KK-363 椀 (漆 ク リ

170 KK-364 椀 (漆) ケヤキ ○

171 KK-365 椀 (漆 ) トチノキ

KK-366 椀 (漆 ) ク リ

KK-367 椀 (漆) トチノキ

KK-368 椀 (参 トチノキ

KK-369 椀 (漆 環孔初

KK-370 椀 (添 ブナ属 ○

K K-371 椀 (漆) ク リ

KK-372 椀 (漆 ) カツラ ○

KK-373 椀 (漆) フジキ ○

1644 KK-374 椀 (添 ) ケヤキ ○

KK-375 椀 (漆 ) トチノキ

1638 KK-376 椀 (添 ) ンイ属

KK-377 椀 (ハ ) ブナ属 ○

KK-378 椀 (漆 ) ク リ ○

KK-379 椀 (漆 ) ケヤキ

1011 KK-380 木槌 ツバキ ○

KK-381 曲げ物 ス キ

KK-382 板 ス ギ

KK-383 板 ヒノキ

KK-384 た が ヒノキ

KK-385 曲げ物 ス キ

KK-386 箱状 ス キ ○
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1.柄 (KK-201)カ ヤ×300
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6。 円板 (KK-224)ヒ ノキ×75

7.柱根 (KK‐ 238)二葉マツ×300 8.柱根 (KK‐ 241)ク スノキ科×75 9.柱根 (KK-242)サカキ×75
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10,柱根 (KK-243)散孔材×40 11.柱根(KK-244)シ イ属×40

亀

ヽ

12.下駄 (KK-260)ム クロジ×50

15.角 材 (KK‐ 283)二葉マツ×30013.板 (KK-274)ホオノキ×75 14.板 (KK‐ 275)ク リ×40

16.柄 (KK… 294)ウ ツギ×50 17.板 (KK‐ 298)エ ゴノキ ?× 40
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18.棒状製品(KK-304)ウ ッギ×75


